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紙
の
イ
ラ
ス
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新
阿
蘇
大
橋

「
Ｐ
Ｃ
の
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
た
ち
」
で
紹
介
し
た
新

阿
蘇
大
橋
を
イ
ラ
ス
ト
と
し
て
描
い
た
も
の
で
す
。
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休石 3号橋（p.8）

斉内川橋りょう（p.6）

マイジック高架橋（p.38）観音寺高架橋・風祭ランプ橋
床版取替工事（p.30）

湯出ノ沢スノーシェッド（p.24）

凡　例

橋梁部門

容器部門

防災・その他部門

海外部門

建築部門

補修・補強部門

桂沢ダム７号橋（p.2）

玉川大橋（p.4）

♯001 p.1PCのニューフェイスたち

♯003 p.42仕事場拝見

♯004 p.45
［よくわかる！ PC基礎講座 ②］

ポストテンションとプレテンション

♯005 p.46PCニュース～北から南から～

♯002 p.40重要文化財に第一大戸川橋梁が
指定される

［特別寄稿］

謹んで豪雨災害のお見舞いを申し上げます

「令和3年7月1日からの大雨」・「令和3年8月の大雨」
により亡くなられた皆さまのご冥福を心から

お祈り申し上げますとともに、
被害に遭われた皆さまにお見舞いを申し上げます。
　一日も早い復興をお祈り申し上げます。

社会を支えてくださるすべての方々に
感謝を申し上げます

新型コロナウイルス感染症のリスクと闘いながら、
命と暮らしを守ってくださっているすべての方々へ

心から感謝を申し上げます。
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♯001

前年度に新たに誕生したPC構造物を特集しました。令和2年度に竣工、
あるいは供用を開始したPC構造物について景観、デザイン、施工、
さらにPC技術への貢献、PC技術の普及拡大等の観点から選考したもので、
6部門から19作品を掲載しました。
これらの作品により、PC技術やPC構造物の素晴らしさ、
あるいは社会資本整備に取り組む
私たちの真摯な姿をお伝えできればと願っております。

甑大橋（p.18）

伊万里港臨港道路（p.14）

新阿蘇大橋（p.16） 別埜谷橋（p.12）

阪神高速守口線
床版取替工事（p.34）

石部海上橋
耐震補強工事（p.32）

川口市第一本庁舎（p.26）武庫川女子大学
景観建築スタジオ西館（p.28）

甲山低区第２配水池（p.22）

瑞穂大橋（p.10）

北丘高架橋（p.20）

烏帽子第一橋・烏帽子第二橋
床版取替工事（p.36）
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桂
沢
ダ
ム
７
号
橋
は
、
北
海
道
三
笠
市

に
あ
る
桂
沢
ダ
ム
の
堤
体
を
洪
水
対
策
等

の
た
め
11
・
９
ⅿ
嵩
上
げ
す
る
事
業
に
伴

い
、
水
没
す
る
国
道
４
５
２
号
の
付
替
道

路
事
業
の
な
か
で
設
置
さ
れ
た
橋
梁
で
す
。

本
橋
梁
は
道
立
自
然
公
園
内
に
位
置
し
、

ダ
ム
湖
で
あ
る
桂
沢
湖
に
隣
接
し
た
箇
所

に
架
橋
し
ま
し
た
。三
笠
市
周
辺
は
化
石

の
宝
庫
と
し
て
世
界
的
に
有
名
で
、
ア
ン

モ
ナ
イ
ト
な
ど
の
化
石
が
多
数
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。動
物
も
多
数
生
息
し
て
い
て

キ
タ
キ
ツ
ネ
や
エ
ゾ
シ
カ
が
現
場
近
く
を

散
歩
し
て
く
る
ほ
ど
の
大
自
然
で
す
。

　

施
工
時
に
配
慮
し
た
こ
と
は
、
そ
の
特
殊

な
環
境
と
技
術
を
融
合
し
、自
然
と
調
和
さ

せ
る
こ
と
で
し
た
。具
体
的
に
は
豊
か
な
自

然
環
境
を
で
き
る
限
り
乱
さ
ず
、
現
地
の
地

形
や
様
々
な
条
件
へ
順
応
す
る
こ
と
で
す
。

　

自
然
環
境
へ
の
配
慮
と
し
て
、
ダ
ム
湖

へ
の
汚
染
防
止
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

橋
上
や
作
業
台
か
ら
作
業
水
や
雨
水
を
集

水
し
、
環
境
配
慮
型
水
処
理
装
置
で
濁
度

等
を
適
切
に
処
理
し
た
後
、
放
水
す
る
対

策
を
講
じ
ま
し
た
。

　

地
形
な
ど
の
対
応
と
し
て
、本
橋
梁
は
現

国
道
と
地
山
条
件
に
よ
り
不
等
径
間
か
つ

複
雑
な
平
面
線
形
と
、
日
射
に
よ
る
温
度

差
が
あ
り
挙
動
が
不
安
定
と
な
る
た
め
、出

来
形
管
理
に
配
慮
を
し
ま
し
た
。上
げ
越
し

管
理
は
、Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た
橋
桁
変
位
計

測
計
を
使
い
、
各
ス
テ
ッ
プ
の
変
位
や
さ
ま

ざ
ま
な
外
的
要
因
に
よ
る
挙
動
を
的
確
に

把
握
し
ま
し
た
。そ
の
デ
ー
タ
と
、
た
わ
み

解
析
値
と
の
差
異
を
次
工
程
へ
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
て
施
工
を
進
め
、
目
標
の
出
来
形

値
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

現
国
道
へ
の
対
応
と
し
て
、
橋
上
か
ら

の
雪
氷
も
含
め
た
飛
来
物
落
下
防
止
の
た

め
、
移
動
作
業
車
お
よ
び
橋
面
外
側
へ
強

固
な
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
パ
ネ
ル
を
設
置

し
て
防
護
を
し
ま
し
た
。ま
た
、作
業
台
が

道
路
利
用
者
の
前
方
視
界
を
妨
げ
な
い
様
、

３
Ｄ
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
用
い
作
業
台
高
さ
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
し
、
視
界
を
確
保
し
ま
し

た
。

　

本
工
事
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
「
つ
な
ぐ
、

確
か
な
技
術
を
」
を
掲
げ
ま
し
た
。目
的
は
、

受
け
継
が
れ
て
き
た
Ｐ
Ｃ
技
術
を
、次
世
代 Harmony with the natural environment and passing on technique to the next generation

自然環境との調和、そして技術を次世代へ

Katsurazawa-Dam 7gou Bridge
桂沢ダム７号橋01.

の
担
い
手
で
あ
る
若
者
に
継
承
し
て
い
く
こ

と
で
す
。作
業
所
の
20
代
ス
タ
ッ
フ
の
教
育

と
し
て
ベ
テ
ラ
ン
技
術
者
を
配
置
し
、Ｏ
Ｊ

Ｔ
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
技
術
の
継
承
と
、担
い
手
と

し
て
の
一
貫
教
育
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。ま

た
、施
工
中
は
小
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で
幅

広
い
年
代
の
方
々
に
見
学
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
Ｐ
Ｃ
橋
梁
と
ダ

ム
建
設
工
事
を
同
時
に
見
る
こ
と
に
よ
り
、

土
木
技
術
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
Ｐ
Ｃ
技
術
者
と
し
て
、
諸
先
輩

か
ら
受
け
継
い
だ
技
術
を
若
い
世
代
に
つ

な
ぎ
、Ｐ
Ｃ
業
界
の
発
展
に
貢
献
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

﹇
日
本
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱ 

戸
田 

貴
広
﹈



札幌JCT

岩見沢 IC

滝川 IC

札幌市
夕張市

石狩市

富良野市石狩湾
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沢
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９
ⅿ
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５
２
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梁
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し
、

ダ
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で
あ
る
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沢
湖
に
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し
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所

に
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ま
し
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の
宝
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世
界
的
に
有
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で
、
ア
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ど
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れ
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ま
す
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し
て
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て

キ
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エ
ゾ
シ
カ
が
現
場
近
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散
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し
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る
ほ
ど
の
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。
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時
に
配
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し
た
こ
と
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、
そ
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環
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技
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し
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然
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る
こ
と
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し
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的
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台
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水
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る
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。

　

地
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な
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対
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梁
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現
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と
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間
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線
形
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、
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Ｔ
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、
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よ
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デ
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、
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、
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標
の
出
来
形

値
を
達
成
し
ま
し
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。

　

現
国
道
へ
の
対
応
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し
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、
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上
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の
雪
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台
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道
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の
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ス
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を
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作
業
台
高
さ
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。
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「
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ぐ
、
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技
術
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」
を
掲
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、

受
け
継
が
れ
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き
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Ｐ
Ｃ
技
術
を
、次
世
代

橋 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期
構 造 形 式
橋 長
最 大 支 間 長
架 設 方 法

桂沢ダム 7号橋（かつらざわだむななごうきょう）

国土交通省 北海道開発局
日本高圧コンクリート㈱
北海道三笠市桂沢
平成30年10月～令和2年10月
PC４径間連続箱桁橋
274.0ｍ
116.0ｍ
片持架設
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で
あ
る
若
者
に
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承
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と
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ベ
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、Ｏ
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よ
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技
術
の
継
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と
、担
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と
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て
の
一
貫
教
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を
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ま
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た
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に
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を
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た
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ま
し
た
。ダ
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Ｃ
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梁
と
ダ
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に
よ
り
、
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味
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持
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て
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え
た
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確
信
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
Ｐ
Ｃ
技
術
者
と
し
て
、
諸
先
輩

か
ら
受
け
継
い
だ
技
術
を
若
い
世
代
に
つ

な
ぎ
、Ｐ
Ｃ
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献
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ま
す
。

﹇
日
本
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圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
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戸
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貴
広
﹈

▲ 厳冬期の施工状況（写真の左側は桂沢湖） 

▲ 現場見学会実施状況

▲ 現場近くに出没したキタキツネ

▲ 現国道への飛来物落下防止対策

桂沢ダム7号橋

452
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三
陸
沿
岸
道
路
は
、
宮
城
県
仙
台
市
か

ら
青
森
県
八
戸
市
に
至
る
全
長
３
５
９
㎞

の
自
動
車
専
用
道
路
で
す
。震
災
後
10
年

と
い
う
節
目
を
経
て
、
令
和
3
年
度
に
全

線
が
開
通
し
、
東
北
地
方
の
太
平
洋
沿
岸

の
動
脈
と
し
て
機
能
す
る
道
路
と
な
り
ま

す
。

　

玉
川
大
橋
は
、
こ
の
三
陸
沿
岸
道
路
の

う
ち
岩
手
県
普
代
村
か
ら
久
慈
市
を
結
ぶ

約
25
㎞
の「
野
田
久
慈
道
路
」に
位
置
す
る
、

橋
長
２
３
５
ｍ
の
Ｐ
Ｃ
４
径
間
連
続
ラ
ー

メ
ン
箱
桁
橋
で
す
。地
元
、地
域
の
方
々
か

ら
は
、
国
道
45
号
の
線
形
不
良
区
間
や
津

波
浸
水
区
間
を
回
避
で
き
、
走
行
性
の
向

上
と
移
動
時
間
が
大
幅
に
短
縮
で
き
る
こ

と
に
よ
り
物
流
輸
送
の
拠
点
と
な
る
久
慈

港
と
宮
古
市
間
の
ア
ク
セ
ス
性
向
上
、
救

急
医
療
施
設
へ
の
速
達
性
向
上
等
の
効
果

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
工
事
は
P
3
橋
脚
と
A
2
橋
台
の
間

に
大
型
車
両
が
頻
繁
に
通
行
す
る
交
差
道

路
が
あ
り
、
施
工
時
に
建
築
限
界
４
ｍ
を

確
保
す
る
こ
と
が
安
全
上
の
課
題
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
道
路
線
形
が
複
雑
な
交
差
道

路
と
施
工
の
進
捗
に
伴
い
変
化
す
る
架
設

部
材
下
端
の
空
頭
高
さ
を
精
度
よ
く
管
理

す
る
必
要
が
あ
り
、Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
活
用
し
ま

し
た
。

　

Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
活
用
に
際
し
て
は
、
現
況
地

盤
の
不
陸
等
の
高
低
差
を
踏
ま
え
、
レ
ー

ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
測
量（
Ｌ
Ｓ
測
量
）を
実

施
し
、
そ
れ
に
よ
り
得
ら
れ
た
情
報
か
ら

地
盤
の
モ
デ
ル
化
を
行
い
ま
し
た
。こ
の

地
盤
の
Ｃ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
に
施
工
で
用
い
る

架
設
機
械
お
よ
び
吊
り
支
保
工
の
モ
デ
ル

を
組
み
合
わ
せ
、
空
頭
高
さ
を
確
保
で
き

る
か
照
査
を
行
い
ま
し
た
。施
工
ス
テ
ッ

プ
に
お
け
る
架
設
機
械
に
Ｃ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル

を
構
築
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ッ
プ
で
の

空
頭
高
さ
を
確
保
で
き
る
こ
と
を
照
査
し
、

施
工
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま

し
た
。通
常
施
工
時
に
用
い
ら
れ
る
標
準

型
の
架
設
機
械
で
は
約
50
㎝
干
渉
し
、
空

頭
高
さ
を
確
保
で
き
な
い
結
果
と
な
っ
た

た
め
、施
工
検
討
会
を
実
施
し
、架
設
機
械

関
係
業
者
お
よ
び
施
工
経
験
者
等
の
方
か

ら
の
情
報
や
意
見
を
収
集
し
、
架
設
機
械

を
低
床
型
に
変
更
し
て
再
検
討
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
空
頭
高
さ
を
確
保
で
き
た
た

め
低
床
型
を
採
用
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
低
床
型
は
標
準
型
と
構
造
が

異
な
り
、
施
工
実
績
お
よ
び
組
立
手
順
や

構
造
を
熟
知
し
た
作
業
員
等
が
少
な
く
、

実
際
に
効
率
よ
く
安
全
に
施
工
で
き
る
の

か
懸
念
さ
れ
た
た
め
、
構
築
し
た
Ｃ
Ｉ
Ｍ

モ
デ
ル
を
活
用
し
、
視
覚
的
に
手
順
や
構

造
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
架
設
機
械
組

立
の
手
順
書
を
作
成
し
ま
し
た
。こ
の
資

料
に
よ
り
、
施
工
関
係
者
の
理
解
度
が
向

上
し
、
標
準
型
の
架
設
機
械
と
同
程
度
の

工
程
で
施
工
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

側
径
間
吊
り
支
保
工
の
検
討
に
お
い
て
も

同
様
に
、
空
頭
高
さ
が
確
保
で
き
る
部
材

を
選
定
す
る
た
め
、Ｃ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
を
活 The bridge that uses CIM to improve construction efficiency

 CIMを活用して施工の効率化を図った橋

Tamagawa Bridge
玉川大橋02.

橋 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期
構 造 形 式
橋 長
最 大 支 間 長
架 設 方 法

玉川大橋（たまがわおおはし）

国土交通省 東北地方整備局
オリエンタル白石㈱
岩手県九戸郡野田村大字玉川地内
平成31年2月～令和2年10月
PC4径間連続ラーメン箱桁橋
235.0m
72.0m
片持架設

用
し
確
認
し
ま
し
た
。

　

検
討
結
果
に
つ
い
て
実
証
確
認
を
行
っ

た
結
果
、Ｃ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
と
ほ
ぼ
同
程
度

の
数
値
と
な
り
、Ｌ
Ｓ
測
量
を
用
い
た
モ

デ
ル
お
よ
び
架
設
機
械
の
施
工
検
討
に
有

効
性
が
確
認
で
き
、
施
工
の
効
率
化
を
図

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
本
橋
が
東
北
の
復
興
後
の
新

た
な
地
域
繁
栄
の
一
助
と
な
り
、
周
辺
地

域
の
安
全
安
心
な
生
活
を
守
る
幹
線
道
路

の
要
衝
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

　
　
﹇
オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石
㈱　

佐
藤 

忍
﹈



久慈市

普代村

野田村

葛巻町

一戸 IC

二戸駅
九戸 IC

軽米 IC

玉川大橋

東
北
新
幹
線

太平洋
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三
陸
沿
岸
道
路
は
、
宮
城
県
仙
台
市
か

ら
青
森
県
八
戸
市
に
至
る
全
長
３
５
９
㎞

の
自
動
車
専
用
道
路
で
す
。震
災
後
10
年

と
い
う
節
目
を
経
て
、
令
和
3
年
度
に
全

線
が
開
通
し
、
東
北
地
方
の
太
平
洋
沿
岸

の
動
脈
と
し
て
機
能
す
る
道
路
と
な
り
ま

す
。

　

玉
川
大
橋
は
、
こ
の
三
陸
沿
岸
道
路
の

う
ち
岩
手
県
普
代
村
か
ら
久
慈
市
を
結
ぶ

約
25
㎞
の「
野
田
久
慈
道
路
」に
位
置
す
る
、

橋
長
２
３
５
ｍ
の
Ｐ
Ｃ
４
径
間
連
続
ラ
ー

メ
ン
箱
桁
橋
で
す
。地
元
、地
域
の
方
々
か

ら
は
、
国
道
45
号
の
線
形
不
良
区
間
や
津

波
浸
水
区
間
を
回
避
で
き
、
走
行
性
の
向

上
と
移
動
時
間
が
大
幅
に
短
縮
で
き
る
こ

と
に
よ
り
物
流
輸
送
の
拠
点
と
な
る
久
慈

港
と
宮
古
市
間
の
ア
ク
セ
ス
性
向
上
、
救

急
医
療
施
設
へ
の
速
達
性
向
上
等
の
効
果

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
工
事
は
P
3
橋
脚
と
A
2
橋
台
の
間

に
大
型
車
両
が
頻
繁
に
通
行
す
る
交
差
道

路
が
あ
り
、
施
工
時
に
建
築
限
界
４
ｍ
を

確
保
す
る
こ
と
が
安
全
上
の
課
題
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
道
路
線
形
が
複
雑
な
交
差
道

路
と
施
工
の
進
捗
に
伴
い
変
化
す
る
架
設

部
材
下
端
の
空
頭
高
さ
を
精
度
よ
く
管
理

す
る
必
要
が
あ
り
、Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
活
用
し
ま

し
た
。

　

Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
活
用
に
際
し
て
は
、
現
況
地

盤
の
不
陸
等
の
高
低
差
を
踏
ま
え
、
レ
ー

ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
測
量（
Ｌ
Ｓ
測
量
）を
実

施
し
、
そ
れ
に
よ
り
得
ら
れ
た
情
報
か
ら

地
盤
の
モ
デ
ル
化
を
行
い
ま
し
た
。こ
の

地
盤
の
Ｃ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
に
施
工
で
用
い
る

架
設
機
械
お
よ
び
吊
り
支
保
工
の
モ
デ
ル

を
組
み
合
わ
せ
、
空
頭
高
さ
を
確
保
で
き

る
か
照
査
を
行
い
ま
し
た
。施
工
ス
テ
ッ

プ
に
お
け
る
架
設
機
械
に
Ｃ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル

を
構
築
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ッ
プ
で
の

空
頭
高
さ
を
確
保
で
き
る
こ
と
を
照
査
し
、

施
工
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま

し
た
。通
常
施
工
時
に
用
い
ら
れ
る
標
準

型
の
架
設
機
械
で
は
約
50
㎝
干
渉
し
、
空

頭
高
さ
を
確
保
で
き
な
い
結
果
と
な
っ
た

た
め
、施
工
検
討
会
を
実
施
し
、架
設
機
械

関
係
業
者
お
よ
び
施
工
経
験
者
等
の
方
か

ら
の
情
報
や
意
見
を
収
集
し
、
架
設
機
械

を
低
床
型
に
変
更
し
て
再
検
討
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
空
頭
高
さ
を
確
保
で
き
た
た

め
低
床
型
を
採
用
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
低
床
型
は
標
準
型
と
構
造
が

異
な
り
、
施
工
実
績
お
よ
び
組
立
手
順
や

構
造
を
熟
知
し
た
作
業
員
等
が
少
な
く
、

実
際
に
効
率
よ
く
安
全
に
施
工
で
き
る
の

か
懸
念
さ
れ
た
た
め
、
構
築
し
た
Ｃ
Ｉ
Ｍ

モ
デ
ル
を
活
用
し
、
視
覚
的
に
手
順
や
構

造
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
架
設
機
械
組

立
の
手
順
書
を
作
成
し
ま
し
た
。こ
の
資

料
に
よ
り
、
施
工
関
係
者
の
理
解
度
が
向

上
し
、
標
準
型
の
架
設
機
械
と
同
程
度
の

工
程
で
施
工
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

側
径
間
吊
り
支
保
工
の
検
討
に
お
い
て
も

同
様
に
、
空
頭
高
さ
が
確
保
で
き
る
部
材

を
選
定
す
る
た
め
、Ｃ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
を
活

用
し
確
認
し
ま
し
た
。

　

検
討
結
果
に
つ
い
て
実
証
確
認
を
行
っ

た
結
果
、Ｃ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
と
ほ
ぼ
同
程
度

の
数
値
と
な
り
、Ｌ
Ｓ
測
量
を
用
い
た
モ

デ
ル
お
よ
び
架
設
機
械
の
施
工
検
討
に
有

効
性
が
確
認
で
き
、
施
工
の
効
率
化
を
図

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
本
橋
が
東
北
の
復
興
後
の
新

た
な
地
域
繁
栄
の
一
助
と
な
り
、
周
辺
地

域
の
安
全
安
心
な
生
活
を
守
る
幹
線
道
路

の
要
衝
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

　
　
﹇
オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石
㈱　

佐
藤 

忍
﹈

▲ 施工検討(標準型の架設機械）

▲ 施工検討(低床型の架設機械）

▲ 施工検討（側径間部） 

▲ 施工状況（低床型の架設機械）

▲ 施工状況（側径間部）   　

45



PC プレス　2021 ／ Sept. ／ Vol.026  　06

　

斉
内
川
橋
り
ょ
う
は
、Ｊ
Ｒ
田
沢
湖
線
が

一
級
河
川
斉
内
川
を
渡
る
秋
田
県
大
仙
市

中
仙
地
域
に
あ
り
ま
す
。同
線
は
大
曲
駅
と

盛
岡
駅
を
結
び
、
秋
田
新
幹
線
「
こ
ま
ち
」

が
秋
田
県
中
央
部
と
盛
岡
・
仙
台
・
福
島

と
い
う
東
北
地
方
の
主
要
都
市
や
関
東
地

方
を
結
ぶ
最
重
要
路
線
で
あ
り
、
毎
時
上

下
２
〜
３
本
の「
こ
ま
ち
」が
走
っ
て
い
ま
す
。

　

架
替
前
の
橋
梁
は
鋼
桁
で
、
も
と
も
と

狭
軌
で
あ
っ
た
田
沢
湖
線
に
新
幹
線
が
走

行
す
る
た
め
標
準
軌
に
拡
大
し
た
際
に
製

作
さ
れ
ま
し
た
。今
回
は
秋
田
県
が
実
施

し
て
い
る
斉
内
川
の
河
川
改
修
事
業
の
一

環
と
し
て
河
川
の
流
下
能
力
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、
橋
長
54
・
６
ｍ
４
連
の
鋼
単
純

桁
か
ら
、
橋
長
71
・
１
ｍ
の
１
径
間
で
も

桁
の
剛
性
が
高
く
桁
重
量
が
小
さ
い
Ｐ
Ｒ

Ｃ
ラ
ン
ガ
ー
桁
へ
の
架
替
を
行
い
ま
し
た
。

　

発
注
者
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
い
て
、
１
径

間
で
支
間
長
が
40
ｍ
を
超
え
る
Ｐ
Ｃ
橋
梁

の
場
合
、河
川
の
計
画
高
水
位
か
ら
軌
道
ま

で
の
高
さ
を
小
さ
く
で
き
、
桁
高
が
抑
え
ら

れ
て
景
観
的
に
優
れ
る
ラ
ン
ガ
ー
桁
が
採

用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
支
間
長
68
・
５

m
は
そ
の
中
で
も
最
大
ク
ラ
ス
と
な
り
ま

す
。ま
た
こ
の
地
域
は
積
雪
地
帯
の
た
め
、

橋
梁
上
に
雪
が
溜
ま
ら
な
い
よ
う
に
、
主

桁
・
軌
道
桁
と
複
数
の
横
桁
を
格
子
状
に

配
置
し
た
開
床
式
と
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら

を
組
み
合
わ
せ
た
開
床
式
の
ラ
ン
ガ
ー
桁

は
鉄
道
橋
で
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　

本
橋
梁
の
架
設
は
、
施
工
中
の
営
業
線

へ
の
影
響
を
踏
ま
え
て
、
終
電
か
ら
初
電

の
間
に
既
設
橋
梁
を
撤
去
し
、
既
設
橋
梁

脇
で
構
築
し
た
新
橋
梁
を
横
取
り
す
る
工

法
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
橋
梁
の
横
取
り
架
設
は
新
幹
線
の
線
路

切
換
と
な
る
た
め
、
作
業
が
遅
延
し
た
場
合

の
影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、本
工
事
の
着
手

前
か
ら
発
注
者
と
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

ま
た
本
切
換
の
１
ヵ
月
前
か
ら
桁
横
取
り
の

試
験
施
工
を
複
数
回
行
い
、
新
構
造
物
の
挙

動
確
認
と
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

営
業
線
切
換
時
の
最
終
ス
テ
ッ
プ
の
横

取
り
架
設
は
、
深
夜
・
早
朝
の
新
幹
線
を

区
間
運
休
さ
せ
た
10
時
間
の
中
で
行
い
ま

し
た
。橋
梁
工
事
で
新
幹
線
を
区
間
運
休

さ
せ
る
事
例
は
珍
し
く
、ま
た
今
回
の
運
休

に
つ
い
て
は
、
工
事
名
を
入
れ
た
形
で
事
前

に
告
知
さ
れ
た
た
め
、
関
東
で
も
工
事
の
存 The new landmark of the region crossing a row of cherry blossom trees

桜並木を横切る地域の新しいランドマーク

Sainaigawa Bridge
斉内川橋りょう03.

在
が
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
は
み
ち
の
く
の
小
京
都
と
称
さ
れ

る
角
館
に
近
く
、
角
館
の
桜
の
名
所
で
あ

る
檜
木
内
川
と
同
様
に
、
斉
内
川
の
堤
防

両
岸
に
沿
っ
た
桜
並
木
が
あ
り
ま
す
。桜

の
シ
ー
ズ
ン
に
は
、並
木
を
横
切
る「
こ
ま

ち
」を
被
写
体
に
、鉄
道
写
真
の
撮
影
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ

り
、
新
橋
梁
の
鉛
直
材
の
外
套
管
は
桜
を

モ
チ
ー
フ
と
し
た
塗
色
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

写
真
の
と
お
り
、
鉄
道
営
業
線
の
切
換
は

完
了
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
既
設
橋
脚
の
撤

去
や
橋
梁
周
辺
の
護
岸
工
を
行
っ
て
い
ま
す
。

河
川
改
修
後
に
は
新
た
な
桜
を
植
樹
す
る

と
の
こ
と
で
、桜
並
木
が
復
活
し
た
後
は
ラ
ン

ガ
ー
桁
を
渡
る「
こ
ま
ち
」と
桜
並
木
が
こ
の

地
域
を
代
表
す
る
風
景
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
﹇
鉄
建
建
設
㈱　

藤
ノ
木 

勉
﹈



鶯野駅

羽後長野駅

角館駅

鑓見内駅

羽後四ツ屋駅

北大曲駅

大曲駅

秋
田
新
幹
線

斉内川橋りょう
斉内川

玉
川

檜
木
内
川
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斉
内
川
橋
り
ょ
う
は
、Ｊ
Ｒ
田
沢
湖
線
が

一
級
河
川
斉
内
川
を
渡
る
秋
田
県
大
仙
市

中
仙
地
域
に
あ
り
ま
す
。同
線
は
大
曲
駅
と

盛
岡
駅
を
結
び
、
秋
田
新
幹
線
「
こ
ま
ち
」

が
秋
田
県
中
央
部
と
盛
岡
・
仙
台
・
福
島

と
い
う
東
北
地
方
の
主
要
都
市
や
関
東
地

方
を
結
ぶ
最
重
要
路
線
で
あ
り
、
毎
時
上

下
２
〜
３
本
の「
こ
ま
ち
」が
走
っ
て
い
ま
す
。

　

架
替
前
の
橋
梁
は
鋼
桁
で
、
も
と
も
と

狭
軌
で
あ
っ
た
田
沢
湖
線
に
新
幹
線
が
走

行
す
る
た
め
標
準
軌
に
拡
大
し
た
際
に
製

作
さ
れ
ま
し
た
。今
回
は
秋
田
県
が
実
施

し
て
い
る
斉
内
川
の
河
川
改
修
事
業
の
一

環
と
し
て
河
川
の
流
下
能
力
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、
橋
長
54
・
６
ｍ
４
連
の
鋼
単
純

桁
か
ら
、
橋
長
71
・
１
ｍ
の
１
径
間
で
も

桁
の
剛
性
が
高
く
桁
重
量
が
小
さ
い
Ｐ
Ｒ

Ｃ
ラ
ン
ガ
ー
桁
へ
の
架
替
を
行
い
ま
し
た
。

　

発
注
者
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
い
て
、
１
径

間
で
支
間
長
が
40
ｍ
を
超
え
る
Ｐ
Ｃ
橋
梁

の
場
合
、河
川
の
計
画
高
水
位
か
ら
軌
道
ま

で
の
高
さ
を
小
さ
く
で
き
、
桁
高
が
抑
え
ら

れ
て
景
観
的
に
優
れ
る
ラ
ン
ガ
ー
桁
が
採

用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
支
間
長
68
・
５

m
は
そ
の
中
で
も
最
大
ク
ラ
ス
と
な
り
ま

す
。ま
た
こ
の
地
域
は
積
雪
地
帯
の
た
め
、

橋
梁
上
に
雪
が
溜
ま
ら
な
い
よ
う
に
、
主

桁
・
軌
道
桁
と
複
数
の
横
桁
を
格
子
状
に

配
置
し
た
開
床
式
と
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら

を
組
み
合
わ
せ
た
開
床
式
の
ラ
ン
ガ
ー
桁

は
鉄
道
橋
で
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　

本
橋
梁
の
架
設
は
、
施
工
中
の
営
業
線

へ
の
影
響
を
踏
ま
え
て
、
終
電
か
ら
初
電

の
間
に
既
設
橋
梁
を
撤
去
し
、
既
設
橋
梁

脇
で
構
築
し
た
新
橋
梁
を
横
取
り
す
る
工

法
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
橋
梁
の
横
取
り
架
設
は
新
幹
線
の
線
路

切
換
と
な
る
た
め
、
作
業
が
遅
延
し
た
場
合

の
影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、本
工
事
の
着
手

前
か
ら
発
注
者
と
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

ま
た
本
切
換
の
１
ヵ
月
前
か
ら
桁
横
取
り
の

試
験
施
工
を
複
数
回
行
い
、
新
構
造
物
の
挙

動
確
認
と
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

営
業
線
切
換
時
の
最
終
ス
テ
ッ
プ
の
横

取
り
架
設
は
、
深
夜
・
早
朝
の
新
幹
線
を

区
間
運
休
さ
せ
た
10
時
間
の
中
で
行
い
ま

し
た
。橋
梁
工
事
で
新
幹
線
を
区
間
運
休

さ
せ
る
事
例
は
珍
し
く
、ま
た
今
回
の
運
休

に
つ
い
て
は
、
工
事
名
を
入
れ
た
形
で
事
前

に
告
知
さ
れ
た
た
め
、
関
東
で
も
工
事
の
存

橋 名

発 注 者 名
施工会社名
施 工 場 所

工 期

構 造 形 式
橋 長
最大支間長
架 設 方 法

斉内川橋りょう（さいないがわきょうりょう）

東日本旅客鉄道㈱
鉄建建設㈱
秋田県大仙市羽後長野地内
平成29年7月～令和5年2月
（令和2年12月橋梁完成）
単純 PRCランガー桁橋
71.1m
68.5m
固定支保工、桁横取り

在
が
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
は
み
ち
の
く
の
小
京
都
と
称
さ
れ

る
角
館
に
近
く
、
角
館
の
桜
の
名
所
で
あ

る
檜
木
内
川
と
同
様
に
、
斉
内
川
の
堤
防

両
岸
に
沿
っ
た
桜
並
木
が
あ
り
ま
す
。桜

の
シ
ー
ズ
ン
に
は
、並
木
を
横
切
る「
こ
ま

ち
」を
被
写
体
に
、鉄
道
写
真
の
撮
影
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ

り
、
新
橋
梁
の
鉛
直
材
の
外
套
管
は
桜
を

モ
チ
ー
フ
と
し
た
塗
色
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

写
真
の
と
お
り
、
鉄
道
営
業
線
の
切
換
は

完
了
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
既
設
橋
脚
の
撤

去
や
橋
梁
周
辺
の
護
岸
工
を
行
っ
て
い
ま
す
。

河
川
改
修
後
に
は
新
た
な
桜
を
植
樹
す
る

と
の
こ
と
で
、桜
並
木
が
復
活
し
た
後
は
ラ
ン

ガ
ー
桁
を
渡
る「
こ
ま
ち
」と
桜
並
木
が
こ
の

地
域
を
代
表
す
る
風
景
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
﹇
鉄
建
建
設
㈱　

藤
ノ
木 

勉
﹈

▲ 桁降下前・開床桁状況

▲ 横取り完了後、「こまち」初列車通過

▲ 橋梁切替状況：旧橋梁撤去中

▲ 橋梁切替状況：橋梁位置の最終調整
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主
要
地
方
道
郡
山
・
湖
南
線
は
福
島
県

郡
山
市
街
地
か
ら
三
森
峠
を
越
え
て
猪
苗

代
湖
南
岸
の
湖
南
町
へ
向
か
う
歴
史
あ
る

重
要
な
幹
線
道
路
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、

三
森
峠
は
道
路
の
幅
員
が
狭
く
、
急
勾
配

や
急
カ
ー
ブ
が
連
続
し
た
交
通
の
難
所
で

し
た
。三
森
峠
の
道
路
改
築
は
、
狭
い
幅
員

や
大
型
車
の
通
行
が
困
難
な
道
路
線
形
の

解
消
に
よ
り
、
積
雪
の
あ
る
厳
寒
期
に
お

い
て
も
大
型
車
両
の
円
滑
な
す
れ
違
い
を

可
能
と
す
る
と
と
も
に
、通
勤
や
通
学
、医

療
・
福
祉
な
ど
日
常
生
活
に
お
け
る
地
域

の
交
通
安
全
と
利
便
性
に
加
え
安
心
を
供

与
す
る
事
業
で
す
。

　

郡
山
湖
南
線
三
森
Ⅰ
工
区
は
、平
成
12
年

度
〜
平
成
１７
年
度
に
第
１
期
工
事
が
施
工

さ
れ
、
休
石
３
号
橋（
以
下
、
本
橋
と
呼
ぶ
）

が
含
ま
れ
る
第
２
期
工
事
が
平
成
21
年
度

に
着
手
さ
れ
ま
し
た
。第
２
期
工
事
は
約

70
％
が
ト
ン
ネ
ル
と
橋
梁
で
構
成
さ
れ
た
延

長
１
２
７
０
ｍ
、
最
小
曲
線
半
径
１
２
０
ｍ
、

最
大
縦
断
勾
配
５
・
２
％
の
施
工
条
件
で
す
。

本
橋
の
構
造
は
橋
長
１
７
４
ｍ
の
Ｐ
Ｃ
３
径

間
連
続
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
で
あ
り
、
片
持
架

設
工
法
に
よ
る
施
工
で
す
。片
持
架
設
の
ブ

ロ
ッ
ク
数
は
中
央
径
間
側
が
８
Ｂ
Ｌ
、
側
径

間
側
が
９
Ｂ
Ｌ
で
す
。　

　

本
橋
は
山
間
部
に
位
置
す
る
た
め
、
地

形
、気
象
な
ど
の
環
境
条
件
、道
路
線
形
や

施
工
ヤ
ー
ド
確
保
等
の
現
地
の
施
工
条
件

が
厳
し
い
こ
と
に
加
え
、
現
道
を
跨
ぐ
た

め
交
通
規
制
を
伴
い
、
近
接
の
関
連
工
事

と
施
工
調
整
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す

る
と
と
も
に
、
工
期
短
縮
に
着
目
し
た
計

画
管
理
に
努
め
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
計
画
し
て
い
た
側
径
間
と

橋
面
の
同
時
施
工
の
時
期
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
い
緊
急
事

態
宣
言（
令
和
２
年
４
月
〜
５
月
）が
発
出

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
県
境
を
跨
い
で
の

移
動
が
制
限
さ
れ
、
当
初
予
定
し
て
い
た

県
外
か
ら
の
作
業
員
の
確
保
が
困
難
と
な

り
ま
し
た
。し
か
し
、
地
元
協
力
会
社
の
多

大
な
る
協
力
に
よ
り
最
小
限
の
影
響
に
と

ど
め
完
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
橋
は
現
道
上
空
で
架
設
す
る

た
め
、
現
道
交
通
の
安
全
確
保
に
関
す
る The bridge that plays a major role in local traffic safety and convenience

地域の交通安全と利便性に大きな役割を果たす橋

Yasumiishi No.3 Bridge
休石 3号橋04.

取
り
組
み
と
し
て
、
現
道
に
近
接
す
る
Ｐ

２
脚
頭
部
・
柱
頭
部
の
足
場
側
面
に
は
、

鋼
製
の
養
生
枠
と
網
目
の
細
か
い
メ
ッ

シ
ュ
シ
ー
ト
を
併
用
し
た
防
護
を
設
置
し
、

落
下
物
の
防
止
を
徹
底
し
ま
し
た
。な
お
、

山
間
部
特
有
の
強
風
時
に
は
、
風
の
抵
抗

が
強
い
メ
ッ
シ
ュ
シ
ー
ト
を
取
り
外
し
、

作
業
を
休
止
し
て
落
下
防
止
に
留
意
し
ま

し
た
。さ
ら
な
る
安
全
対
策
と
し
て
現
道

上
に
堅
固
な
山
留
鋼
材
を
組
み
立
て
た
防

護
設
備
を
設
置
し
、
上
空
見
張
り
員
を
配

置
し
て
現
道
利
用
者
の
安
全
確
保
を
行
い

ま
し
た
。

　

関
係
各
位
の
協
力
の
も
と
、無
事
故
で
竣

工
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

    ﹇
ド
ー
ピ
ー
建
設
工
業
㈱ 

渡
邉 

誠
﹈



郡山市

郡山 IC

郡山南 IC

郡山JCT

猪
苗
代
湖

休石 3号橋
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主
要
地
方
道
郡
山
・
湖
南
線
は
福
島
県

郡
山
市
街
地
か
ら
三
森
峠
を
越
え
て
猪
苗

代
湖
南
岸
の
湖
南
町
へ
向
か
う
歴
史
あ
る

重
要
な
幹
線
道
路
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、

三
森
峠
は
道
路
の
幅
員
が
狭
く
、
急
勾
配

や
急
カ
ー
ブ
が
連
続
し
た
交
通
の
難
所
で

し
た
。三
森
峠
の
道
路
改
築
は
、
狭
い
幅
員

や
大
型
車
の
通
行
が
困
難
な
道
路
線
形
の

解
消
に
よ
り
、
積
雪
の
あ
る
厳
寒
期
に
お

い
て
も
大
型
車
両
の
円
滑
な
す
れ
違
い
を

可
能
と
す
る
と
と
も
に
、通
勤
や
通
学
、医

療
・
福
祉
な
ど
日
常
生
活
に
お
け
る
地
域

の
交
通
安
全
と
利
便
性
に
加
え
安
心
を
供

与
す
る
事
業
で
す
。

　

郡
山
湖
南
線
三
森
Ⅰ
工
区
は
、平
成
12
年

度
〜
平
成
１７
年
度
に
第
１
期
工
事
が
施
工

さ
れ
、
休
石
３
号
橋（
以
下
、
本
橋
と
呼
ぶ
）

が
含
ま
れ
る
第
２
期
工
事
が
平
成
21
年
度

に
着
手
さ
れ
ま
し
た
。第
２
期
工
事
は
約

70
％
が
ト
ン
ネ
ル
と
橋
梁
で
構
成
さ
れ
た
延

長
１
２
７
０
ｍ
、
最
小
曲
線
半
径
１
２
０
ｍ
、

最
大
縦
断
勾
配
５
・
２
％
の
施
工
条
件
で
す
。

本
橋
の
構
造
は
橋
長
１
７
４
ｍ
の
Ｐ
Ｃ
３
径

間
連
続
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
で
あ
り
、
片
持
架

設
工
法
に
よ
る
施
工
で
す
。片
持
架
設
の
ブ

ロ
ッ
ク
数
は
中
央
径
間
側
が
８
Ｂ
Ｌ
、
側
径

間
側
が
９
Ｂ
Ｌ
で
す
。　

　

本
橋
は
山
間
部
に
位
置
す
る
た
め
、
地

形
、気
象
な
ど
の
環
境
条
件
、道
路
線
形
や

施
工
ヤ
ー
ド
確
保
等
の
現
地
の
施
工
条
件

が
厳
し
い
こ
と
に
加
え
、
現
道
を
跨
ぐ
た

め
交
通
規
制
を
伴
い
、
近
接
の
関
連
工
事

と
施
工
調
整
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す

る
と
と
も
に
、
工
期
短
縮
に
着
目
し
た
計

画
管
理
に
努
め
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
計
画
し
て
い
た
側
径
間
と

橋
面
の
同
時
施
工
の
時
期
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
い
緊
急
事

態
宣
言（
令
和
２
年
４
月
〜
５
月
）が
発
出

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
県
境
を
跨
い
で
の

移
動
が
制
限
さ
れ
、
当
初
予
定
し
て
い
た

県
外
か
ら
の
作
業
員
の
確
保
が
困
難
と
な

り
ま
し
た
。し
か
し
、
地
元
協
力
会
社
の
多

大
な
る
協
力
に
よ
り
最
小
限
の
影
響
に
と

ど
め
完
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
橋
は
現
道
上
空
で
架
設
す
る

た
め
、
現
道
交
通
の
安
全
確
保
に
関
す
る

橋 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期
構 造 形 式
橋 長
最 大 支 間 長
架 設 方 法

休石 3号橋（やすみいしさんごうきょう）

福島県
ドーピー建設工業㈱
福島県郡山市逢瀬町多田野
令和元年12月～令和3年1月
PC3径間連続ラーメン箱桁橋
174.0ｍ
74.0ｍ
片持架設

取
り
組
み
と
し
て
、
現
道
に
近
接
す
る
Ｐ

２
脚
頭
部
・
柱
頭
部
の
足
場
側
面
に
は
、

鋼
製
の
養
生
枠
と
網
目
の
細
か
い
メ
ッ

シ
ュ
シ
ー
ト
を
併
用
し
た
防
護
を
設
置
し
、

落
下
物
の
防
止
を
徹
底
し
ま
し
た
。な
お
、

山
間
部
特
有
の
強
風
時
に
は
、
風
の
抵
抗

が
強
い
メ
ッ
シ
ュ
シ
ー
ト
を
取
り
外
し
、

作
業
を
休
止
し
て
落
下
防
止
に
留
意
し
ま

し
た
。さ
ら
な
る
安
全
対
策
と
し
て
現
道

上
に
堅
固
な
山
留
鋼
材
を
組
み
立
て
た
防

護
設
備
を
設
置
し
、
上
空
見
張
り
員
を
配

置
し
て
現
道
利
用
者
の
安
全
確
保
を
行
い

ま
し
た
。

　

関
係
各
位
の
協
力
の
も
と
、無
事
故
で
竣

工
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

    ﹇
ド
ー
ピ
ー
建
設
工
業
㈱ 

渡
邉 

誠
﹈

▲ 移動作業車組立状況

▲ 片持架設状況

▲ P２橋脚の安全対策（青い養生枠と緑のメッシュシート）

▲ P2橋脚近接の安全対策（現道上に防護設備を設置）

6
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瑞
穂
大
橋
は
、
新
潟
県
上
越
市
と
長
野

県
飯
山
市
を
最
短
ル
ー
ト
で
結
ぶ
国
道
２

９
２
号
に
架
か
る
橋
梁
で
あ
り
、
地
域
間

の
交
流
を
促
進
す
る
た
め
の
機
能
強
化
事

業
の
一
旦
を
担
う
橋
梁
で
す
。架
橋
位
置

は
新
潟
県
妙
高
市
の
一
級
河
川
関
川
と
そ

の
支
流
の
長
沢
川
の
合
流
地
点
に
位
置
し

て
い
ま
す
。妙
高
市
は
新
潟
県
南
西
部
に

あ
り
、
古
来
よ
り
山
岳
信
仰
の
山
と
し
て

崇
め
ら
れ
て
い
る「
妙
高
山
」と
こ
れ
に
連

座
す
る「
火
打
山
」と
い
う
２
つ
の
日
本
百

名
山
を
仰
ぎ
見
る
こ
と
の
で
き
る
四
季

折
々
の
美
し
い
風
景
と
自
然
が
豊
か
な
地

域
で
、新
潟
県
で
も
連
続
し
て「
県
内
で
も

住
み
や
す
い
地
域
」
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
豪
雪
地
域
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お

り
、
冬
は
温
泉
施
設
を
併
設
し
た
ス
キ
ー

リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
も
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

本
橋
は
橋
長
85
・
４
ｍ
の
Ｐ
Ｃ
２
径
間

連
結
ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
バ
ル
ブ
Ｔ

桁
橋
で
す
。Ｒ
＝
６
０
０
の
単
円
か
ら
Ａ

＝
３
０
０
ｍ
の
ク
ロ
ソ
イ
ド
曲
線
へ
と
変

化
す
る
平
面
線
形
を
有
し
て
し
て
い
る
た

め
、
桁
長
は
41
・
４
ｍ
〜
43
・
２
ｍ
と
変

化
し
、
幅
員
も
15
・
７
ｍ
〜
17
・
８
ｍ
と

変
化
し
ま
す
。さ
ら
に
、隣
り
合
う
主
桁
ど

う
し
が
平
行
で
は
な
く
、
主
桁
間
隔
が
一

定
と
は
な
ら
な
い
複
雑
な
主
桁
配
置
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

架
設
工
法
は
架
設
桁
架
設（
二
組
桁
）に

て
計
画
し
、
主
桁
間
隔
の
変
化
に
対
応
す

る
た
め
、
架
設
桁
の
移
動
装
置
だ
け
で
は

な
く
、
桁
吊
り
装
置
も
横
移
動
で
き
る
構

造
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
的
に
は
架
設
機
材
の
存
置

期
間
を
短
く
す
る
た
め
１
径
間
の
架
設
が

終
了
し
た
ら
、
速
や
か
に
２
径
間
目
の
架

設
を
行
い
ま
す
。安
全
へ
の
配
慮
か
ら
１

径
間
目
の
架
設
完
了
時
に
横
組
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
打
設
し
横
締
め
Ｐ
Ｃ
鋼
材
を
緊

張
し
て
、桁
を
安
定
さ
せ
て
か
ら
、２
径
間

目
の
架
設
機
材
の
移
動
、
架
設
作
業
を
行

う
手
順
と
し
ま
し
た
。架
設
機
材
と
架
設

手
順
の
工
夫
で
事
故
な
く
安
全
に
完
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

架
設
期
間
中
は
発
注
者
や
地
域
の
方
の

見
学
会
や
勉
強
会
な
ど
を
開
催
し
、
事
業 The bridge that supports inter-regional exchange

地域間交流を担う架け橋

Mizuho Bridge
瑞穂大橋05.

の
進
捗
状
況
や
施
工
方
法
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
よ
う
努
め
ま
し
た
。地
元
の

小
学
３
〜
４
年
生
の
見
学
会
で
は
作
業
員

が
身
に
着
け
て
い
る
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
墜

落
制
止
用
器
具
の
装
着
体
験
を
行
い
安
全

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

主
桁
据
付
中
の
作
業
員
に
は
、
小
さ
な

見
学
者
全
員
か
ら「
が
ん
ば
れ
ー
」と
大
き

な
声
援
を
い
た
だ
き
、
作
業
員
も
い
つ
も

以
上
に
気
合
が
入
り
、
活
気
あ
る
作
業
所

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、こ
の

声
援
に
励
ま
さ
れ
、
一
夜
に
１
ｍ
以
上
の

積
雪
が
あ
る
厳
し
い
環
境
の
冬
季
の
橋
面

工
の
施
工
も
乗
り
切
り
、
無
災
害
で
工
事

を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　

  ﹇
川
田
建
設
㈱　

布
野 

勝
文
﹈
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瑞
穂
大
橋
は
、
新
潟
県
上
越
市
と
長
野

県
飯
山
市
を
最
短
ル
ー
ト
で
結
ぶ
国
道
２

９
２
号
に
架
か
る
橋
梁
で
あ
り
、
地
域
間

の
交
流
を
促
進
す
る
た
め
の
機
能
強
化
事

業
の
一
旦
を
担
う
橋
梁
で
す
。架
橋
位
置

は
新
潟
県
妙
高
市
の
一
級
河
川
関
川
と
そ

の
支
流
の
長
沢
川
の
合
流
地
点
に
位
置
し

て
い
ま
す
。妙
高
市
は
新
潟
県
南
西
部
に

あ
り
、
古
来
よ
り
山
岳
信
仰
の
山
と
し
て

崇
め
ら
れ
て
い
る「
妙
高
山
」と
こ
れ
に
連

座
す
る「
火
打
山
」と
い
う
２
つ
の
日
本
百

名
山
を
仰
ぎ
見
る
こ
と
の
で
き
る
四
季

折
々
の
美
し
い
風
景
と
自
然
が
豊
か
な
地

域
で
、新
潟
県
で
も
連
続
し
て「
県
内
で
も

住
み
や
す
い
地
域
」
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
豪
雪
地
域
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お

り
、
冬
は
温
泉
施
設
を
併
設
し
た
ス
キ
ー

リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
も
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

本
橋
は
橋
長
85
・
４
ｍ
の
Ｐ
Ｃ
２
径
間

連
結
ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
バ
ル
ブ
Ｔ

桁
橋
で
す
。Ｒ
＝
６
０
０
の
単
円
か
ら
Ａ

＝
３
０
０
ｍ
の
ク
ロ
ソ
イ
ド
曲
線
へ
と
変

化
す
る
平
面
線
形
を
有
し
て
し
て
い
る
た

め
、
桁
長
は
41
・
４
ｍ
〜
43
・
２
ｍ
と
変

化
し
、
幅
員
も
15
・
７
ｍ
〜
17
・
８
ｍ
と

変
化
し
ま
す
。さ
ら
に
、隣
り
合
う
主
桁
ど

う
し
が
平
行
で
は
な
く
、
主
桁
間
隔
が
一

定
と
は
な
ら
な
い
複
雑
な
主
桁
配
置
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

架
設
工
法
は
架
設
桁
架
設（
二
組
桁
）に

て
計
画
し
、
主
桁
間
隔
の
変
化
に
対
応
す

る
た
め
、
架
設
桁
の
移
動
装
置
だ
け
で
は

な
く
、
桁
吊
り
装
置
も
横
移
動
で
き
る
構

造
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
的
に
は
架
設
機
材
の
存
置

期
間
を
短
く
す
る
た
め
１
径
間
の
架
設
が

終
了
し
た
ら
、
速
や
か
に
２
径
間
目
の
架

設
を
行
い
ま
す
。安
全
へ
の
配
慮
か
ら
１

径
間
目
の
架
設
完
了
時
に
横
組
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
打
設
し
横
締
め
Ｐ
Ｃ
鋼
材
を
緊

張
し
て
、桁
を
安
定
さ
せ
て
か
ら
、２
径
間

目
の
架
設
機
材
の
移
動
、
架
設
作
業
を
行

う
手
順
と
し
ま
し
た
。架
設
機
材
と
架
設

手
順
の
工
夫
で
事
故
な
く
安
全
に
完
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

架
設
期
間
中
は
発
注
者
や
地
域
の
方
の

見
学
会
や
勉
強
会
な
ど
を
開
催
し
、
事
業

橋 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期

構 造 形 式

橋 長
最 大 支 間 長
架 設 方 法

瑞穂大橋（みずほおおはし）

新潟県
川田建設・岡田土建工業JV
新潟県妙高市大字楡島～大字東関
令和元年10月～令和３年３月
PC2径間連結バルブ T桁橋
（プレキャストセグメント）
85.4ｍ
40.3ｍ
架設桁架設

の
進
捗
状
況
や
施
工
方
法
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
よ
う
努
め
ま
し
た
。地
元
の

小
学
３
〜
４
年
生
の
見
学
会
で
は
作
業
員

が
身
に
着
け
て
い
る
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
墜

落
制
止
用
器
具
の
装
着
体
験
を
行
い
安
全

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

主
桁
据
付
中
の
作
業
員
に
は
、
小
さ
な

見
学
者
全
員
か
ら「
が
ん
ば
れ
ー
」と
大
き

な
声
援
を
い
た
だ
き
、
作
業
員
も
い
つ
も

以
上
に
気
合
が
入
り
、
活
気
あ
る
作
業
所

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、こ
の

声
援
に
励
ま
さ
れ
、
一
夜
に
１
ｍ
以
上
の

積
雪
が
あ
る
厳
し
い
環
境
の
冬
季
の
橋
面

工
の
施
工
も
乗
り
切
り
、
無
災
害
で
工
事

を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　

  ﹇
川
田
建
設
㈱　

布
野 

勝
文
﹈

▲ 桁吊り状況

▲ 小学生からの手紙

▲ 架設状況

▲ 地元小学生見学会
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別
埜
谷
橋
は
、鉄
筋
や
Ｐ
Ｃ
鋼
材
な
ど
の

鋼
材
を
一
切
用
い
な
い
超
高
耐
久
橋
梁

「D
ura Bridge

（
デ
ュ
ラ
・
ブ
リ
ッ
ジ
）」を

実
用
化
し
た
世
界
初
の
橋
梁
で
す
。超
高
耐

久
橋
梁
は
、
凍
結
防
止
剤
の
散
布
や
沿
岸

部
の
飛
来
塩
分
に
よ
り
進
行
す
る
鋼
材
の

腐
食
劣
化
を
抜
本
的
に
解
決
す
る
た
め
に

開
発
さ
れ
、
さ
ら
に
鋼
材
腐
食
に
よ
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
片
は
く
落
に
よ
る
第
三
者
災
害

の
防
止
や
、将
来
の
維
持
管
理
に
要
す
る
人

や
費
用
の
低
減
が
見
込
め
る
技
術
で
す
。こ

の
超
高
耐
久
橋
梁
の
開
発
は
、
平
成
22
年

３
月
よ
り
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
と
三
井
住

友
建
設
で
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。材
料
試

験
や
種
々
の
構
造
実
験
に
よ
り
十
分
な
強

度
特
性
や
耐
久
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
、工
事
用
道
路
と
し
て
建
設
し
た
実

験
橋
に
よ
り
施
工
性
や
長
期
的
な
健
全
性

が
明
ら
か
と
な
り
、
本
線
橋
へ
の
採
用
が
平

成
30
年
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
別
埜
谷
橋
は
、
徳
島
県
内
を
流
れ

る
吉
野
川
に
沿
っ
て
東
西
に
延
び
る
徳
島

自
動
車
道
の
土
成
Ｉ
Ｃ
〜
脇
町
Ｉ
Ｃ
間
の

阿
波
市
域
に
位
置
し
、
延
長
７
・
５
㎞
の

４
車
線
化
へ
の
拡
幅
工
事
の
一
環
と
し
て

計
画
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
た
め
、別
埜
谷
橋

の
工
事
は
、「
阿
波
か
ら
は
じ
ま
る
世
界

初
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
掲
げ
、関
係

者
が
一
丸
と
な
り
工
事
の
取
組
み
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。工
事
は
、令
和
2
年
３
月
か

ら
本
格
化
し
ま
し
た
。施
工
箇
所
は
急
峻

な
山
岳
地
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
橋
台

間
に
ト
ラ
ス
式
支
保
工
を
設
置
し
ま
し
た
。

橋
梁
本
体
は
、
工
場
に
お
い
て
セ
グ
メ
ン

ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
16
分
割
で
製
作
し
、
夜
間

に
現
場
搬
入
し
、
翌
昼
間
に
ト
ラ
ス
支
保

工
上
の
移
動
台
車
に
載
せ
て
、
橋
台
の
片

端
か
ら
順
次
送
り
出
し
て
架
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
工
事
最
盛
期
に
は
、
本
橋
を
よ
り

多
く
の
方
に
知
っ
て
頂
き
た
く
広
報
活
動

を
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
す
る
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
渦
中
と
な
り
、
予
定
さ
れ
て
い

た
多
く
の
見
学
会
は
残
念
な
が
ら
中
止
と

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
緊
急
事
態
宣
言
が
一
時
解
除
さ

れ
た
後
に
、
十
分
な
感
染
症
対
策
の
も
と

見
学
会
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

The world’s first technology from Awa
阿波からはじまる世界初

Bessodani Bridge
別埜谷橋06.

橋 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期

別埜谷橋（べっそだにばし）

西日本高速道路㈱
三井住友建設㈱
徳島県阿波市阿波町天西山
平成30年7月～令和2年10月

構 造 形 式
橋 長
最 大 支 間 長
架 設 方 法

単径間非鉄製バタフライウェブ橋
26.5ｍ
25.5ｍ
固定支保工

限
定
的
に
開
催
さ
れ
た
２
ヵ
月
間
の
見
学

会
で
し
た
が
、
約
３
５
０
名
の
方
に
訪
れ

て
頂
き
、
世
界
初
の
技
術
へ
の
理
解
を
深

め
て
頂
き
ま
し
た
。見
学
会
は
、現
場
併
設

の
Ｐ
Ｒ
ル
ー
ム
に
お
け
る
技
術
紹
介
ブ
ー

ス
に
加
え
て
、
高
台
に
設
け
た
展
望
台
が

絶
好
の
写
真
ス
ポ
ッ
ト
と
な
り
大
変
好
評

で
し
た
。な
お
、
こ
の
広
報
活
動
で
は
、
両

会
社
を
担
う
女
性
技
術
者
が
中
心
と
な
り
、

日
々
刻
々
と
変
化
す
る
現
場
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
対
し
て
調
整
を
行
い
な
が
ら
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

別
埜
谷
橋
は
、
発
注
者
や
地
域
関
係
者

の
ご
指
導
・
ご
協
力
に
よ
り
、令
和
3
年
３

月
に
無
事
開
通
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

別
埜
谷
橋
建
設
で
の
知
見
を
活
用
し
、
超

高
耐
久
橋
梁
が
、阿
波
の
地
か
ら
世
界
に
展

開
し
て
い
く
こ
と
を
切
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、本
橋
の
近
く
に
は
、ア
メ
リ
カ
の

ロ
ッ
キ
ー
山
脈
、
イ
タ
リ
ア
南
の
チ
ロ
ル

地
方
と
並
ん
で
世
界
三
大
土
柱
の
ひ
と
つ

と
称
さ
れ
て
い
る「
阿
波
の
土
柱
」が
あ
り

ま
す
。約
１
３
０
万
年
前
、吉
野
川
の
川
底

が
地
殻
変
動
で
隆
起
し
、
風
雨
に
よ
る
侵

食
で
長
い
年
月
を
か
け
て
形
成
さ
れ
た
高

さ
10
ｍ
に
も
及
ぶ
土
の
柱
が
並
ぶ
光
景
は
、

ま
さ
に
雄
大
か
つ
奇
観
で
あ
り
、
国
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の

よ
う
な
土
地
柄
に
別
埜
谷
橋
は
位
置
し
て

い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
訪
問
頂
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

        ﹇
三
井
住
友
建
設
㈱　

中
野 

優
香
﹈

べ
っ  

そ  

だ
に 

は
し
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別
埜
谷
橋
は
、鉄
筋
や
Ｐ
Ｃ
鋼
材
な
ど
の

鋼
材
を
一
切
用
い
な
い
超
高
耐
久
橋
梁

「D
ura Bridge

（
デ
ュ
ラ
・
ブ
リ
ッ
ジ
）」を

実
用
化
し
た
世
界
初
の
橋
梁
で
す
。超
高
耐

久
橋
梁
は
、
凍
結
防
止
剤
の
散
布
や
沿
岸

部
の
飛
来
塩
分
に
よ
り
進
行
す
る
鋼
材
の

腐
食
劣
化
を
抜
本
的
に
解
決
す
る
た
め
に

開
発
さ
れ
、
さ
ら
に
鋼
材
腐
食
に
よ
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
片
は
く
落
に
よ
る
第
三
者
災
害

の
防
止
や
、将
来
の
維
持
管
理
に
要
す
る
人

や
費
用
の
低
減
が
見
込
め
る
技
術
で
す
。こ

の
超
高
耐
久
橋
梁
の
開
発
は
、
平
成
22
年

３
月
よ
り
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
と
三
井
住

友
建
設
で
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。材
料
試

験
や
種
々
の
構
造
実
験
に
よ
り
十
分
な
強

度
特
性
や
耐
久
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
、工
事
用
道
路
と
し
て
建
設
し
た
実

験
橋
に
よ
り
施
工
性
や
長
期
的
な
健
全
性

が
明
ら
か
と
な
り
、
本
線
橋
へ
の
採
用
が
平

成
30
年
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
別
埜
谷
橋
は
、
徳
島
県
内
を
流
れ

る
吉
野
川
に
沿
っ
て
東
西
に
延
び
る
徳
島

自
動
車
道
の
土
成
Ｉ
Ｃ
〜
脇
町
Ｉ
Ｃ
間
の

阿
波
市
域
に
位
置
し
、
延
長
７
・
５
㎞
の

４
車
線
化
へ
の
拡
幅
工
事
の
一
環
と
し
て

計
画
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
た
め
、別
埜
谷
橋

の
工
事
は
、「
阿
波
か
ら
は
じ
ま
る
世
界

初
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
掲
げ
、関
係

者
が
一
丸
と
な
り
工
事
の
取
組
み
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。工
事
は
、令
和
2
年
３
月
か

ら
本
格
化
し
ま
し
た
。施
工
箇
所
は
急
峻

な
山
岳
地
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
橋
台

間
に
ト
ラ
ス
式
支
保
工
を
設
置
し
ま
し
た
。

橋
梁
本
体
は
、
工
場
に
お
い
て
セ
グ
メ
ン

ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
16
分
割
で
製
作
し
、
夜
間

に
現
場
搬
入
し
、
翌
昼
間
に
ト
ラ
ス
支
保

工
上
の
移
動
台
車
に
載
せ
て
、
橋
台
の
片

端
か
ら
順
次
送
り
出
し
て
架
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
工
事
最
盛
期
に
は
、
本
橋
を
よ
り

多
く
の
方
に
知
っ
て
頂
き
た
く
広
報
活
動

を
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
す
る
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
渦
中
と
な
り
、
予
定
さ
れ
て
い

た
多
く
の
見
学
会
は
残
念
な
が
ら
中
止
と

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
緊
急
事
態
宣
言
が
一
時
解
除
さ

れ
た
後
に
、
十
分
な
感
染
症
対
策
の
も
と

見
学
会
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

限
定
的
に
開
催
さ
れ
た
２
ヵ
月
間
の
見
学

会
で
し
た
が
、
約
３
５
０
名
の
方
に
訪
れ

て
頂
き
、
世
界
初
の
技
術
へ
の
理
解
を
深

め
て
頂
き
ま
し
た
。見
学
会
は
、現
場
併
設

の
Ｐ
Ｒ
ル
ー
ム
に
お
け
る
技
術
紹
介
ブ
ー

ス
に
加
え
て
、
高
台
に
設
け
た
展
望
台
が

絶
好
の
写
真
ス
ポ
ッ
ト
と
な
り
大
変
好
評

で
し
た
。な
お
、
こ
の
広
報
活
動
で
は
、
両

会
社
を
担
う
女
性
技
術
者
が
中
心
と
な
り
、

日
々
刻
々
と
変
化
す
る
現
場
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
対
し
て
調
整
を
行
い
な
が
ら
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

別
埜
谷
橋
は
、
発
注
者
や
地
域
関
係
者

の
ご
指
導
・
ご
協
力
に
よ
り
、令
和
3
年
３

月
に
無
事
開
通
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

別
埜
谷
橋
建
設
で
の
知
見
を
活
用
し
、
超

高
耐
久
橋
梁
が
、阿
波
の
地
か
ら
世
界
に
展

開
し
て
い
く
こ
と
を
切
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、本
橋
の
近
く
に
は
、ア
メ
リ
カ
の

ロ
ッ
キ
ー
山
脈
、
イ
タ
リ
ア
南
の
チ
ロ
ル

地
方
と
並
ん
で
世
界
三
大
土
柱
の
ひ
と
つ

と
称
さ
れ
て
い
る「
阿
波
の
土
柱
」が
あ
り

ま
す
。約
１
３
０
万
年
前
、吉
野
川
の
川
底

が
地
殻
変
動
で
隆
起
し
、
風
雨
に
よ
る
侵

食
で
長
い
年
月
を
か
け
て
形
成
さ
れ
た
高

さ
10
ｍ
に
も
及
ぶ
土
の
柱
が
並
ぶ
光
景
は
、

ま
さ
に
雄
大
か
つ
奇
観
で
あ
り
、
国
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の

よ
う
な
土
地
柄
に
別
埜
谷
橋
は
位
置
し
て

い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
訪
問
頂
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

        ﹇
三
井
住
友
建
設
㈱　

中
野 

優
香
﹈

▲ 展望台での受発注者が協働した広報活動

▲ セグメント架設 ▲ バタフライウェブ側面

別埜谷橋

 

あ   

わ       

ど
ち
ゅ
う



PC プレス　2021 ／ Sept. ／ Vol.026  　14

　
佐
賀
県
の
西
部
に
位
置
す
る
伊
万
里
市

は
、
江
戸
時
代
、
鍋
島
藩
の
御
用
窯
と
し
て

そ
の
卓
越
し
た
技
法
を
受
け
継
い
で
き
た
伊

万
里
焼
で
有
名
で
す
。欧
州
美
術
に
も
強
い

影
響
を
与
え
た「
伊
万
里
焼
」。そ
の
名
残
を

今
に
残
す
た
く
さ
ん
の
名
所
が
あ
り
、「
古
伊

万
里
文
化
」の
薫
り
が
漂
う
焼
物
な
ど
を
市

内
の
随
所
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
近
年
で
は
伊
万
里
湾
総
合
開
発
を
軸
に

大
規
模
な
臨
海
工
業
団
地
が
造
成
さ
れ
、

造
船
、I
C
、木
材
関
連
産
業
等
が
集
積
す

る
と
と
も
に
、
九
州
で
も
有
数
の
コ
ン
テ

ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
有
し
、
近
代
的
な
工
業

港
と
し
て
発
展
し
て
い
ま
す
。

　
国
の
重
要
港
湾
に
指
定
さ
れ
て
い
る
伊

万
里
港
内
の
七
ツ
島
地
区
で
は
、
企
業
活

動
が
進
展
す
る
中
、
周
辺
地
区
で
の
交
通

混
雑
を
解
消
し
、
コ
ン
テ
ナ
を
運
ぶ
大
型

車
等
の
円
滑
な
通
行
の
た
め
、
臨
港
道
路

の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
伊
万
里
港
臨
港
道
路
は
、
P
C
連
結
T

桁
と
鋼
非
合
成
細
幅
箱
桁
の
形
式
の
10
径

間
で
構
成
さ
れ
る
、
全
長
4
3
1
m
の
橋

梁
で
す
。私
達
は
、
こ
の
う
ち
3
径
間（
施

工
延
長
1
2
1
・
5
m
）
の
P
C
連
結
T

桁
橋
の
上
部
工
の
施
工
を
担
当
し
ま
し
た
。

　
こ
の
橋
梁
は
、曲
率
が
大
き
く
、横
断
と

縦
断
の
勾
配
が
急
な
た
め
、主
桁
の
寸
法
や

鉄
筋
・
P
C
鋼
材
の
配
置
が
多
様
と
な
り
、

工
場
に
お
け
る
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
セ
グ
メ
ン
ト

の
製
作
に
は
細
か
い
配
慮
が
必
要
で
し
た
。

　
現
場
で
は
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
セ
グ
メ
ン
ト
を

搬
入
し
て
接
合
し
、
約
1
6
0
t
の
主
桁
を

架
設
桁
架
設
工
法
で
架
設
し
ま
し
た
。波
浪

や
風
雨
に
影
響
さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る

と
と
も
に
、
曲
線
に
対
応
し
な
が
ら
架
設
機

械
設
備
を
移
動
し
、主
桁
の
方
向
を
変
え
て

架
設
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。こ
れ
に
は
、
架
設
機
械
の
改

造
や
、
作
業
に
関
わ
る
多
く
の
人
達
の
経
験

と
知
恵
を
結
集
す
る
こ
と
で
、
無
事
に
架
設

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
働
き
方
改
革
の
推
進
に
向
け
て

祝
日
を
含
め
た
完
全
週
休
二
日
制
に
取
り

組
み
、
作
業
の
安
全
を
第
一
に
考
え
つ
つ
、

い
か
に
効
率
よ
く
労
働
時
間
を
短
縮
で
き

る
か
常
に
考
え
ま
し
た
。関
係
者
の
皆
が

計
画
的
に
休
日
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
り
、

心
身
と
も
に
充
実
し
て
仕
事
に
取
り
組
む The bridge for smooth traffic and technology succession

円滑な通行と技術の継承を担う橋

Imari Port Harbor Road
伊万里港臨港道路07.

こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
予
定
し
て
い
た
現
場
の
見
学
会
は
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ

り
や
む
を
得
ず
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、地

元
の
方
々
や
学
生
と
の
交
流
は
ま
た
の
機

会
の
楽
し
み
に
と
っ
て
お
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
技
術
の
粋
を
結
集
さ
せ
た
伊
万
里
焼
が

長
年
に
わ
た
り
受
け
継
が
れ
て
い
る
よ
う

に
、
P
C
技
術
も
匠
の
技
を
忘
れ
ず
に
進

化
し
、
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
思
い
を

大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
伊
万
里
市
の
橋
の
高
欄
や
親
柱
に
は
、あ

ち
こ
ち
で
伊
万
里
焼
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
伊
万
里
焼
の
歴
史
や
情
緒
を
感
じ
な
が

ら
、「
P
C
の
橋
」に
も
触
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　 ﹇
㈱
富
士
ピ
ー
・
エ
ス
　
宇
土
　
力
﹈
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佐
賀
県
の
西
部
に
位
置
す
る
伊
万
里
市

は
、
江
戸
時
代
、
鍋
島
藩
の
御
用
窯
と
し
て

そ
の
卓
越
し
た
技
法
を
受
け
継
い
で
き
た
伊

万
里
焼
で
有
名
で
す
。欧
州
美
術
に
も
強
い

影
響
を
与
え
た「
伊
万
里
焼
」。そ
の
名
残
を

今
に
残
す
た
く
さ
ん
の
名
所
が
あ
り
、「
古
伊

万
里
文
化
」の
薫
り
が
漂
う
焼
物
な
ど
を
市

内
の
随
所
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
近
年
で
は
伊
万
里
湾
総
合
開
発
を
軸
に

大
規
模
な
臨
海
工
業
団
地
が
造
成
さ
れ
、

造
船
、I
C
、木
材
関
連
産
業
等
が
集
積
す

る
と
と
も
に
、
九
州
で
も
有
数
の
コ
ン
テ

ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
有
し
、
近
代
的
な
工
業

港
と
し
て
発
展
し
て
い
ま
す
。

　
国
の
重
要
港
湾
に
指
定
さ
れ
て
い
る
伊

万
里
港
内
の
七
ツ
島
地
区
で
は
、
企
業
活

動
が
進
展
す
る
中
、
周
辺
地
区
で
の
交
通

混
雑
を
解
消
し
、
コ
ン
テ
ナ
を
運
ぶ
大
型

車
等
の
円
滑
な
通
行
の
た
め
、
臨
港
道
路

の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
伊
万
里
港
臨
港
道
路
は
、
P
C
連
結
T

桁
と
鋼
非
合
成
細
幅
箱
桁
の
形
式
の
10
径

間
で
構
成
さ
れ
る
、
全
長
4
3
1
m
の
橋

梁
で
す
。私
達
は
、
こ
の
う
ち
3
径
間（
施

工
延
長
1
2
1
・
5
m
）
の
P
C
連
結
T

桁
橋
の
上
部
工
の
施
工
を
担
当
し
ま
し
た
。

　
こ
の
橋
梁
は
、曲
率
が
大
き
く
、横
断
と

縦
断
の
勾
配
が
急
な
た
め
、主
桁
の
寸
法
や

鉄
筋
・
P
C
鋼
材
の
配
置
が
多
様
と
な
り
、

工
場
に
お
け
る
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
セ
グ
メ
ン
ト

の
製
作
に
は
細
か
い
配
慮
が
必
要
で
し
た
。

　
現
場
で
は
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
セ
グ
メ
ン
ト
を

搬
入
し
て
接
合
し
、
約
1
6
0
t
の
主
桁
を

架
設
桁
架
設
工
法
で
架
設
し
ま
し
た
。波
浪

や
風
雨
に
影
響
さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る

と
と
も
に
、
曲
線
に
対
応
し
な
が
ら
架
設
機

械
設
備
を
移
動
し
、主
桁
の
方
向
を
変
え
て

架
設
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。こ
れ
に
は
、
架
設
機
械
の
改

造
や
、
作
業
に
関
わ
る
多
く
の
人
達
の
経
験

と
知
恵
を
結
集
す
る
こ
と
で
、
無
事
に
架
設

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
働
き
方
改
革
の
推
進
に
向
け
て

祝
日
を
含
め
た
完
全
週
休
二
日
制
に
取
り

組
み
、
作
業
の
安
全
を
第
一
に
考
え
つ
つ
、

い
か
に
効
率
よ
く
労
働
時
間
を
短
縮
で
き

る
か
常
に
考
え
ま
し
た
。関
係
者
の
皆
が

計
画
的
に
休
日
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
り
、

心
身
と
も
に
充
実
し
て
仕
事
に
取
り
組
む

橋 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期

構 造 形 式
橋 長
最 大 支 間 長
架 設 方 法

伊万里港臨港道路
（いまりこうりんこうどうろ）

国土交通省 九州地方整備局
㈱富士ピー・エス
佐賀県伊万里市黒川町黒塩地内
令和元年6月～令和2年11月

PC3径間連結 T桁橋
121.5m（全長 431.0m）
39.3m
架設桁架設

こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
予
定
し
て
い
た
現
場
の
見
学
会
は
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ

り
や
む
を
得
ず
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、地

元
の
方
々
や
学
生
と
の
交
流
は
ま
た
の
機

会
の
楽
し
み
に
と
っ
て
お
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
技
術
の
粋
を
結
集
さ
せ
た
伊
万
里
焼
が

長
年
に
わ
た
り
受
け
継
が
れ
て
い
る
よ
う

に
、
P
C
技
術
も
匠
の
技
を
忘
れ
ず
に
進

化
し
、
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
思
い
を

大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
伊
万
里
市
の
橋
の
高
欄
や
親
柱
に
は
、あ

ち
こ
ち
で
伊
万
里
焼
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
伊
万
里
焼
の
歴
史
や
情
緒
を
感
じ
な
が

ら
、「
P
C
の
橋
」に
も
触
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　 ﹇
㈱
富
士
ピ
ー
・
エ
ス
　
宇
土
　
力
﹈

▲ 架設桁架設

▲ 街のいたる所にある伊万里焼

▲ 当社施工分３径間完了（他工事２径間含む） 

▲ プレキャストセグメント引出し
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平
成
28
年
4
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震

に
よ
り
崩
落
し
た
国
道
3
2
5
号
阿
蘇
大

橋
の
架
け
替
え
工
事
で
あ
る
新
阿
蘇
大
橋

は
、熊
本
県
と
大
分
県
を
結
ぶ
国
道
57
号
か

ら
宮
崎
県
高
千
穂
町
に
つ
な
が
る
国
道

3
2
5
号
が
分
岐
し
た
地
点
に
あ
り
、物
流

や
観
光
な
ど
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
期
の

復
旧
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。新
阿
蘇
大
橋
は

鋼
構
造
の
ア
プ
ロ
ー
チ
部（
橋
長
1
8
0
ｍ
）

と
P
C
構
造
の
渡
河
部
（
橋
長
3
4
5
ｍ
）

か
ら
な
る
全
長
5
2
5
ｍ
で
、
当
社
が
施
工

し
た
渡
河
部
の
橋
梁
形
式
は
、P
C
3
径
間

連
続
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
で
あ
り
、
最
大
橋
脚

高
97
ｍ
、
中
央
支
間
長
1
6
5
ｍ
、
架
設
は

片
持
架
設
工
法
で
、
同
種
構
造
で
は
国
内
最

大
級
の
規
模
を
誇
り
ま
す
。

　

地
域
待
望
の
早
期
開
通
に
向
け
、様
々
な

高
度
施
工
技
術
を
導
入
し
ま
し
た
。代
表

的
な
も
の
と
し
て
、
急
斜
面
で
も
大
量
の
資

機
材
を
運
搬
で
き
る
大
型
イ
ン
ク
ラ
イ
ン

（
運
搬
設
備
）の
設
置
、橋
脚
の
施
工
に
は
作

業
足
場
と
型
枠
を
一
体
化
さ
せ
た
ユ
ニ
ッ
ト

を
油
圧
駆
動
装
置
で
上
昇
さ
せ
る
セ
ル
フ

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
工
法
、
橋
桁
の
片

持
架
設
に
は
通
常
の
3
倍
の
能
力
を
有
す

る
超
大
型
移
動
作
業
車
を
導
入
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、昼
夜
24
時
間
体
制
で
施
工
を
行
い
、

全
体
で
約
1
年
4
ヵ
月
の
工
程
短
縮
を
実

現
し
ま
し
た
。

　

24
時
間
体
制
で
工
事
を
進
め
る
に
は
、

地
域
住
民
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
も

必
要
で
し
た
。工
事
中
は
防
音
対
策
を
施

し
ま
す
が
、そ
れ
で
も
、深
夜
の
時
間
帯
に

は
重
機
の
音
が
響
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

夜
間
の
工
事
騒
音
に
了
解
を
い
た
だ
く
た

め
に
説
明
に
伺
っ
た
際
に
は
、「
新
阿
蘇
大

橋
の
工
事
の
音
は
、復
興
の
音
、ど
ん
ど
ん

工
事
を
進
め
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
と
て

も
暖
か
い
言
葉
を
い
た
だ
き
、
地
域
の

方
々
の
復
興
に
対
す
る
期
待
・
新
阿
蘇
大

橋
へ
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
来
る
と
と
も
に
、

よ
り
一
層
早
期
復
旧
に
向
け
て
頑
張
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
を
し
ま
し
た
。

　

施
工
に
つ
い
て
は
、
早
期
復
旧
が
大
前 The bridge for revitalize Kumamoto tourism and regional revitalization

熊本観光の活性化と地方創生への架け橋

Shin-Aso Ohashi Bridge
新阿蘇大橋08.

提
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
た
だ
早
く
つ
く

れ
ば
良
い
の
で
は
な
く
、
復
興
の
シ
ン
ボ

ル
に
ふ
さ
わ
し
い
橋
に
す
る
べ
く
、品
質
・

安
全
管
理
も
徹
底
し
て
行
い
ま
し
た
。復

興
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る「
新
阿
蘇
大
橋
」に

携
わ
る
す
べ
て
の
関
係
者
に
怪
我
を
さ
せ

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
強
い
思
い

で
、
発
注
者
の
監
督
官
や
施
工
管
理
の
皆

さ
ま
と
も
協
力
し
な
が
ら
日
々
の
安
全
管

理
に
努
め
、
無
事
故
・
無
災
害
で
工
事
の

竣
工
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

工
事
期
間
中
は
、
工
事
の
進
捗
を
肌
で

感
じ
て
頂
け
る
よ
う
に
、
地
域
の
方
々
や

学
生
の
見
学
会
を
数
多
く
開
催
し
ま
し
た
。

橋
梁
が
繋
が
る
中
央
閉
合
部
の
最
終
コ
ン

ク
リ
ー
ト
打
設（
閉
合
式
）に
は
、
地
元
の

小
学
生
を
招
待
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設

作
業
を
実
際
に
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、新
阿
蘇
大
橋
開
通
直
前
に
は
、道
路

部
分
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
復
興
へ
の
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
お
手
伝
い
も
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

3
月
7
日
の
開
通
時
に
は
、
お
迎
え
し

た
多
く
の
方
々
が
笑
顔
で
新
阿
蘇
大
橋
を

渡
る
姿
を
間
近
で
目
に
し
、
携
わ
る
こ
と

が
で
き
た「
新
阿
蘇
大
橋
」は
土
木
技
術
者

と
し
て
誇
り
の
持
て
る
仕
事
だ
っ
た
と
改

め
て
思
い
ま
す
。本
橋
が
熊
本
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
、
将
来
に
わ
た
り
長
く
愛

さ
れ
る
橋
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。

              ﹇
大
成
建
設
㈱　

藤
本 

大
輔
﹈

橋 名 新阿蘇大橋（しんあそおおはし）
発 注 者 名 国土交通省 九州地方整備局
施工会社名 大成・IHIインフラ・八方地域維持型建設 JV
施 工 場 所 熊本県阿蘇郡南阿蘇村地先
工 期 平成29年３月～令和３年３月
構 造 形 式 PC3径間連続ラーメン箱桁橋
橋 長 渡河部：345.0m（全長 525.0m）
最大支間長 165.0ｍ
架 設 方 法 片持架設
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平
成
28
年
4
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震

に
よ
り
崩
落
し
た
国
道
3
2
5
号
阿
蘇
大

橋
の
架
け
替
え
工
事
で
あ
る
新
阿
蘇
大
橋

は
、熊
本
県
と
大
分
県
を
結
ぶ
国
道
57
号
か

ら
宮
崎
県
高
千
穂
町
に
つ
な
が
る
国
道

3
2
5
号
が
分
岐
し
た
地
点
に
あ
り
、物
流

や
観
光
な
ど
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
期
の

復
旧
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。新
阿
蘇
大
橋
は

鋼
構
造
の
ア
プ
ロ
ー
チ
部（
橋
長
1
8
0
ｍ
）

と
P
C
構
造
の
渡
河
部
（
橋
長
3
4
5
ｍ
）

か
ら
な
る
全
長
5
2
5
ｍ
で
、
当
社
が
施
工

し
た
渡
河
部
の
橋
梁
形
式
は
、P
C
3
径
間

連
続
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
で
あ
り
、
最
大
橋
脚

高
97
ｍ
、
中
央
支
間
長
1
6
5
ｍ
、
架
設
は

片
持
架
設
工
法
で
、
同
種
構
造
で
は
国
内
最

大
級
の
規
模
を
誇
り
ま
す
。

　

地
域
待
望
の
早
期
開
通
に
向
け
、様
々
な

高
度
施
工
技
術
を
導
入
し
ま
し
た
。代
表

的
な
も
の
と
し
て
、
急
斜
面
で
も
大
量
の
資

機
材
を
運
搬
で
き
る
大
型
イ
ン
ク
ラ
イ
ン

（
運
搬
設
備
）の
設
置
、橋
脚
の
施
工
に
は
作

業
足
場
と
型
枠
を
一
体
化
さ
せ
た
ユ
ニ
ッ
ト

を
油
圧
駆
動
装
置
で
上
昇
さ
せ
る
セ
ル
フ

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
工
法
、
橋
桁
の
片

持
架
設
に
は
通
常
の
3
倍
の
能
力
を
有
す

る
超
大
型
移
動
作
業
車
を
導
入
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、昼
夜
24
時
間
体
制
で
施
工
を
行
い
、

全
体
で
約
1
年
4
ヵ
月
の
工
程
短
縮
を
実

現
し
ま
し
た
。

　

24
時
間
体
制
で
工
事
を
進
め
る
に
は
、

地
域
住
民
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
も

必
要
で
し
た
。工
事
中
は
防
音
対
策
を
施

し
ま
す
が
、そ
れ
で
も
、深
夜
の
時
間
帯
に

は
重
機
の
音
が
響
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

夜
間
の
工
事
騒
音
に
了
解
を
い
た
だ
く
た

め
に
説
明
に
伺
っ
た
際
に
は
、「
新
阿
蘇
大

橋
の
工
事
の
音
は
、復
興
の
音
、ど
ん
ど
ん

工
事
を
進
め
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
と
て

も
暖
か
い
言
葉
を
い
た
だ
き
、
地
域
の

方
々
の
復
興
に
対
す
る
期
待
・
新
阿
蘇
大

橋
へ
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
来
る
と
と
も
に
、

よ
り
一
層
早
期
復
旧
に
向
け
て
頑
張
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
を
し
ま
し
た
。

　

施
工
に
つ
い
て
は
、
早
期
復
旧
が
大
前

提
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
た
だ
早
く
つ
く

れ
ば
良
い
の
で
は
な
く
、
復
興
の
シ
ン
ボ

ル
に
ふ
さ
わ
し
い
橋
に
す
る
べ
く
、品
質
・

安
全
管
理
も
徹
底
し
て
行
い
ま
し
た
。復

興
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る「
新
阿
蘇
大
橋
」に

携
わ
る
す
べ
て
の
関
係
者
に
怪
我
を
さ
せ

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
強
い
思
い

で
、
発
注
者
の
監
督
官
や
施
工
管
理
の
皆

さ
ま
と
も
協
力
し
な
が
ら
日
々
の
安
全
管

理
に
努
め
、
無
事
故
・
無
災
害
で
工
事
の

竣
工
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

工
事
期
間
中
は
、
工
事
の
進
捗
を
肌
で

感
じ
て
頂
け
る
よ
う
に
、
地
域
の
方
々
や

学
生
の
見
学
会
を
数
多
く
開
催
し
ま
し
た
。

橋
梁
が
繋
が
る
中
央
閉
合
部
の
最
終
コ
ン

ク
リ
ー
ト
打
設（
閉
合
式
）に
は
、
地
元
の

小
学
生
を
招
待
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設

作
業
を
実
際
に
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、新
阿
蘇
大
橋
開
通
直
前
に
は
、道
路

部
分
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
復
興
へ
の
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
お
手
伝
い
も
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

3
月
7
日
の
開
通
時
に
は
、
お
迎
え
し

た
多
く
の
方
々
が
笑
顔
で
新
阿
蘇
大
橋
を

渡
る
姿
を
間
近
で
目
に
し
、
携
わ
る
こ
と

が
で
き
た「
新
阿
蘇
大
橋
」は
土
木
技
術
者

と
し
て
誇
り
の
持
て
る
仕
事
だ
っ
た
と
改

め
て
思
い
ま
す
。本
橋
が
熊
本
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
、
将
来
に
わ
た
り
長
く
愛

さ
れ
る
橋
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。

              ﹇
大
成
建
設
㈱　

藤
本 

大
輔
﹈

▲ 夜間施工状況

▲ 新阿蘇大橋ライトアップ

▲ 片持架設状況（大型インクライン・超大型移動作業車の導入）

▲ 小学生を招待しての閉合式

325
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甑
島
は
鹿
児
島
県
本
土
の
西
方
の
東
シ

ナ
海
に
浮
か
ぶ
島
々
で
、
大
き
く
上
甑
島
、

中
甑
島
、
下
甑
島
の
３
つ
の
島
か
ら
な
っ
て

い
ま
す
。甑
島
は
多
様
な
海
岸
景
観
を
有
す

る
国
定
公
園
で
、約
８
千
万
年
前
の
地
層
か

ら
形
成
さ
れ
た
断
崖
な
ど
他
で
は
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
自
然
・
風
景
が
あ
り
ま
す
。

　

上
甑
島
と
中
甑
島
の
間
は
、
甑
大
明
神

橋
と
鹿
の
子
大
橋
の
開
通
で
平
成
6
年
に

は
陸
路
で
繋
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
中
甑

島
と
下
甑
島
の
間
は
こ
れ
ま
で
海
路
の
み

で
あ
っ
た
た
め
、
甑
大
橋
の
開
通
に
よ
り

３
つ
の
島
が
陸
路
で
繋
が
り
、「
甑
は
ひ
と

つ
」
と
い
う
70
年
来
の
島
民
の
念
願
が
つ

い
に
叶
い
ま
し
た
。

　

甑
大
橋
は
、中
甑
島
と
下
甑
島
を
結
ぶ
Ｐ

Ｃ
連
続
箱
桁
橋
４
連
か
ら
な
る
全
長
１
５

３
３
ｍ
の
橋
梁
で
、
最
大
支
間
長
が
１
６
５

ｍ
と
、Ｐ
Ｃ
連
続
箱
桁
橋
に
お
い
て
は
国
内

最
大
級
と
な
り
ま
す
。そ
の
う
ち
、
当
社
は

第
2
橋
の
P
6
片
持
架
設
お
よ
び
惻
径
間

吊
り
支
保
工
施
工
部
分
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

当
工
事
の
最
大
の
特
徴
は
、
ク
レ
ー
ン
船

（
F
C
船
）
等
の
船
を
使
用
し
た
海
上
施
工

で
あ
り
、
人
や
資
材
の
輸
送
を
船
で
行
う
こ

と
に
あ
り
ま
す
。当
橋
梁
の
位
置
す
る
藺
牟

田
瀬
戸
は
、
海
峡
特
有
の
複
雑
な
潮
流
変

化
に
よ
り
、
晴
天
で
あ
っ
て
も
潮
の
流
れ
が

速
く
、作
業
可
能
日
数
は
年
間
で
１
５
０
日

程
度
と
非
常
に
厳
し
い
条
件
の
下
で
の
作
業

と
な
り
ま
し
た
。

　

当
然
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
も
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
船
を
使
用
し
て
の
施
工

と
な
り
ま
す
。こ
の
ミ
キ
サ
ー
船
は
船
体

が
大
き
く
波
以
外
に
風
の
影
響
も
受
け
る

た
め
、
概
ね
波
高
70
㎝
が
施
工
可
否
の
条

件
と
な
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
が
最
大

３
週
間
遅
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
最
も
印
象
的
だ
っ
た
の

が
、惻
径
間
吊
り
支
保
工
部
分
の
施
工
で
す
。

延
長
29
ｍ
と
長
く
、
架
設
桁
２
基
を
使
用

す
る
も
の
で
、
架
設
桁（
31
ｍ
、
60
ｔ
）の
設

置
は
Ｆ
Ｃ
船
で
行
い
ま
し
た
。上
の
写
真
の

と
お
り
遠
目
に
は
穏
や
か
な
海
で
、
何
の
問

題
も
な
く
架
設
を
終
え
た
よ
う
に
見
え
た

と
思
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
２
ｍ
ほ
ど
上
下

す
る
架
設
桁
を
必
死
に
な
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
の
な
い
緊
張
感
で The connection of the three islands by a land route turns “Unified Koshiki” into reality

３つの島が陸路で繋がり、「甑はひとつ」が実現

Koshiki Ohashi Bridge
甑大橋09.

こ
し
き
し
ま

作
業
を
終
え
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

橋
が
完
成
し
、
開
通
前
の
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
甑
島
の
方
々
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
た
際
に

は
、
顔
見
知
り
の
方
々
か
ら
「
あ
り
が
と

う
」と
、技
術
者
冥
利
に
尽
き
る
一
言
を
頂

き
、改
め
て
こ
の
仕
事
の
魅
力
を
感
じ
、達

成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
甑
は
ひ
と
つ
」が
実
現
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

災
害
応
援
体
制
や
医
療
体
制
の
向
上
を
は

じ
め
、
甑
大
橋
自
体
を
活
用
し
た
イ
ン
フ
ラ

ツ
ー
リ
ズ
ム
等
に
よ
る
観
光
客
増
加
と
、
そ

れ
に
伴
う
島
内
産
業
の
振
興
を
期
待
さ
れ

て
お
り
、
甑
大
橋
が
豊
か
な
海
岸
景
観
を
彩

る
、
観
光
客
や
甑
島
の
方
々
に
愛
さ
れ
る
地

域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

          ﹇
コ
ー
ア
ツ
工
業
㈱　

岩
下 

哲
也
﹈

い　
む

た



錦江湾

鹿児島湾

鹿
児
島
中
央
駅

出水駅

川内駅

九
州
新
幹
線

鹿児島IC

姶良 IC

鹿児島市

上甑島

中甑島

下甑島

▲桜島

甑大橋
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甑
島
は
鹿
児
島
県
本
土
の
西
方
の
東
シ

ナ
海
に
浮
か
ぶ
島
々
で
、
大
き
く
上
甑
島
、

中
甑
島
、
下
甑
島
の
３
つ
の
島
か
ら
な
っ
て

い
ま
す
。甑
島
は
多
様
な
海
岸
景
観
を
有
す

る
国
定
公
園
で
、約
８
千
万
年
前
の
地
層
か

ら
形
成
さ
れ
た
断
崖
な
ど
他
で
は
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
自
然
・
風
景
が
あ
り
ま
す
。

　

上
甑
島
と
中
甑
島
の
間
は
、
甑
大
明
神

橋
と
鹿
の
子
大
橋
の
開
通
で
平
成
6
年
に

は
陸
路
で
繋
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
中
甑

島
と
下
甑
島
の
間
は
こ
れ
ま
で
海
路
の
み

で
あ
っ
た
た
め
、
甑
大
橋
の
開
通
に
よ
り

３
つ
の
島
が
陸
路
で
繋
が
り
、「
甑
は
ひ
と

つ
」
と
い
う
70
年
来
の
島
民
の
念
願
が
つ

い
に
叶
い
ま
し
た
。

　

甑
大
橋
は
、中
甑
島
と
下
甑
島
を
結
ぶ
Ｐ

Ｃ
連
続
箱
桁
橋
４
連
か
ら
な
る
全
長
１
５

３
３
ｍ
の
橋
梁
で
、
最
大
支
間
長
が
１
６
５

ｍ
と
、Ｐ
Ｃ
連
続
箱
桁
橋
に
お
い
て
は
国
内

最
大
級
と
な
り
ま
す
。そ
の
う
ち
、
当
社
は

第
2
橋
の
P
6
片
持
架
設
お
よ
び
惻
径
間

吊
り
支
保
工
施
工
部
分
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

当
工
事
の
最
大
の
特
徴
は
、
ク
レ
ー
ン
船

（
F
C
船
）
等
の
船
を
使
用
し
た
海
上
施
工

で
あ
り
、
人
や
資
材
の
輸
送
を
船
で
行
う
こ

と
に
あ
り
ま
す
。当
橋
梁
の
位
置
す
る
藺
牟

田
瀬
戸
は
、
海
峡
特
有
の
複
雑
な
潮
流
変

化
に
よ
り
、
晴
天
で
あ
っ
て
も
潮
の
流
れ
が

速
く
、作
業
可
能
日
数
は
年
間
で
１
５
０
日

程
度
と
非
常
に
厳
し
い
条
件
の
下
で
の
作
業

と
な
り
ま
し
た
。

　

当
然
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
も
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
船
を
使
用
し
て
の
施
工

と
な
り
ま
す
。こ
の
ミ
キ
サ
ー
船
は
船
体

が
大
き
く
波
以
外
に
風
の
影
響
も
受
け
る

た
め
、
概
ね
波
高
70
㎝
が
施
工
可
否
の
条

件
と
な
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
が
最
大

３
週
間
遅
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
最
も
印
象
的
だ
っ
た
の

が
、惻
径
間
吊
り
支
保
工
部
分
の
施
工
で
す
。

延
長
29
ｍ
と
長
く
、
架
設
桁
２
基
を
使
用

す
る
も
の
で
、
架
設
桁（
31
ｍ
、
60
ｔ
）の
設

置
は
Ｆ
Ｃ
船
で
行
い
ま
し
た
。上
の
写
真
の

と
お
り
遠
目
に
は
穏
や
か
な
海
で
、
何
の
問

題
も
な
く
架
設
を
終
え
た
よ
う
に
見
え
た

と
思
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
２
ｍ
ほ
ど
上
下

す
る
架
設
桁
を
必
死
に
な
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
の
な
い
緊
張
感
で

橋 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期
構 造 形 式

橋 長

最 大 支 間 長
架 設 方 法

甑大橋（こしきおおはし）

鹿児島県
コーアツ工業㈱
鹿児島県薩摩川内市鹿島町藺牟田地内
平成26年10月～令和2年7月
第 2橋：PC4径間連続箱桁橋
全長1,533.0m
第2橋：550.0m（内当社施工分：191.0m）

165.0m
片持架設

作
業
を
終
え
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

橋
が
完
成
し
、
開
通
前
の
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
甑
島
の
方
々
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
た
際
に

は
、
顔
見
知
り
の
方
々
か
ら
「
あ
り
が
と

う
」と
、技
術
者
冥
利
に
尽
き
る
一
言
を
頂

き
、改
め
て
こ
の
仕
事
の
魅
力
を
感
じ
、達

成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
甑
は
ひ
と
つ
」が
実
現
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

災
害
応
援
体
制
や
医
療
体
制
の
向
上
を
は

じ
め
、
甑
大
橋
自
体
を
活
用
し
た
イ
ン
フ
ラ

ツ
ー
リ
ズ
ム
等
に
よ
る
観
光
客
増
加
と
、
そ

れ
に
伴
う
島
内
産
業
の
振
興
を
期
待
さ
れ

て
お
り
、
甑
大
橋
が
豊
か
な
海
岸
景
観
を
彩

る
、
観
光
客
や
甑
島
の
方
々
に
愛
さ
れ
る
地

域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

          ﹇
コ
ー
ア
ツ
工
業
㈱　

岩
下 

哲
也
﹈

▲ ミキサー船でのコンクリート打設状況

▲ ウォーキング大会

▲ FC船での資機材の運搬状況

▲ FC船での架設桁の設置状況
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沖
縄
県
は
陸
上
交
通
の
ほ
と
ん
ど
を
道

路
に
依
存
し
て
い
る
た
め
、
那
覇
都
市
圏
の

朝
夕
は
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
が
発
生
し
て

い
ま
す
。那
覇
都
市
圏
の
時
間
あ
た
り
の
旅

行
速
度
は
、
全
国
平
均
の
約
35
㎞
／

h
に
対

し
約
16
㎞
／

h
で
あ
り
、
東
京
・
大
阪
な
ど

の
大
都
市
圏
に
匹
敵
す
る
混
雑
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。北
丘
高
架
橋
は
、
沖
縄
総

合
事
務
局
が
整
備
を
進
め
て
い
る
一
般
国
道

３
２
９
号
「
南
風
原
バ
イ
パ
ス
」の
一
部
で
あ

り
、
沖
縄
県
内
の
交
通
混
雑
の
緩
和
を
図

る
た
め
新
た
に
構
築
さ
れ
る
島
尻
郡
南
風

原
町
と
那
覇
市
を
結
ぶ
延
長
２
・
８
㎞
の

主
要
幹
線
道
路
に
作
ら
れ
ま
し
た
。開
通
に

よ
り
交
通
渋
滞
の
緩
和
、那
覇
空
港
な
ど
へ

の
物
流
効
率
化
、
観
光
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス

向
上
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
丘
高
架
橋
は
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
橋
と
鋼
橋
で
構
成
さ
れ
た
12
径
間

の
橋
梁
で
あ
り
、
本
工
事
で
は
そ
の
最
も
那

覇
市
側
に
位
置
す
る
橋
長
１
２
７
ｍ（
支
間

62
・
９
ｍ
＋
61
・
９
ｍ
）
の
Ｐ
Ｃ
２
径
間
連

続
箱
桁
橋
を
施
工
し
ま
し
た
。施
工
区
間
の

有
効
幅
員
は
15
・
２
ｍ
〜
24
・
８
ｍ
と
大
き

く
変
化
す
る
た
め
、中
間
橋
脚
を
境
に
主
桁

の
ウ
ェ
ブ
数
が
変
化
し
、
１
径
間
目
は
２
室

箱
桁
、２
径
間
目
は
３
室
箱
桁
の
多
室
箱
桁

構
造
で
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。室
数
が
変
化

す
る
主
桁
断
面
に
対
応
し
た
縦
締
め
Ｐ
Ｃ

ケ
ー
ブ
ル
が
合
計
96
本
配
置
さ
れ
て
お
り
、

Ｐ
Ｃ
ケ
ー
ブ
ル
の
緊
張
順
序
に
よ
っ
て
は
、主

桁
に
局
部
的
な
応
力
が
作
用
す
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
た
た
め
、
施
工
ス
テ
ッ
プ
を
考
慮

し
た
Ｆ
Ｅ
Ｍ
解
析
を
実
施
し
構
造
物
の
安

全
性
を
確
保
し
た
施
工
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
工
事
は
平
成
30
年
10
月
に
着
工
し
、

令
和
２
年
８
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。工
事
期

間
終
盤
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
に
努
め
な
が
ら
施
工
す
る
日
々

が
続
き
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
工
事
中
盤
ま

で
は
、
地
元
自
治
会
の
方
や
近
隣
小
学
校

と
直
接
的
な
交
流
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。小
学
４
年
生
の
社
会
科
見
学
と
し
て

現
場
見
学
の
実
施
や
、外
部
講
師
と
し
て
小

学
校
で
授
業
を
さ
せ
て
頂
き
「
橋
の
大
切

さ
」
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。見
学
会
に
参
加

し
た
児
童
に
は
橋
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も The bridge full of dreams

夢が詰まった橋

Kitaoka Viaduct
北丘高架橋10.

ら
う
と
と
も
に
「
将
来
の
夢
や
大
切
な
も

の
」な
ど
を
鉄
筋
ス
ペ
ー
サ
ー
に
マ
ジ
ッ
ク
で

描
い
て
も
ら
い
、そ
の
ス
ペ
ー
サ
ー
を
施
工
に

使
用
す
る
こ
と
で
橋
に
児
童
た
ち
の
思
い

を
込
め
ま
し
た
。後
日
、
見
学
会
に
参
加
し

た
１
０
０
余
名
の
児
童
か
ら
感
謝
の
手
紙

を
い
た
だ
き
、
職
員
一
同
喜
び
と
嬉
し
さ
を

噛
み
締
め
る
と
と
も
に
橋
を
つ
く
る
者
と

し
て
の
責
任
と
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
感

じ
ま
し
た
。

　

本
工
事
を
無
事
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
ご
指
導
・
ご
協
力
を
頂
い
た
皆
さ

ま
と
関
係
各
位
の
尽
力
の
賜
物
で
あ
り
、誌

面
を
お
借
り
し
て
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。児
童
た
ち
の
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
北

丘
高
架
橋
が
県
民
生
活
を
支
え
る
重
要
な

社
会
基
盤
と
な
り
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
末

永
く
愛
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

          ﹇
㈱
日
本
ピ
ー
エ
ス　

河
口 

慎
也
﹈

は 

え  

ば
る



那覇空港

首里城公園

那覇IC

西原JCT

南風原
北 IC

南風原南 IC

那覇市

北丘高架橋

329

329
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沖
縄
県
は
陸
上
交
通
の
ほ
と
ん
ど
を
道

路
に
依
存
し
て
い
る
た
め
、
那
覇
都
市
圏
の

朝
夕
は
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
が
発
生
し
て

い
ま
す
。那
覇
都
市
圏
の
時
間
あ
た
り
の
旅

行
速
度
は
、
全
国
平
均
の
約
35
㎞
／

h
に
対

し
約
16
㎞
／

h
で
あ
り
、
東
京
・
大
阪
な
ど

の
大
都
市
圏
に
匹
敵
す
る
混
雑
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。北
丘
高
架
橋
は
、
沖
縄
総

合
事
務
局
が
整
備
を
進
め
て
い
る
一
般
国
道

３
２
９
号
「
南
風
原
バ
イ
パ
ス
」の
一
部
で
あ

り
、
沖
縄
県
内
の
交
通
混
雑
の
緩
和
を
図

る
た
め
新
た
に
構
築
さ
れ
る
島
尻
郡
南
風

原
町
と
那
覇
市
を
結
ぶ
延
長
２
・
８
㎞
の

主
要
幹
線
道
路
に
作
ら
れ
ま
し
た
。開
通
に

よ
り
交
通
渋
滞
の
緩
和
、那
覇
空
港
な
ど
へ

の
物
流
効
率
化
、
観
光
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス

向
上
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
丘
高
架
橋
は
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
橋
と
鋼
橋
で
構
成
さ
れ
た
12
径
間

の
橋
梁
で
あ
り
、
本
工
事
で
は
そ
の
最
も
那

覇
市
側
に
位
置
す
る
橋
長
１
２
７
ｍ（
支
間

62
・
９
ｍ
＋
61
・
９
ｍ
）
の
Ｐ
Ｃ
２
径
間
連

続
箱
桁
橋
を
施
工
し
ま
し
た
。施
工
区
間
の

有
効
幅
員
は
15
・
２
ｍ
〜
24
・
８
ｍ
と
大
き

く
変
化
す
る
た
め
、中
間
橋
脚
を
境
に
主
桁

の
ウ
ェ
ブ
数
が
変
化
し
、
１
径
間
目
は
２
室

箱
桁
、２
径
間
目
は
３
室
箱
桁
の
多
室
箱
桁

構
造
で
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。室
数
が
変
化

す
る
主
桁
断
面
に
対
応
し
た
縦
締
め
Ｐ
Ｃ

ケ
ー
ブ
ル
が
合
計
96
本
配
置
さ
れ
て
お
り
、

Ｐ
Ｃ
ケ
ー
ブ
ル
の
緊
張
順
序
に
よ
っ
て
は
、主

桁
に
局
部
的
な
応
力
が
作
用
す
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
た
た
め
、
施
工
ス
テ
ッ
プ
を
考
慮

し
た
Ｆ
Ｅ
Ｍ
解
析
を
実
施
し
構
造
物
の
安

全
性
を
確
保
し
た
施
工
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
工
事
は
平
成
30
年
10
月
に
着
工
し
、

令
和
２
年
８
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。工
事
期

間
終
盤
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
に
努
め
な
が
ら
施
工
す
る
日
々

が
続
き
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
工
事
中
盤
ま

で
は
、
地
元
自
治
会
の
方
や
近
隣
小
学
校

と
直
接
的
な
交
流
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。小
学
４
年
生
の
社
会
科
見
学
と
し
て

現
場
見
学
の
実
施
や
、外
部
講
師
と
し
て
小

学
校
で
授
業
を
さ
せ
て
頂
き
「
橋
の
大
切

さ
」
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。見
学
会
に
参
加

し
た
児
童
に
は
橋
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も

橋 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期
構 造 形 式
橋 長
最 大 支 間 長
架 設 方 法

北丘高架橋（きたおかこうかきょう）

内閣府 沖縄総合事務局
㈱日本ピーエス
沖縄県島尻郡南風原町宮平地内
平成30年10月～令和2年8月
PC2径間連続箱桁橋
127.0m
62.9m
固定支保工

ら
う
と
と
も
に
「
将
来
の
夢
や
大
切
な
も

の
」な
ど
を
鉄
筋
ス
ペ
ー
サ
ー
に
マ
ジ
ッ
ク
で

描
い
て
も
ら
い
、そ
の
ス
ペ
ー
サ
ー
を
施
工
に

使
用
す
る
こ
と
で
橋
に
児
童
た
ち
の
思
い

を
込
め
ま
し
た
。後
日
、
見
学
会
に
参
加
し

た
１
０
０
余
名
の
児
童
か
ら
感
謝
の
手
紙

を
い
た
だ
き
、
職
員
一
同
喜
び
と
嬉
し
さ
を

噛
み
締
め
る
と
と
も
に
橋
を
つ
く
る
者
と

し
て
の
責
任
と
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
感

じ
ま
し
た
。

　

本
工
事
を
無
事
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
ご
指
導
・
ご
協
力
を
頂
い
た
皆
さ

ま
と
関
係
各
位
の
尽
力
の
賜
物
で
あ
り
、誌

面
を
お
借
り
し
て
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。児
童
た
ち
の
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
北

丘
高
架
橋
が
県
民
生
活
を
支
え
る
重
要
な

社
会
基
盤
と
な
り
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
末

永
く
愛
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

          ﹇
㈱
日
本
ピ
ー
エ
ス　

河
口 

慎
也
﹈

▲ 打設状況

▲ 現場見学会

▲ 一般国道329号の渋滞状況

▲ 児童たちの夢を描いた鉄筋スペーサー
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播
磨
地
方
の
中
心
と
し
て
栄
え
た
姫
路

市
は
、兵
庫
県
の
南
西
部
に
位
置
し
、瀬
戸

内
海
に
面
し
て
い
る
人
口
約
53
万
人
の
都

市
で
す
。広
い
平
野
と
穏
や
か
な
瀬
戸
内

海
、
温
暖
な
気
候
と
地
理
的
条
件
も
よ
く
、

西
国
を
睨
む
要
衝
の
地
と
し
て
古
く
か
ら

栄
え
、経
済
・
文
化
が
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
、
世
界
文
化
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
国

宝
姫
路
城
は
街
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い

ま
す
。そ
の
周
辺
に
は
、
美
術
館
、
歴
史
博

物
館
、文
学
館
、好
古
園
を
は
じ
め
と
す
る

文
化
施
設
も
数
多
く
、書
写
山
円
教
寺
、広

峯
神
社
、
古
墳
な
ど
歴
史
的
遺
産
の
多
い

こ
と
か
ら
、
観
光
都
市
と
し
て
も
そ
の
名

を
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

甲
山
低
区
第
２
配
水
池
は
、
平
成
19
年

度
に
策
定
さ
れ
た
「
姫
路
市
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
」の
基
本
目
標
の
ひ
と
つ「
安
定
し
て
供

給
で
き
る
水
道
」の
施
策
と
し
て
、隣
接
す

る
甲
山
低
区
第
１
配
水
池
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
機
能
の
強
化
、
容
量
の
確
保
を
目
的
に

計
画
さ
れ
ま
し
た
。本
配
水
池
供
用
後
は
、

続
け
て
第
１
配
水
池
の
耐
震
補
強
工
事
が

計
画
さ
れ
て
お
り
、
早
期
の
運
用
開
始
を

求
め
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、本
配
水
池
は
既

設
の
第
１
配
水
池
と
と
も
に
、
姫
路
市
の

給
水
人
口
の
内
１
／
３
に
給
水
す
る
基
幹

施
設
と
な
り
ま
す
。同
時
に
、非
常
時
の
応

急
給
水
拠
点
と
も
な
る
重
要
な
施
設
で
す
。

こ
の
た
め
、
長
期
に
わ
た
り
安
定
し
て
運

用
で
き
る
耐
久
性
も
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、
施
工

に
お
い
て
は
２
槽
構
造
を
利
用
し
た
分
割

施
工
に
よ
り
工
期
の
短
縮
を
図
り
、
透
水

型
枠
シ
ー
ト
使
用
に
よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

表
面
の
緻
密
化
、
自
動
緊
張
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
導
入
緊
張
力
の
精
度
向
上
な
ど
に
よ

り
耐
久
性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。こ
れ

ら
の
対
策
、工
夫
に
よ
り
、高
耐
久
の
配
水

池
を
工
期
内
に
施
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
本
配
水
池
は
姫
路
市
水
道
の
基

幹
施
設
と
し
て
注
目
さ
れ
る
現
場
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
施
工
期
間
中
は
市
民
モ
ニ

タ
ー
に
よ
る
年
１
回
の
現
場
見
学
会
を
始

め
、
兵
庫
県
内
の
市
町
の
水
道
事
業
関
係

者
に
よ
る
現
場
見
学
や
研
修
会
が
複
数
回

開
催
さ
れ
ま
し
た
。施
工
内
容
、特
に
Ｐ
Ｃ

構
造
の
メ
リ
ッ
ト
を
、
見
学
さ
れ
た
方
々

に
少
し
で
も
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

資
料
や
説
明
方
法
を
工
夫
し
ま
し
た
。こ

れ
ら
の
見
学
会
、研
修
会
を
通
じ
て
、ひ
と

り
で
も
多
く
の
方
に
Ｐ
Ｃ
構
造
の
す
ば
ら

し
さ
を
伝
え
る
機
会
を
い
た
だ
け
た
こ
と

は
幸
運
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

本
工
事
は
令
和
３
年
３
月
に
無
事
竣
工

し
、
同
月
に
は
完
成
記
念
式
典
も
開
催
さ

れ
ま
し
た
。姫
路
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
基

本
理
念
で
あ
る
「
す
べ
て
の
市
民
に
安
全

で
良
質
な
水
道
水
を
安
定
し
て
供
給
す
る

水
道
」に
、本
配
水
池
を
通
じ
て
Ｐ
Ｃ
技
術

が
寄
与
で
き
る
こ
と
は
、
技
術
者
と
し
て

こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
り
、誇
り
で
す
。

　
　

 ﹇
㈱
安
部
日
鋼
工
業　

赤
澤 

和
樹
﹈

The PC tank supports the city of the national treasure Himeji castle
国宝姫路城のある街を支えるPCタンク

The Second Distribution Reservoir at Kabutoyama Low Sector
甲山低区第２配水池11.



姫路駅山陽新幹線

姫路市

加古川市高砂市

姫路城
山陽姫路東 IC

福崎 IC

加西 IC

山陽姫路西 IC

甲山低区第 2配水池
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播
磨
地
方
の
中
心
と
し
て
栄
え
た
姫
路

市
は
、兵
庫
県
の
南
西
部
に
位
置
し
、瀬
戸

内
海
に
面
し
て
い
る
人
口
約
53
万
人
の
都

市
で
す
。広
い
平
野
と
穏
や
か
な
瀬
戸
内

海
、
温
暖
な
気
候
と
地
理
的
条
件
も
よ
く
、

西
国
を
睨
む
要
衝
の
地
と
し
て
古
く
か
ら

栄
え
、経
済
・
文
化
が
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
、
世
界
文
化
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
国

宝
姫
路
城
は
街
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い

ま
す
。そ
の
周
辺
に
は
、
美
術
館
、
歴
史
博

物
館
、文
学
館
、好
古
園
を
は
じ
め
と
す
る

文
化
施
設
も
数
多
く
、書
写
山
円
教
寺
、広

峯
神
社
、
古
墳
な
ど
歴
史
的
遺
産
の
多
い

こ
と
か
ら
、
観
光
都
市
と
し
て
も
そ
の
名

を
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

甲
山
低
区
第
２
配
水
池
は
、
平
成
19
年

度
に
策
定
さ
れ
た
「
姫
路
市
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
」の
基
本
目
標
の
ひ
と
つ「
安
定
し
て
供

給
で
き
る
水
道
」の
施
策
と
し
て
、隣
接
す

る
甲
山
低
区
第
１
配
水
池
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
機
能
の
強
化
、
容
量
の
確
保
を
目
的
に

計
画
さ
れ
ま
し
た
。本
配
水
池
供
用
後
は
、

続
け
て
第
１
配
水
池
の
耐
震
補
強
工
事
が

計
画
さ
れ
て
お
り
、
早
期
の
運
用
開
始
を

求
め
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、本
配
水
池
は
既

設
の
第
１
配
水
池
と
と
も
に
、
姫
路
市
の

給
水
人
口
の
内
１
／
３
に
給
水
す
る
基
幹

施
設
と
な
り
ま
す
。同
時
に
、非
常
時
の
応

急
給
水
拠
点
と
も
な
る
重
要
な
施
設
で
す
。

こ
の
た
め
、
長
期
に
わ
た
り
安
定
し
て
運

用
で
き
る
耐
久
性
も
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、
施
工

に
お
い
て
は
２
槽
構
造
を
利
用
し
た
分
割

施
工
に
よ
り
工
期
の
短
縮
を
図
り
、
透
水

型
枠
シ
ー
ト
使
用
に
よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

表
面
の
緻
密
化
、
自
動
緊
張
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
導
入
緊
張
力
の
精
度
向
上
な
ど
に
よ

り
耐
久
性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。こ
れ

ら
の
対
策
、工
夫
に
よ
り
、高
耐
久
の
配
水

池
を
工
期
内
に
施
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
本
配
水
池
は
姫
路
市
水
道
の
基

幹
施
設
と
し
て
注
目
さ
れ
る
現
場
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
施
工
期
間
中
は
市
民
モ
ニ

タ
ー
に
よ
る
年
１
回
の
現
場
見
学
会
を
始

め
、
兵
庫
県
内
の
市
町
の
水
道
事
業
関
係

者
に
よ
る
現
場
見
学
や
研
修
会
が
複
数
回

開
催
さ
れ
ま
し
た
。施
工
内
容
、特
に
Ｐ
Ｃ

構
造
の
メ
リ
ッ
ト
を
、
見
学
さ
れ
た
方
々

に
少
し
で
も
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

資
料
や
説
明
方
法
を
工
夫
し
ま
し
た
。こ

れ
ら
の
見
学
会
、研
修
会
を
通
じ
て
、ひ
と

り
で
も
多
く
の
方
に
Ｐ
Ｃ
構
造
の
す
ば
ら

し
さ
を
伝
え
る
機
会
を
い
た
だ
け
た
こ
と

は
幸
運
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

本
工
事
は
令
和
３
年
３
月
に
無
事
竣
工

し
、
同
月
に
は
完
成
記
念
式
典
も
開
催
さ

れ
ま
し
た
。姫
路
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
基

本
理
念
で
あ
る
「
す
べ
て
の
市
民
に
安
全

で
良
質
な
水
道
水
を
安
定
し
て
供
給
す
る

水
道
」に
、本
配
水
池
を
通
じ
て
Ｐ
Ｃ
技
術

が
寄
与
で
き
る
こ
と
は
、
技
術
者
と
し
て

こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
り
、誇
り
で
す
。

　
　

 ﹇
㈱
安
部
日
鋼
工
業　

赤
澤 

和
樹
﹈

件 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期
構 造 形 式
躯 体 寸 法
躯 体 高 さ
有 効 水 深

甲山低区第２配水池
（かぶとやまていくだいにはいすいち）

姫路市
安部日鋼工業・吉田組 JV
兵庫県姫路市豊富町豊富地内
平成30年6月～令和3年3月
PRC構造二槽式
70.0ｍ×35.6ｍ
9.8ｍ
7.0ｍ

▲ 完成

▲ 分割施工1槽目完成

▲ 分割施工2槽目
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ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
パ
ー
ク
の
入
り
口
を
彷

彿
さ
せ
る
井
籠
門
を
く
ぐ
る
と
、
そ
こ
は

檜
枝
岐
村
で
す
。井
籠
門
は
、檜
枝
岐
村
の

古
代
建
築
で
あ
る
柱
や
金
づ
ち
を
使
用
せ

ず
厚
板
を「
井
」の
形
に
組
み
合
わ
せ
る
井

籠
造
り
板
倉
を
模
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の

で
、
材
料
は
村
名
の
由
来
と
な
っ
た「
檜
」

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

檜
枝
岐
村
は
福
島
県
の
西
南
部
に
位
置

す
る
南
会
津
地
方
の
村
で
す
。三
方
を
新

潟
県
・
群
馬
県
・
栃
木
県
に
囲
ま
れ
た
福

島
の
端
っ
こ
に
あ
り
ま
す
。人
口
密
度
が
、

日
本
で
一
番
低
い
こ
と
で
有
名
な
所
で
、

な
ん
と
１
㎞
四
方
当
た
り
で
１
・
４
人
で

す
。ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
て
羨
ま
し
い
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
平
ら
な

土
地
は
か
な
り
少
な
い
地
形
で
す
。冬
の

気
候
は
厳
し
く
、
高
い
山
々
に
囲
ま
れ
て

い
る
た
め
、１
年
の
内
、約
４
ヵ
月
は
雪
に

閉
ざ
さ
れ
る
県
内
で
も
屈
指
の
豪
雪
地
帯

で
す
が
、
そ
の
雪
を
利
用
し
て
整
備
さ
れ

た
ス
キ
ー
場
が
多
く
あ
り
、
宿
泊
施
設
も

整
っ
て
い
ま
す
の
で
来
訪
者
は
絶
え
ま
せ

ん
（
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
よ
う
で
す
）。短

い
夏
の
シ
ー
ズ
ン
は
、
尾
瀬
国
立
公
園
の

北
側
の
玄
関
口
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
や
ら
、
登
山
を
す
る
人
た
ち

の
い
こ
い
の
里
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
内
に
は
ほ
か
に
、伊
南
川
沿
い
に
、オ
ー

ト
キ
ャン
プ
場
も
数
多
く
点
在
し
て
い
て
、川

の
せ
せ
ら
ぎ
の
音
、鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
、蛙

の
大
合
唱
を
聞
き
な
が
ら
、
日
々
の
仕
事
に

忙
殺
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
、リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
る
最
適
の
場
所
と
な
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
檜
枝
岐
村
を
国
道
３
５
２
号
線

は
貫
い
て
い
ま
す
。道
路
を
北
か
ら
南
に

向
か
っ
て
行
く
と
、
冒
頭
記
述
の
井
籠
門

を
潜
り
抜
け
、
中
心
地
を
過
ぎ
て
間
も
な

く
、
今
回
紹
介
す
る
湯
出
ノ
沢
ス
ノ
ー

シ
ェ
ッ
ド
に
到
着
し
ま
す
。井
籠
門
が
檜

枝
岐
村
の
入
り
口
な
ら
、
湯
出
ノ
沢
ス

ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
は
、
ま
さ
に
尾
瀬
ケ
原
に

入
る
鳥
居
の
よ
う
な
場
所
に
あ
り
ま
す
。

　

山
側
は
斜
面
と
い
う
よ
り
は
大
き
な
沢

に
な
っ
て
い
る
地
形
で
、
数
百
メ
ー
ト
ル
上

の
頂
上
付
近
か
ら
発
生
し
た
雪
崩
が
沢
を

走
路
に
、
ど
ん
ど
ん
膨
れ
上
が
り
、
道
路
を

飲
み
込
み
、伊
南
川
の
半
分
を
埋
め
尽
く
す The northern shed leading to Oze

尾瀬に通じる北の洞門

Yudenosawa Snowshed
湯出ノ沢スノーシェッド12.

雪
の
量
と
な
り
ま
す
。雪
崩
対
策
の
工
法
選

定
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
量
に
対
応

す
る
に
は
、
道
路
上
に
屋
根
を
架
け
、
屋
根

の
上
で
雪
崩
を
受
け
流
す
工
法
で
あ
る
、
ス

ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
現
場
は
、
沢
の
部
分
に
ス
ノ
ー

シ
ェ
ッ
ド
を
配
置
す
る
た
め
、水
処
理
と
し
て
、

稀
な
ケ
ー
ス
で
す
が
、
維
持
管
理
・
目
詰
ま

り
を
考
慮
し
て
、
主
桁
の
上
に
水
路
を
設
け

ま
し
た
。初
夏
の
雪
解
け
水
は
か
な
り
の
量

で
、ち
ょ
っ
と
し
た
瀑
布
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

尾
瀬
へ
北
ル
ー
ト
で
お
越
し
の
際
は
「
井

籠
門
」同
様
、湯
出
ノ
沢
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
も

注
目
し
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

          ﹇
日
本
サ
ミ
コ
ン
㈱　

茂
野 

正
則
﹈

せ
い
ろ
う
も
ん

ひ
の 

え   

ま
た
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ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
パ
ー
ク
の
入
り
口
を
彷

彿
さ
せ
る
井
籠
門
を
く
ぐ
る
と
、
そ
こ
は

檜
枝
岐
村
で
す
。井
籠
門
は
、檜
枝
岐
村
の

古
代
建
築
で
あ
る
柱
や
金
づ
ち
を
使
用
せ

ず
厚
板
を「
井
」の
形
に
組
み
合
わ
せ
る
井

籠
造
り
板
倉
を
模
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の

で
、
材
料
は
村
名
の
由
来
と
な
っ
た「
檜
」

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

檜
枝
岐
村
は
福
島
県
の
西
南
部
に
位
置

す
る
南
会
津
地
方
の
村
で
す
。三
方
を
新

潟
県
・
群
馬
県
・
栃
木
県
に
囲
ま
れ
た
福

島
の
端
っ
こ
に
あ
り
ま
す
。人
口
密
度
が
、

日
本
で
一
番
低
い
こ
と
で
有
名
な
所
で
、

な
ん
と
１
㎞
四
方
当
た
り
で
１
・
４
人
で

す
。ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
て
羨
ま
し
い
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
平
ら
な

土
地
は
か
な
り
少
な
い
地
形
で
す
。冬
の

気
候
は
厳
し
く
、
高
い
山
々
に
囲
ま
れ
て

い
る
た
め
、１
年
の
内
、約
４
ヵ
月
は
雪
に

閉
ざ
さ
れ
る
県
内
で
も
屈
指
の
豪
雪
地
帯

で
す
が
、
そ
の
雪
を
利
用
し
て
整
備
さ
れ

た
ス
キ
ー
場
が
多
く
あ
り
、
宿
泊
施
設
も

整
っ
て
い
ま
す
の
で
来
訪
者
は
絶
え
ま
せ

ん
（
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
よ
う
で
す
）。短

い
夏
の
シ
ー
ズ
ン
は
、
尾
瀬
国
立
公
園
の

北
側
の
玄
関
口
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
や
ら
、
登
山
を
す
る
人
た
ち

の
い
こ
い
の
里
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
内
に
は
ほ
か
に
、伊
南
川
沿
い
に
、オ
ー

ト
キ
ャン
プ
場
も
数
多
く
点
在
し
て
い
て
、川

の
せ
せ
ら
ぎ
の
音
、鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
、蛙

の
大
合
唱
を
聞
き
な
が
ら
、
日
々
の
仕
事
に

忙
殺
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
、リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
る
最
適
の
場
所
と
な
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
檜
枝
岐
村
を
国
道
３
５
２
号
線

は
貫
い
て
い
ま
す
。道
路
を
北
か
ら
南
に

向
か
っ
て
行
く
と
、
冒
頭
記
述
の
井
籠
門

を
潜
り
抜
け
、
中
心
地
を
過
ぎ
て
間
も
な

く
、
今
回
紹
介
す
る
湯
出
ノ
沢
ス
ノ
ー

シ
ェ
ッ
ド
に
到
着
し
ま
す
。井
籠
門
が
檜

枝
岐
村
の
入
り
口
な
ら
、
湯
出
ノ
沢
ス

ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
は
、
ま
さ
に
尾
瀬
ケ
原
に

入
る
鳥
居
の
よ
う
な
場
所
に
あ
り
ま
す
。

　

山
側
は
斜
面
と
い
う
よ
り
は
大
き
な
沢

に
な
っ
て
い
る
地
形
で
、
数
百
メ
ー
ト
ル
上

の
頂
上
付
近
か
ら
発
生
し
た
雪
崩
が
沢
を

走
路
に
、
ど
ん
ど
ん
膨
れ
上
が
り
、
道
路
を

飲
み
込
み
、伊
南
川
の
半
分
を
埋
め
尽
く
す

件 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期
構 造 形 式
延 長
架 設 方 法

湯出ノ沢スノーシェッド
（ゆでのさわすのーしぇっど）

福島県
日本サミコン㈱
福島県南会津郡檜枝岐村字大根卸地内
平成30年11月～令和2年９月
1剛接 2ヒンジ構造
15.0ｍ
クレーン架設

雪
の
量
と
な
り
ま
す
。雪
崩
対
策
の
工
法
選

定
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
量
に
対
応

す
る
に
は
、
道
路
上
に
屋
根
を
架
け
、
屋
根

の
上
で
雪
崩
を
受
け
流
す
工
法
で
あ
る
、
ス

ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
現
場
は
、
沢
の
部
分
に
ス
ノ
ー

シ
ェ
ッ
ド
を
配
置
す
る
た
め
、水
処
理
と
し
て
、

稀
な
ケ
ー
ス
で
す
が
、
維
持
管
理
・
目
詰
ま

り
を
考
慮
し
て
、
主
桁
の
上
に
水
路
を
設
け

ま
し
た
。初
夏
の
雪
解
け
水
は
か
な
り
の
量

で
、ち
ょ
っ
と
し
た
瀑
布
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

尾
瀬
へ
北
ル
ー
ト
で
お
越
し
の
際
は
「
井

籠
門
」同
様
、湯
出
ノ
沢
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
も

注
目
し
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

          ﹇
日
本
サ
ミ
コ
ン
㈱　

茂
野 

正
則
﹈

▲ 雪崩状況

▲ 井籠門

▲ 完成予想

▲ 架設風景

上越 JCT

長岡 JCT
郡山JCT

小出 IC

西会津 IC
会津若松 IC

沼田 IC

西那須野塩原 IC

宇都宮 IC

魚沼市

宇都宮市

会津若松市

大田原市

郡山市

日光市

柏崎市

長野市

尾瀬
国立公園

湯出ノ沢スノーシェッド

352
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川
口
市
は
埼
玉
県
の
南
端
に
位
置
す
る

と
共
に
、
荒
川
を
隔
て
て
東
京
都
に
接
し
、

江
戸
時
代
か
ら
鋳
物
や
植
木
な
ど
の
産
業

が
発
展
し
て
き
た
県
内
有
数
の
都
市
で
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
新
庁
舎
で
あ
る
第
一

本
庁
舎
は
、旧
本
庁
舎
が
老
朽
化
、耐
震
性

不
足
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
た
こ
と
に

加
え
、
本
庁
舎
機
能
が
分
散
配
置
さ
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
各
課
を
集
約
し
た
２
棟

構
成
の
新
庁
舎
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

設
計
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

● 

災
害
に
強
い
庁
舎

● 

環
境
に
や
さ
し
い
庁
舎

● 

だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い
庁
舎

● 

働
き
や
す
い
庁
舎

　
１
つ
目
の
災
害
に
強
い
庁
舎
と
は
、首
都
圏

直
下
型
地
震
に
加
え
、
荒
川
氾
濫
に
よ
る
水

害（
想
定
浸
水
高
さ
G
L
+
4
・
0
m
）への

備
え
の
た
め
、
水
害
も
見
据
え
た
地
震
対
策

と
し
て
、
１
階
柱
頭
免
震
構
造
お
よ
び
２
階

（
G
L
+
5
・
1
m
）
を
主
階
と
し
、
１
階
は

来
庁
者
用
駐
車
場
や
イ
ベン
ト
な
ど
に
活
用

で
き
る
多
目
的
ス
ペー
ス
と
し
ま
し
た
。

　
２
つ
目
の
環
境
に
や
さ
し
い
庁
舎
と
は
、建

物
の
外
観
を
特
徴
づ
け
て
い
る
ひ
な
壇
形
状

の
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
屋
外
ス

ペー
ス
を「
ひ
な
壇
テ
ラ
ス
」と
名
付
け
た
バル

コ
ニ
ー
と
し
て
計
画
し
ま
し
た
。

　
ひ
な
壇
テ
ラ
ス
に
は
四
季
を
感
じ
る
植
栽

レ
イ
ア
ウ
ト
を
行
う
こ
と
で
、周
辺
環
境
に
潤

い
を
与
え
る
と
共
に
、緑
の
蒸
散
効
果
に
よ
る

外
気
冷
却
や
、
バル
コ
ニ
ー
面
の
照
り
返
し
を

利
用
し
た
間
接
光
の
導
入
な
ど
、
ひ
な
壇
形

状
を
活
か
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を

積
極
的
に
行
う
よ
う
に
計
画
し
ま
し
た
。

　
３
つ
目
の
だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い
庁
舎

と
は
、オ
フ
ィ
ス
は
両
サ
イ
ド
を
コ
ア
、中
央

部
を
ワ
ン
ル
ー
ム
の
執
務
空
間
と
し
て
見

通
し
が
良
く
、誰
も
が
利
用
し
や
す
い
明
快

な
ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
し
ま
し
た
。ま
た
、
北
東

側
の
メ
イ
ン
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
入
っ
て
す
ぐ
の

部
分
に
２
階
か
ら
最
上
階
ま
で
連
続
す
る

吹
抜
け
動
線「
シ
ビ
ッ
ク
・
キ
ュ
ー
ポ
ラ
」を

配
置
し
、縦
方
向
に
も
見
通
し
の
良
い
空
間

構
成
と
し
ま
し
た
。

　
４
つ
目
の
働
き
や
す
い
庁
舎
と
は
、
オ

フ
ィ
ス
の
南
北
方
向
の
梁
は
ダ
ブ
ル
ビ
ー
ム

と
し
、梁
間
に
空
調
機
・
ダ
ク
ト
な
ど
の
設

備
を
集
約
し
ま
し
た
。東
西
方
向
に
は
ア
ー Comfortable and spacious office space with arched PC slab

アーチ型ＰＣ床版を用いた
快適で開放的な執務空間

Kawaguchi city hall the first main office
川口市第一本庁舎13.

件 名

発 注 者 名
施工会社名

施 工 場 所
工 期

構 造 形 式

規 模

PC適用箇所
施 工 方 法

川口市第一本庁舎
（かわぐちしだいいちほんちょうしゃ）

川口市
埼玉建興㈱
（PC施工：㈱建研） 
埼玉県川口市
平成29年12月～令和2年３月

S造（一部RC造、SRC造）
免震構造 (１階柱頭免震 )
地上 9階・地下 1階　
建築面積：3,643.55 ㎡
延床面積：20,035.13 ㎡

天井・床
PCa合成床版

設計・監理 ㈱山下設計

チ
型
の
Ｐ
Ｃ
床
版
を
配
置
し
、執
務
空
間
を

Ｐ
Ｃ
床
版
の
直
天
井
と
す
る
こ
と
で
、
3
・

8
ｍ
の
階
高
で
あ
り
な
が
ら
最
大
3
・
5

ｍ
の
天
井
高
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｃ
床
版
の
間
は
空
調
用
の
チ
ャ
ン

バ
ー
と
し
て
下
面
の
ア
ル
ミ
パ
ン
チ
ン
グ

材
を
通
じ
て
空
調
空
気
を
じ
ん
わ
り
吹
き

出
す
こ
と
で
、
不
快
な
気
流
を
生
じ
な
い

快
適
な
輻
射
空
調
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、Ｐ
Ｃ
床
版
の
ア
ー
チ
面
を
利
用

し
た
天
井
間
接
照
明
を
採
用
し
、柔
ら
か
な

拡
散
光
に
よ
り
オ
フ
ィ
ス
全
体
の
『
明
る
さ

感
』
を
高
め
る
計
画
と
し
ま
し
た
。ア
ー
チ

型
の
Ｐ
Ｃ
床
版
は
、幅
2
・
3
4
0
m
、部

材
長
約
11
・
0
m
で
プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
工
法

に
よ
り
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
導
入
し
た
床
版
と

し
ま
し
た
。  ﹇
㈱
山
下
設
計　

曽
根 

拓
也
、 

㈱
建
研　

妹
尾 

正
和
﹈



川口駅

西川口駅

蕨駅

東北・上越・山形・北陸新幹線

東北本線・京浜東北線；宇都宮線

川口市

荒川

川口市第一本庁舎
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川
口
市
は
埼
玉
県
の
南
端
に
位
置
す
る

と
共
に
、
荒
川
を
隔
て
て
東
京
都
に
接
し
、

江
戸
時
代
か
ら
鋳
物
や
植
木
な
ど
の
産
業

が
発
展
し
て
き
た
県
内
有
数
の
都
市
で
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
新
庁
舎
で
あ
る
第
一

本
庁
舎
は
、旧
本
庁
舎
が
老
朽
化
、耐
震
性

不
足
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
た
こ
と
に

加
え
、
本
庁
舎
機
能
が
分
散
配
置
さ
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
各
課
を
集
約
し
た
２
棟

構
成
の
新
庁
舎
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

設
計
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

● 

災
害
に
強
い
庁
舎

● 

環
境
に
や
さ
し
い
庁
舎

● 

だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い
庁
舎

● 

働
き
や
す
い
庁
舎

　
１
つ
目
の
災
害
に
強
い
庁
舎
と
は
、首
都
圏

直
下
型
地
震
に
加
え
、
荒
川
氾
濫
に
よ
る
水

害（
想
定
浸
水
高
さ
G
L
+
4
・
0
m
）への

備
え
の
た
め
、
水
害
も
見
据
え
た
地
震
対
策

と
し
て
、
１
階
柱
頭
免
震
構
造
お
よ
び
２
階

（
G
L
+
5
・
1
m
）
を
主
階
と
し
、
１
階
は

来
庁
者
用
駐
車
場
や
イ
ベン
ト
な
ど
に
活
用

で
き
る
多
目
的
ス
ペー
ス
と
し
ま
し
た
。

　
２
つ
目
の
環
境
に
や
さ
し
い
庁
舎
と
は
、建

物
の
外
観
を
特
徴
づ
け
て
い
る
ひ
な
壇
形
状

の
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
屋
外
ス

ペー
ス
を「
ひ
な
壇
テ
ラ
ス
」と
名
付
け
た
バル

コ
ニ
ー
と
し
て
計
画
し
ま
し
た
。

　
ひ
な
壇
テ
ラ
ス
に
は
四
季
を
感
じ
る
植
栽

レ
イ
ア
ウ
ト
を
行
う
こ
と
で
、周
辺
環
境
に
潤

い
を
与
え
る
と
共
に
、緑
の
蒸
散
効
果
に
よ
る

外
気
冷
却
や
、
バル
コ
ニ
ー
面
の
照
り
返
し
を

利
用
し
た
間
接
光
の
導
入
な
ど
、
ひ
な
壇
形

状
を
活
か
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を

積
極
的
に
行
う
よ
う
に
計
画
し
ま
し
た
。

　
３
つ
目
の
だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い
庁
舎

と
は
、オ
フ
ィ
ス
は
両
サ
イ
ド
を
コ
ア
、中
央

部
を
ワ
ン
ル
ー
ム
の
執
務
空
間
と
し
て
見

通
し
が
良
く
、誰
も
が
利
用
し
や
す
い
明
快

な
ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
し
ま
し
た
。ま
た
、
北
東

側
の
メ
イ
ン
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
入
っ
て
す
ぐ
の

部
分
に
２
階
か
ら
最
上
階
ま
で
連
続
す
る

吹
抜
け
動
線「
シ
ビ
ッ
ク
・
キ
ュ
ー
ポ
ラ
」を

配
置
し
、縦
方
向
に
も
見
通
し
の
良
い
空
間

構
成
と
し
ま
し
た
。

　
４
つ
目
の
働
き
や
す
い
庁
舎
と
は
、
オ

フ
ィ
ス
の
南
北
方
向
の
梁
は
ダ
ブ
ル
ビ
ー
ム

と
し
、梁
間
に
空
調
機
・
ダ
ク
ト
な
ど
の
設

備
を
集
約
し
ま
し
た
。東
西
方
向
に
は
ア
ー

チ
型
の
Ｐ
Ｃ
床
版
を
配
置
し
、執
務
空
間
を

Ｐ
Ｃ
床
版
の
直
天
井
と
す
る
こ
と
で
、
3
・

8
ｍ
の
階
高
で
あ
り
な
が
ら
最
大
3
・
5

ｍ
の
天
井
高
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｃ
床
版
の
間
は
空
調
用
の
チ
ャ
ン

バ
ー
と
し
て
下
面
の
ア
ル
ミ
パ
ン
チ
ン
グ

材
を
通
じ
て
空
調
空
気
を
じ
ん
わ
り
吹
き

出
す
こ
と
で
、
不
快
な
気
流
を
生
じ
な
い

快
適
な
輻
射
空
調
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、Ｐ
Ｃ
床
版
の
ア
ー
チ
面
を
利
用

し
た
天
井
間
接
照
明
を
採
用
し
、柔
ら
か
な

拡
散
光
に
よ
り
オ
フ
ィ
ス
全
体
の
『
明
る
さ

感
』
を
高
め
る
計
画
と
し
ま
し
た
。ア
ー
チ

型
の
Ｐ
Ｃ
床
版
は
、幅
2
・
3
4
0
m
、部

材
長
約
11
・
0
m
で
プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
工
法

に
よ
り
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
導
入
し
た
床
版
と

し
ま
し
た
。  ﹇
㈱
山
下
設
計　

曽
根 

拓
也
、 

㈱
建
研　

妹
尾 

正
和
﹈

▲ アーチ型PC床版▲ 執務空間のアーチ型天井 

▲ シビック・キューポラ

▲ アーチ型PC床版の照明装置としての利用

「アーチ型」の
PC床版

天井間接照明により
オフィス全体の”

明るさ感”を高める

「アーチ型」のPC床版
大梁：鉄骨ダブルビーム架構

▲ オフィスの構成 
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武
庫
川
女
子
大
学
で
は
、
平
成
18
年
に

大
学
院
建
築
学
専
攻
と
建
築
学
科
が
開
設

さ
れ
、「
甲
子
園
会
館
」と
、当
時
建
設
さ
れ

た「
建
築
ス
タ
ジ
オ
」を
学
舎
と
し
、
6
年

一
貫
の
建
築
教
育
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

甲
子
園
会
館
は
、旧
甲
子
園
ホ
テ
ル（
昭
和

5
年
）
を
教
育
施
設
と
し
て
活
用
し
な
が

ら
、
同
時
に
保
存
修
復
を
続
け
て
い
る
名

建
築
で
す
。旧
甲
子
園
ホ
テ
ル
の
敷
地
を

ほ
ぼ
そ
の
ま
ま「
上
甲
子
園
キ
ャ
ン
パ
ス
」

と
し
、
緑
と
水
に
恵
ま
れ
た
都
心
の
オ
ア

シ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
2
年
４
月
、新
た
に
建
築
と
造
園
を

一
体
的
に
学
ぶ
、
大
学
院
景
観
建
築
学
専
攻

と
景
観
建
築
学
科
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。こ

れ
に
際
し
、２
棟
の
新
学
舎「
景
観
建
築
ス
タ

ジ
オ
東
館
」と「
景
観
建
築
ス
タ
ジ
オ
西
館
」

を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
建
築
学
部
の
教

員
が
運
営
す
る
、
学
内
の一
級
建
築
士
事
務

所「
武
庫
川
女
子
大
学
建
築
・
都
市
デ
ザ
イ

ン
ス
タ
ジ
オ
」が
設
計
・
監
理
し
、令
和
3
年

3
月
に
竣
工
し
ま
し
た（
写
真
-1
）。 

　

景
観
建
築
ス
タ
ジ
オ
西
館
は
、甲
子
園
会

館
と
樹
林
で
遮
ら
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
の
西
端
、

既
存
の
建
築
ス
タ
ジ
オ
と
向
か
い
合
う
所

に
配
置
し
ま
し
た
。こ
こ
に
は
2
年
生
以
上

の
ス
タ
ジ
オ
や
講
評
室
、ラ
ウ
ン
ジ
、研
究
室

が
あ
り
ま
す
。ス
タ
ジ
オ
に
は
、
各
学
生
専

用
の
畳
一
帖
分
の
広
さ
の
製
図
机
と
パ
ソ
コ

ン
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
西
館
で
は
、P
C
a
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
新
た

な
可
能
性
を
追
求
し
ま
し
た
。既
存
の
建
築

The whole campus is “Textbook”
キャンパスすべてが“生きた教科書”

Mukogawa Women's University Landscape Architecture Studio West

武庫川女子大学
景観建築スタジオ西館

14.

件 名

発 注 者 名
施工会社名
施 工 場 所
工 期

構 造 形 式

規 模

P C適用箇所

施 工 方 法

武庫川女子大学 景観建築スタジオ西館
（むこがわじょしだいがくけいかんけんちくすたじおにしかん）

学校法人武庫川学院
㈱竹中工務店（PC施工 : ㈱ピーエス三菱）
兵庫県西宮市戸崎町 1番 1他
令和元年12月～令和３年３月
RC造 ( 一部 PCaPC造 )
耐震壁付きラーメン構造

地上 3階建て
建築面積 :1,044.03㎡、延床面積 :2,699.20㎡

設 計・監 理 武庫川女子大学　建築・都市デザインスタジオ
一級建築士事務所

柱・床・庇・階段
柱・階段 : ポストテンション圧着工法
床 : プレテンション工法

ス
タ
ジ
オ
と
同
じ
P
C
a
の
ス
レ
ン
ダ
ー
な

列
柱
や
梁
を
、同
じ
柱
間
、そ
し
て
同
じ
梁
ス

パン
で
架
構
し
、互
い
に
良
く
似
た
姿
に
す
る

こ
と
で
、両
建
物
の
間
の
、木
陰
の
美
し
い
樹

林
を
ひ
と
つ
の
学
舎
の
中
庭
と
し
て
計
画
し

ま
し
た（
写
真
-2
）。各
階
の
ス
タ
ジ
オ
や
講

評
室
は
、P
C
a
の
柱
と
P
C
a
P
C
床
版

（
S
T
版
）に
よ
り
構
成
さ
れ
る
、
三
方
を
ガ

ラ
ス
で
囲
ま
れ
た
大
空
間
で
、
内
部
空
間
と

外
部
空
間
の
有
機
的
連
携
を
生
み
出
し
ま

す
。西
館
の
南
側
は
手
前
に
巨
大
な
楠
や
黒

松
、奥
に
は
建
築
ス
タ
ジ
オ
が
見
え
、東
側
は

竹
藪
が
身
近
に
迫
っ
て
き
ま
す
。北
側
は
小

高
い
丘
で
、西
館
が
生
い
茂
っ
た
森
の
中
に
あ

る
こ
と
が
良
く
わ
か
り
ま
す
。外
観
は
、S
T

版
の
構
造
断
面
形
状
を
そ
の
ま
ま
見
せ
て
、

東
西
妻
側
の
フ
ァ
サ
ー
ド
と
し
て
デ
ザ
イ
ン

し
ま
し
た（
写
真
-3
）。

　

中
央
の
吹
抜
の
階
段
室
に
は
、
学
生
が

制
作
し
た
、
細
や
か
な
凹
凸
に
よ
っ
て
陰

影
を
つ
く
る
1
5
0
㎜
角
の
装
飾
タ
イ
ル

を
壁
面
に
貼
り
、
巨
大
な
樹
木
の
模
様
が

描
か
れ
、
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
か
ら
差
し
込
む

光
が
大
き
な
濃
い
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
は
、
P
C
a
の
各
段
板
を
P
C
鋼

線
で
緊
張
し
て
繋
い
だ
階
段
が
あ
り
ま
す
。

段
板
の
裏
面
も
美
し
い
曲
面
で
制
作
さ
れ
、

上
部
の
ガ
ラ
ス
屋
根
か
ら
降
り
注
ぐ
太
陽

光
を
浴
び
な
が
ら
、
空
に
向
か
っ
て
登
っ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す（
写
真
-4
）。

　
武
庫
川
女
子
大
学
建
築
学
部
で
は
、キ
ャン

パ
ス
す
べ
て
が
「
生
き
た
教
科
書
」
と
な
り
、

「
人
と
建
築
と
自
然
が
響
き
合
う 

景
観
を
創

生
す
る
」
建
築
・
景
観
設
計
技
術
者
を
教
育

し
て
い
ま
す
。

﹇
武
庫
川
女
子
大
学 

建
築
・
都
市
デ
ザ
イ
ン

ス
タ
ジ
オ 

一
級
建
築
士
事
務
所 

岡
﨑 

甚
幸
、

猪
股 

圭
佑
﹈
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武
庫
川
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大
学
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は
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年
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大
学
院
建
築
学
専
攻
と
建
築
学
科
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開
設
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、「
甲
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園
会
館
」と
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時
建
設
さ
れ

た「
建
築
ス
タ
ジ
オ
」を
学
舎
と
し
、
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年

一
貫
の
建
築
教
育
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

甲
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園
会
館
は
、旧
甲
子
園
ホ
テ
ル（
昭
和

5
年
）
を
教
育
施
設
と
し
て
活
用
し
な
が

ら
、
同
時
に
保
存
修
復
を
続
け
て
い
る
名

建
築
で
す
。旧
甲
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園
ホ
テ
ル
の
敷
地
を

ほ
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ま
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上
甲
子
園
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」

と
し
、
緑
と
水
に
恵
ま
れ
た
都
心
の
オ
ア

シ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
2
年
４
月
、新
た
に
建
築
と
造
園
を

一
体
的
に
学
ぶ
、
大
学
院
景
観
建
築
学
専
攻

と
景
観
建
築
学
科
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。こ

れ
に
際
し
、２
棟
の
新
学
舎「
景
観
建
築
ス
タ

ジ
オ
東
館
」と「
景
観
建
築
ス
タ
ジ
オ
西
館
」

を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
建
築
学
部
の
教

員
が
運
営
す
る
、
学
内
の一
級
建
築
士
事
務

所「
武
庫
川
女
子
大
学
建
築
・
都
市
デ
ザ
イ

ン
ス
タ
ジ
オ
」が
設
計
・
監
理
し
、令
和
3
年

3
月
に
竣
工
し
ま
し
た（
写
真
-1
）。 

　

景
観
建
築
ス
タ
ジ
オ
西
館
は
、甲
子
園
会

館
と
樹
林
で
遮
ら
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
の
西
端
、

既
存
の
建
築
ス
タ
ジ
オ
と
向
か
い
合
う
所

に
配
置
し
ま
し
た
。こ
こ
に
は
2
年
生
以
上

の
ス
タ
ジ
オ
や
講
評
室
、ラ
ウ
ン
ジ
、研
究
室

が
あ
り
ま
す
。ス
タ
ジ
オ
に
は
、
各
学
生
専

用
の
畳
一
帖
分
の
広
さ
の
製
図
机
と
パ
ソ
コ

ン
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
西
館
で
は
、P
C
a
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
新
た

な
可
能
性
を
追
求
し
ま
し
た
。既
存
の
建
築

▲ 写真-1：エントランス

▲ 写真-3：北東から見る

▲ 写真-4：PCaPC造の折返し階段

▲ 写真-2：建築スタジオ2階から中庭と景観建築スタジオ西館を見る

ス
タ
ジ
オ
と
同
じ
P
C
a
の
ス
レ
ン
ダ
ー
な

列
柱
や
梁
を
、同
じ
柱
間
、そ
し
て
同
じ
梁
ス

パン
で
架
構
し
、互
い
に
良
く
似
た
姿
に
す
る

こ
と
で
、両
建
物
の
間
の
、木
陰
の
美
し
い
樹

林
を
ひ
と
つ
の
学
舎
の
中
庭
と
し
て
計
画
し

ま
し
た（
写
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）。各
階
の
ス
タ
ジ
オ
や
講
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室
は
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の
柱
と
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版

（
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版
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り
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さ
れ
る
、
三
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囲
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た
大
空
間
で
、
内
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空
間
と
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の
有
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連
携
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ま
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築
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と
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わ
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の
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、
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の
フ
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て
デ
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し
ま
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抜
の
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に
は
、
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が

制
作
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た
、
細
や
か
な
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に
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を
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に
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、
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な
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が
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れ
、
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ら
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し
込
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光
が
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な
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を
落
と
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ま
す
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に
は
、
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を
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線
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だ
階
段
が
あ
り
ま
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。
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の
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で
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、
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太
陽

光
を
浴
び
な
が
ら
、
空
に
向
か
っ
て
登
っ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す（
写
真
-4
）。

　
武
庫
川
女
子
大
学
建
築
学
部
で
は
、キ
ャン

パ
ス
す
べ
て
が
「
生
き
た
教
科
書
」
と
な
り
、

「
人
と
建
築
と
自
然
が
響
き
合
う 

景
観
を
創

生
す
る
」
建
築
・
景
観
設
計
技
術
者
を
教
育

し
て
い
ま
す
。

﹇
武
庫
川
女
子
大
学 

建
築
・
都
市
デ
ザ
イ
ン

ス
タ
ジ
オ 

一
級
建
築
士
事
務
所 

岡
﨑 

甚
幸
、

猪
股 

圭
佑
﹈

武
庫
川

立花駅甲子園口駅西宮駅
神戸線

 尼崎市
西宮市

武庫川女子大学
景観建築スタジオ西館
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Adoption the suitable replace method for each site condition
現地条件に応じた床版架設方法の組合せ

Replacement of Deck Slab and Reinforcement of Steel Girder
for Kannonji Viaduct and Kazamatsuri Ramp way

観音寺高架橋・風祭ランプ橋
床版取替工事

15.

件 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名

施 工 場 所

工 期

観音寺高架橋・風祭ランプ橋床版取替工事
（かんのんじこうかきょう・かざまつりらんぷきょうしょうばんとりかえこうじ）

中日本高速道路㈱
IHI インフラ建設・IHI インフラシステム JV
観音寺高架橋：神奈川県中郡大磯町
風祭ランプ橋：神奈川県小田原市板橋

平成30年12月～令和3年2月

構 造 形 式

橋 長

有 効 幅 員

施 工 方 法

観音寺高架橋：鋼4径間連結合成鈑桁
風祭ランプ橋：鋼3径間連続合成箱桁
                　＋鋼3径間 連続合成鈑桁

観音寺高架橋：108.1m、風祭ランプ橋：141.6m

観音寺高架橋：7.78m
風祭ランプ橋：5.5m～ 6.0m
床版架設機・クレーン・床版取替機を用いたプレキャ
ストPC床版による床版取替



酒匂川

相模湾

小田原駅

東海
道新
幹線

小田原市

大井松田 IC 秦野中井IC

小田
原

西湘
バイ
パス

厚木道
路

観音寺高架橋

風祭ランプ橋
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小
田
原
厚
木
道
路
は
、
神
奈
川
県
厚
木

市
と
小
田
原
市
を
結
ぶ
全
長
31
・
７
㎞
の

自
動
車
専
用
道
路
で
す
。地
域
の
方
々
の

通
勤
・
通
学
に
加
え
、
首
都
圏
な
ど
か
ら

箱
根
方
面
・
熱
海
方
面
の
観
光
地
へ
の
ア

ク
セ
ス
に
も
多
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
も
旅
行
の
際
、
利
用
し
た
こ
と
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。沿
線
地

域
は
箱
根
山
に
つ
な
が
る
山
地
や
相
模
湾

に
面
し
た
自
然
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
、
農

産
物
の
生
産
や
多
種
多
様
な
水
産
物
が
水

揚
げ
さ
れ
て
お
り
、
新
鮮
な
魚
や
水
産
加

工
品
な
ど
の
出
荷
に
も
欠
か
せ
な
い
道
路

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

観
音
寺
高
架
橋
は
大
磯
町
鷹
取
山
の
山

裾
を
通
過
す
る
１
０
８
ｍ
の
橋
梁
、風
祭
ラ

ン
プ
橋
は
小
田
原
西
Ｉ
Ｃ
の
箱
根
方
面
か

ら
厚
木
方
面
へ
向
か
う
ラ
ン
プ
１
４
２
ｍ
の

橋
梁
で
す
。２
橋
と
も
昭
和
44
年
の
開
通
か

ら
50
年
以
上
が
経
過
し
、既
設
の
Ｒ
Ｃ
床
版

に
は
経
年
劣
化
や
通
行
車
両
の
大
型
化
な

ど
に
よ
り
、
下
面
に
ひ
び
割
れ
お
よ
び
遊
離

石
灰
を
伴
う
漏
水
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
高
速
道
路
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ

Ｃ
床
版
へ
の
取
替
え
を
実
施
し
ま
し
た
。同

時
に
、
現
行
基
準
の
設
計
活
荷
重
お
よ
び

施
工
時
機
械
荷
重
に
対
応
す
る
た
め
の
鋼

桁
補
強
と
し
て
、当
て
板
補
強
や
外
ケ
ー
ブ

ル
補
強
も
施
工
し
ま
し
た
。

　

施
工
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、既
設
鋼
桁
が

観
音
寺
高
架
橋
は
合
成
構
造
、
風
祭
ラ
ン

プ
橋
は
非
合
成
構
造
と
異
な
り
、
周
囲
や

高
架
下
の
条
件
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、お
の

お
の
に
適
す
る
床
版
架
設
方
法
を
選
定
し

て
同
時
施
工
を
行
い
、工
期
短
縮
を
図
る
こ

と
で
、対
面
通
行
規
制
や
ラ
ン
プ
閉
鎖
に
よ

る
道
路
利
用
者
の
方
々
へ
の
影
響
を
最
小

▲ 外ケーブルによる補強（観音寺高架橋）

▲ 床版架設機による架設（観音寺高架橋）

▲ 大型クレーンによる架設（風祭ランプ橋）

▲ 施工完了(風祭ランプ橋）

限
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

観
音
寺
高
架
橋
は
合
成
構
造
に
て
床
版

を
撤
去
し
た
断
面
の
耐
荷
力
は
小
さ
く
、

す
べ
て
の
既
設
床
版
撤
去
後
に
鋼
桁
補
強

す
る
の
が
効
果
的
に
な
り
ま
す
。そ
の
た

め
、
橋
梁
上
に
大
型
ク
レ
ー
ン
を
設
置
し

て
撤
去
・
架
設
を
繰
り
返
し
移
動
し
て
い

く
一
般
的
な
方
法
は
適
用
せ
ず
、
床
版
を

保
持
し
な
が
ら
鋼
桁
上
に
敷
設
し
た
レ
ー

ル
上
を
走
行
可
能
な
床
版
架
設
機
を
採
用

し
ま
し
た
。

　

風
祭
ラ
ン
プ
橋
は
、箱
桁
部
で
は
高
架
下

の
ヤ
ー
ド
が
使
用
で
き
る
た
め
、
ヤ
ー
ド
内

に
ク
レ
ー
ン
を
据
え
付
け
た
場
合
の
作
業

半
径
を
検
討
し
て
２
５
０
ｔ
ク
レ
ー
ン
を

選
定
し
ま
し
た
。鈑
桁
部
で
は
民
地
お
よ
び

西
湘
バ
イ
パ
ス
本
線
に
近
接
し
て
い
る
上
、

生
活
道
路
が
交
差
し
て
い
る
た
め
、橋
梁
外

に
重
機
を
据
え
付
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま

た
、
民
地
や
公
道
上
は
吊
荷
を
通
過
さ
せ

ら
れ
な
い
状
況
で
し
た
。そ
こ
で
、幅
員
の
狭

い
ラ
ン
プ
橋
に
お
い
て
も
床
版
の
旋
回
を
機

械
内
で
実
施
可
能
な
自
社
開
発
の
床
版
取

替
機
を
初
採
用
す
る
こ
と
で
、課
題
を
ク
リ

ア
し
ま
し
た
。実
施
工
に
先
立
ち
、
現
場
と

同
じ
縦
横
断
勾
配
を
再
現
し
た
ヤ
ー
ド
で
、

床
版
取
替
機
の
組
立
解
体
、
移
動
、
設
置
、

重
量
物
を
搭
載
し
た
吊
り
上
げ
装
置
の
運

転
を
試
験
施
工
し
、入
念
な
準
備
に
て
安
全

性
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

本
工
事
で
は
、各
橋
梁
の
現
地
条
件
に
応

じ
た
３
種
類
の
床
版
架
設
方
法
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、通
行
規
制
期
間
を
延
長
す

る
こ
と
な
く
、
無
事
に
完
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。今
後
も
引
き
続
き
床
版
取
替

工
事
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
、
橋
梁
の
長
寿

命
化
に
貢
献
し
て
い
く
所
存
で
す
。

  ﹇
㈱
I
H
I
イ
ン
フ
ラ
建
設　

福
原 

和
成
﹈
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Adoption of "PC confined seismic reinforcement method in water" 
without temporary cofferdam

海水仮締切が不要な
PCコンファインド工法の採用

Seismic Reinforcement of Sekibe-Kaijou Bridge
石部海上橋耐震補強工事16.

件 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所

石部海上橋（大崩海岸）耐震補強工事
（せきべかいじょうきょう（おおくずれかいがん）たいしんほきょうこうじ）

静岡市
㈱ピーエス三菱
静岡県静岡市駿河区石部地先

工 期
構 造 形 式
下 部 形 状
施 工 方 法

令和元年８月～令和３年３月
張出式橋脚（円形断面）
φ5000 　H9000　※補強部のみ
PCコンファインド工法（水中施工）



安倍川

駿河湾

静岡駅

東海
道新
幹線

静岡市

静岡IC

焼津IC

藤枝岡部 IC
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駿
河
湾
沿
い
の
静
岡
市
石
部
か
ら
焼
津

市
浜
当
目
に
至
る
４
㎞
の
区
間
、「
大
崩
海

岸
」
は
、
古
く
か
ら
「
東
海
道
三
大
難
所
」

「
東
海
の
親
不
知
」
と
も
呼
ば
れ
る
危
険
度

の
高
い
場
所
で
す
が
、天
気
が
よ
け
れ
ば
、駿

河
湾
越
し
に
富
士
山
や
伊
豆
半
島
が
一
望

で
き
る
素
晴
ら
し
い
景
勝
地
で
す
。

　

現
場
付
近
は
、
玄
武
岩
の
断
崖
絶
壁
が

続
き
、筍
岩
、車
岩
な
ど
の
奇
石
が
そ
そ
り

立
つ
岩
肌
に
砕
け
る
波
が
、
紺
碧
の
海
に

見
事
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
見
せ
て
い
る
眺

望
が
広
が
り
ま
す
。

　

石
部
海
上
橋
は
、
昭
和
46
年
７
月
に
大

規
模
な
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
旧
国
道
１
５

０
号
の
一
部
が
遮
断
さ
れ
た
後
、
わ
ず
か

１
年
の
間
で
建
設
さ
れ
、
今
で
は
地
元
住

民
の
生
活
道
路
で
あ
り
、
ま
た
観
光
道
路

と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
は
た
す
重
要
路

線
の
一
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。海
上
に
架

け
ら
れ
た
こ
の
橋
は
、
50
年
近
く
が
経
過

し
、
波
浪
に
よ
る
浸
食
や
塩
害
に
よ
っ
て

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
劣
化
が
進
行
し
て
お
り
、

特
に
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
発
生
時
に
は

倒
壊
や
落
橋
の
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。本
工
事
は
、こ
う
し
た
リ
ス
ク
に
対

応
し
、
重
要
路
線
と
し
て
の
機
能
を
維
持

す
る
た
め
、
橋
脚
の
耐
震
補
強
と
落
橋
防

止
装
置
の
設
置
、
さ
ら
に
塩
害
防
止
対
策

を
合
わ
せ
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

本
工
事
の
橋
脚
耐
震
補
強
で
採
用
さ
れ

た
Ｐ
Ｃ
コ
ン
フ
ァ
イ
ン
ド
水
中
施
工
法
は
、

既
存
の
橋
脚
周
り
に
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン

は
ま  

と
う  

め

ク
リ
ー
ト
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
既
存
橋
脚

と
パ
ネ
ル
の
間
を
現
場
打
の
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
固
め
、
最
後
に
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

パ
ネ
ル
を
Ｐ
Ｃ
鋼
線
で
締
め
付
け
拘
束
す

る（
コ
ン
フ
ァ
イ
ン
ド
）工
法
で
、
こ
の
拘

束
に
よ
っ
て
橋
脚
の
耐
震
性
能
を
大
幅
に

向
上
さ
せ
る
工
法
で
す
。ま
た
、水
中
で
潜

水
士
が
作
業
を
行
う
こ
と
で
、
工
事
中
の

海
水
や
河
川
の
仮
締
切
が
不
要
と
な
り
、

大
幅
な
工
期
短
縮
と
コ
ス
ト
縮
減
の
実
現

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
工
事
で一
番
苦
労
し
た
こ
と
が
、
海
象

条
件
で
す
。外
海
で
の
水
中
施
工
は
、午
前
中

は
穏
や
か
な
波
だ
と
思
っ
た
ら
午
後
に
は
波

が
高
く
て
作
業
で
き
な
い
こ
と
も
。事
前
に

海
象
情
報
を
入
手
し
て
機
材
や
人
員
を
確

保
し
て
も
予
定
通
り
工
事
が
進
ま
な
い
こ
と

も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、自
然
の
ち
ょ
っ
か
い

に
も
負
け
ず「
急
い
て
は
こ
と
を
仕
損
じ
る
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

厳
し
い
環
境
下
で
の
工
事
で
し
た
が
、工
程

を
遅
延
さ
せ
る
こ
と
な
く
令
和
３
年
３
月
に

無
事
故
で
竣
工
す
る
こ
と
が
で
き
、
ご
協
力

い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
忘
れ
ら
れ
な
い

の
は
駿
河
湾
で
獲
れ
た
新
鮮
な
生
し
ら
す

丼
。海
が
穏
や
か
な
漁
期
に
は
必
ず
し
ら

す
漁
の
船
団
が
あ
り
、
全
国
屈
指
の
し
ら

す
の
水
揚
げ
で
知
ら
れ
る
漁
場
に
近
い
用

宗
で
の
ゼ
イ
タ
ク
な
味
は
本
工
事
の
良
い

思
い
出
で
す
。

          ﹇
㈱
ピ
ー
エ
ス
三
菱　

松
田 

範
栄
﹈

▲ プレキャストコンクリートパネル架設完了

▲ 生しらす丼 ▲ 潜水士による軸方向鉄筋削孔作業▲ 3D図

石部海上橋

416
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大
阪
市
中
心
部
か
ら
北
東
に
伸
び
る
全

長
12
・
1
㎞
の
阪
神
高
速
守
口
線
は
昭
和

43
年
に
そ
の
一
部
が
開
通
し
ま
し
た
。こ
の

年
メ
キ
シ
コ
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、

ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
三
宅
義
信
選
手

が
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

　

年
と
と
も
に
守
口
線
を
利
用
す
る
車
が

供
用
開
始
時
よ
り
も
約
5
倍
に
増
え
、
開

通
か
ら
53
年
が
経
っ
た
現
在
毎
日
6
万

9
0
0
0
台
の
車
が
守
口
線
を
通
行
し
て

い
ま
す
。新
国
立
競
技
場
の
座
席
は
6
万

8
0
0
0
で
す
か
ら
、守
口
線
を
利
用
す
る

車
の
運
転
手
さ
ん
だ
け
で
新
国
立
競
技
場

が
溢
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
守
口
線
の
橋
で
古
く
な
っ
て
傷
ん
で

し
ま
っ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
床
版
を
、

新
し
い
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

床
版
に
取
り
替
え
ま
し
た
。床
版
は
橋
桁
の

上
に
載
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
床
で
、
高

速
道
路
を
通
る
車
の
重
さ
を
直
に
支
え
る

部
分
で
す
。新
し
い
床
版
に
は
Ｕ
Ｆ
Ｃ
と
呼

ば
れ
る
特
殊
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
系
の
材
料

を
使
い
ま
し
た
。Ｕ
Ｆ
Ｃ
は
普
通
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
よ
り
何
倍
も
強
く
て
固
い
の
で
、
薄

く
て
と
て
も
丈
夫
な
床
版
を
造
れ
ま
す
。取

替
え
前
の
床
版
の
厚
さ
は
17
㎝
で
し
た
が
、

Ｕ
Ｆ
Ｃ
床
版
は
14
㎝
で
す
。床
版
が
3
㎝
薄

く
な
っ
た
の
で
橋
全
体
で
約
65
t
軽
く
な

り
ま
し
た
。こ
れ
は
ア
フ
リ
カ
象
の
オ
ス
10

頭
分
で
す
。床
版
が
軽
く
な
れ
ば
、
床
版
を

支
え
る
橋
桁
や
、
橋
を
支
え
る
橋
脚
と
基

礎
に
か
か
る
負
担
が
小
さ
く
な
り
、橋
全
体

が
長
持
ち
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

Ｕ
Ｆ
Ｃ
床
版
に
は
重
い
車
が
通
っ
て
も

ひ
び
が
入
ら
な
い
よ
う
に
プ
レ
ス
ト
レ
ス

を
与
え
ま
す
。プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
与
え
る

た
め
に
、
14
t
の
力
で
引
っ
張
ら
れ
た
直

径
15
・
2
㎜
の
Ｐ
Ｃ
ス
ト
ラ
ン
ド
を
道
路

を
横
断
す
る
方
向
に
5
5
6
本
、
54
t
の

力
で
引
っ
張
ら
れ
た
直
径
28
・
6
㎜
の
Ｐ

Ｃ
ス
ト
ラ
ン
ド
を
車
が
走
る
方
向
に
96
本

埋
め
込
み
ま
す
。こ
の
と
き
床
版
に
与
え

ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
全
く
ピ
ン
と
き

ま
せ
ん
が
3
・
9
MJ
で
す
。メ
ジ
ャ
ー
リ
ー

グ
で
大
活
躍
し
て
い
る
大
谷
翔
平
選
手
は
、

1
試
合
で
何
球
か
時
速
1
6
0
㎞
⁄
h
を

超
え
る
剛
速
球
を
投
げ
ま
す
が
、
こ
の

ボ
ー
ル
の
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
1
4
3
J

で
す
。つ
ま
り
、Ｕ
Ｆ
Ｃ
床
版
を
ひ
び
割
れ

か
ら
守
る
た
め
に
蓄
え
ら
れ
る
プ
レ
ス
ト Application of thin and durable UHPFRC deck slab

薄くて丈夫なUFC床版の採用

Deck Slab Replacement for an Urban Expressway Viaduct

阪神高速守口線
床版取替工事

17.

レ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
時
速
1
6
0
㎞

⁄
h
の
剛
速
球
2
万
7
0
0
0
回
分
で
す
。

大
谷
選
手
が
い
か
に
超
人
的
で
も
、

1
6
0
㎞
⁄
h
を
超
え
る
球
を
一
生
に
2

万
7
0
0
0
回
は
投
げ
な
い
で
し
ょ
う
。

　

床
版
を
取
り
替
え
る
と
き
に
は
、
高
速

道
路
を
通
行
止
め
に
し
て
、
古
く
な
っ
た

床
版
を
全
て
取
り
除
い
て
か
ら
、
あ
ら
か

じ
め
工
場
で
42
枚
に
分
け
て
造
っ
て
お
い

た
新
し
い
床
版
を
橋
桁
の
上
に
並
べ
、
床

版
と
橋
桁
を
一
体
に
し
ま
し
た
。た
く
さ

ん
の
車
が
利
用
す
る
都
会
の
高
速
道
路
で

は
、
通
行
止
め
を
な
る
べ
く
短
く
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
今
回
の
通
行
止
め
も
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
じ
17
日
間
で
し
た
。

　
　
　
　
　
﹇
鹿
島
建
設
㈱　

齋
藤 
公
生
﹈



大川

桜宮駅
天満駅

北新地駅
大阪天満宮駅

大阪城
北詰駅

大阪駅

大阪梅田駅

大阪城

造幣局本局

大阪環状線

東西線

阪神高速守口線
床版取替工事
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大
阪
市
中
心
部
か
ら
北
東
に
伸
び
る
全

長
12
・
1
㎞
の
阪
神
高
速
守
口
線
は
昭
和

43
年
に
そ
の
一
部
が
開
通
し
ま
し
た
。こ
の

年
メ
キ
シ
コ
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、

ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
三
宅
義
信
選
手

が
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

　

年
と
と
も
に
守
口
線
を
利
用
す
る
車
が

供
用
開
始
時
よ
り
も
約
5
倍
に
増
え
、
開

通
か
ら
53
年
が
経
っ
た
現
在
毎
日
6
万

9
0
0
0
台
の
車
が
守
口
線
を
通
行
し
て

い
ま
す
。新
国
立
競
技
場
の
座
席
は
6
万

8
0
0
0
で
す
か
ら
、守
口
線
を
利
用
す
る

車
の
運
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手
さ
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だ
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新
国
立
競
技
場
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ま
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。
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口
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床
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プ
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取
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道
路
を
通
る
車
の
重
さ
を
直
に
支
え
る

部
分
で
す
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床
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に
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Ｆ
Ｃ
と
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特
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な
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ン
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の
材
料

を
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い
ま
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た
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Ｆ
Ｃ
は
普
通
の
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ク
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り
何
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も
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固
い
の
で
、
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も
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な
床
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を
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れ
ま
す
。取
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前
の
床
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の
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は
17
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は
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で
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全
体
で
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65
t
軽
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ま
し
た
。こ
れ
は
ア
フ
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の
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頭
分
で
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。床
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が
軽
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な
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ば
、
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を

支
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る
橋
桁
や
、
橋
を
支
え
る
橋
脚
と
基

礎
に
か
か
る
負
担
が
小
さ
く
な
り
、橋
全
体

が
長
持
ち
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

Ｕ
Ｆ
Ｃ
床
版
に
は
重
い
車
が
通
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て
も

ひ
び
が
入
ら
な
い
よ
う
に
プ
レ
ス
ト
レ
ス

を
与
え
ま
す
。プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
与
え
る

た
め
に
、
14
t
の
力
で
引
っ
張
ら
れ
た
直

径
15
・
2
㎜
の
Ｐ
Ｃ
ス
ト
ラ
ン
ド
を
道
路

を
横
断
す
る
方
向
に
5
5
6
本
、
54
t
の

力
で
引
っ
張
ら
れ
た
直
径
28
・
6
㎜
の
Ｐ

Ｃ
ス
ト
ラ
ン
ド
を
車
が
走
る
方
向
に
96
本

埋
め
込
み
ま
す
。こ
の
と
き
床
版
に
与
え

ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
全
く
ピ
ン
と
き

ま
せ
ん
が
3
・
9
MJ
で
す
。メ
ジ
ャ
ー
リ
ー

グ
で
大
活
躍
し
て
い
る
大
谷
翔
平
選
手
は
、

1
試
合
で
何
球
か
時
速
1
6
0
㎞
⁄
h
を

超
え
る
剛
速
球
を
投
げ
ま
す
が
、
こ
の

ボ
ー
ル
の
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
1
4
3
J

で
す
。つ
ま
り
、Ｕ
Ｆ
Ｃ
床
版
を
ひ
び
割
れ

か
ら
守
る
た
め
に
蓄
え
ら
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る
プ
レ
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件 名

発 注 者 名
施工会社名
施 工 場 所
工 期
構 造 形 式
橋 長
有 効 幅 員

施 工 方 法

阪神高速守口線床版取替工事
（はんしんこうそくもりぐちせんしょうばんとりかえこうじ）

阪神高速道路㈱
鹿島建設㈱
大阪府大阪市北区南森町
令和２年３月～令和３年４月
鋼 6主合成鈑桁橋
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クレーンによるプレキャスト壁高欄の設置
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に
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で
も
、
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を
超
え
る
球
を
一
生
に
2

万
7
0
0
0
回
は
投
げ
な
い
で
し
ょ
う
。

　

床
版
を
取
り
替
え
る
と
き
に
は
、
高
速

道
路
を
通
行
止
め
に
し
て
、
古
く
な
っ
た

床
版
を
全
て
取
り
除
い
て
か
ら
、
あ
ら
か

じ
め
工
場
で
42
枚
に
分
け
て
造
っ
て
お
い

た
新
し
い
床
版
を
橋
桁
の
上
に
並
べ
、
床

版
と
橋
桁
を
一
体
に
し
ま
し
た
。た
く
さ

ん
の
車
が
利
用
す
る
都
会
の
高
速
道
路
で

は
、
通
行
止
め
を
な
る
べ
く
短
く
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
今
回
の
通
行
止
め
も
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
じ
17
日
間
で
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た
。

　
　
　
　
　
﹇
鹿
島
建
設
㈱　

齋
藤 
公
生
﹈

▲ 工事中(夜間床版架設)

▲ 完成床版下面

▲ 平板型UFC床版の製作

▲ 壁高欄クレーン架設
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烏
帽
子
第
一
橋
他
1
橋
床
版
取
替
工
事

は
、
広
島
自
動
車
道
で
は
初
め
て
と
な
る

高
速
道
路
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
大
規
模
更
新
）の
一
環
と
し
て
、
烏
帽
子

第
一
橋
、
烏
帽
子
第
二
橋
の
２
橋
を
対
象

と
し
た
床
版
取
替
工
と
既
設
支
承
の
取
替

お
よ
び
落
橋
防
止
装
置
取
付
等
の
耐
震
補

強
工
を
行
う
工
事
で
し
た
。対
象
橋
梁
が

位
置
す
る
広
島
北
I
C
〜
広
島
北
J
C
T

間
は
、
広
島
自
動
車
道
の
中
で
最
初
に
開

通
し
た
区
間（
昭
和
58
年
供
用
開
始
）で
35

年
余
り
が
経
過
し
て
お
り
、
凍
結
防
止
剤

の
散
布
や
車
両
の
大
型
化
等
の
影
響
に

よ
っ
て
、
工
事
対
象
橋
梁
の
既
設
R
C
床

版
は
、ひ
び
割
れ
や
剥
離
の
発
生
等
、老
朽

化
が
進
行
し
て
い
ま
し
た
。本
工
事
は
交

通
量
が
比
較
的
多
い
路
線
で
の
工
事
で

あ
っ
た
た
め
、G
W
、夏
季
休
暇
、年
末
年

始
休
暇
等
の
交
通
渋
滞
が
予
想
さ
れ
る
期

間
に
は
、
終
日
の
対
面
通
行
規
制
を
解
除

す
る
こ
と
が
施
工
条
件
で
し
た
。烏
帽
子

第
一
橋
の
施
工
で
は
、
G
W
明
け
の
5
月

中
頃
か
ら
8
月
初
旬
の
約
2
・
5
ヵ
月
の

対
面
通
行
規
制
期
間
内
で
、
施
工
延
長
約

2
5
0
ｍ
の
床
版
取
替
工
、橋
面
工
、防
水

工
、舗
装
工
を
完
了
さ
せ
、そ
の
後
、夏
季

作
業
抑
制
期
間
ま
で
に
迂
回
路
の
撤
去
を

行
う
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
余
裕
が
な
い

工
程
で
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。橋
長
約

2
5
0
ｍ
で
1
2
3
枚
の
Ｐ
Ｃ
床
版
を
架

設
す
る
必
要
が
あ
る
烏
帽
子
第
一
橋
は
、

大
型
ク
レ
ー
ン
2
台
に
よ
り
日
当
た
り
8

枚
の
床
版
取
替
工
を
行
い
、
か
つ
橋
面
工

で
は
壁
高
欄
の
地
覆
部
分
を
仮
置
き
ヤ
ー

ド
に
て
先
行
施
工
を
行
い
、
現
場
作
業
を

縮
小
す
る
こ
と
で
何
と
か
夏
季
作
業
抑
制

期
間
ま
で
に
対
面
通
行
を
解
除
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

床
版
取
替
工
完
了
後
に
支
承
取
替
・
耐

震
補
強
工
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。支
承

取
替
工
に
つ
い
て
は
、
新
設
工
事
と
は
異

な
り
施
工
の
対
象
と
な
る
構
造
物
が
供
用

中
の
た
め
、
第
三
者
へ
の
影
響
お
よ
び
安

全
性
に
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。ま
た
、既
設
の
構
造
物
が
補
修
工
事
に

よ
っ
て
健
全
性
を
失
わ
ず
補
修
工
事
後
に

正
し
く
機
能
す
る
よ
う
、
施
工
中
の

ジ
ャ
ッ
キ
の
扛
上
量
お
よ
び
扛
下
量
の
管 The first renewal project in Hiroshima Expressway

広島自動車道初の大規模更新工事

The Renewal Project for Eboshi First Bridge
and Eboshi Second Bridge by PCa PC slab

烏帽子第一橋・烏帽子第二橋
床版取替工事

18.

理
を
徹
底
し
て
行
い
、
品
質
確
保
に
も
注

意
し
な
が
ら
施
工
し
ま
し
た
。

　

令
和
2
年
初
頭
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
、
本
工
事
で
も
現

場
で
の
マ
ス
ク
の
着
用
、手
洗
い
・
う
が
い
、

検
温
等
、
日
々
の
対
策
を
徹
底
し
て
作
業

に
臨
ん
だ
結
果
、
職
員
・
作
業
員
共
に
感

染
者
を
出
す
こ
と
な
く
、
無
事
故
無
災
害

で
工
事
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
大
規
模
更
新
工
事
に
よ
り
、
全

国
の
高
速
道
路
で
同
様
の
工
事
が
実
施
さ

れ
る
見
込
み
で
す
。利
用
者
の
皆
さ
ま
が

長
期
に
わ
た
り
安
全
で
快
適
に
通
行
で
き

る
よ
う
、
引
き
続
き
工
事
施
工
を
通
じ
て

貢
献
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

  　﹇
極
東
興
和
㈱　

寄
井 

治
﹈



山陽新幹線

広島自動車道

太
田
川

広島駅

五日市 IC

広島IC
広島西風
新都 IC

広島東IC

広島北IC

広島北JCT
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車
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で
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ク
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更
新
）の
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、
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、
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の
２
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を
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象

と
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た
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と
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の
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お
よ
び
落
橋
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止
装
置
取
付
等
の
耐
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補
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工
を
行
う
工
事
で
し
た
。対
象
橋
梁
が
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置
す
る
広
島
北
I
C
〜
広
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北
J
C
T

間
は
、
広
島
自
動
車
道
の
中
で
最
初
に
開

通
し
た
区
間（
昭
和
58
年
供
用
開
始
）で
35

年
余
り
が
経
過
し
て
お
り
、
凍
結
防
止
剤

の
散
布
や
車
両
の
大
型
化
等
の
影
響
に

よ
っ
て
、
工
事
対
象
橋
梁
の
既
設
R
C
床

版
は
、ひ
び
割
れ
や
剥
離
の
発
生
等
、老
朽

化
が
進
行
し
て
い
ま
し
た
。本
工
事
は
交

通
量
が
比
較
的
多
い
路
線
で
の
工
事
で

あ
っ
た
た
め
、G
W
、夏
季
休
暇
、年
末
年

始
休
暇
等
の
交
通
渋
滞
が
予
想
さ
れ
る
期

間
に
は
、
終
日
の
対
面
通
行
規
制
を
解
除

す
る
こ
と
が
施
工
条
件
で
し
た
。烏
帽
子

第
一
橋
の
施
工
で
は
、
G
W
明
け
の
5
月

中
頃
か
ら
8
月
初
旬
の
約
2
・
5
ヵ
月
の

対
面
通
行
規
制
期
間
内
で
、
施
工
延
長
約

2
5
0
ｍ
の
床
版
取
替
工
、橋
面
工
、防
水

工
、舗
装
工
を
完
了
さ
せ
、そ
の
後
、夏
季

作
業
抑
制
期
間
ま
で
に
迂
回
路
の
撤
去
を

行
う
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
余
裕
が
な
い

工
程
で
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。橋
長
約

2
5
0
ｍ
で
1
2
3
枚
の
Ｐ
Ｃ
床
版
を
架

設
す
る
必
要
が
あ
る
烏
帽
子
第
一
橋
は
、

大
型
ク
レ
ー
ン
2
台
に
よ
り
日
当
た
り
8

枚
の
床
版
取
替
工
を
行
い
、
か
つ
橋
面
工

で
は
壁
高
欄
の
地
覆
部
分
を
仮
置
き
ヤ
ー

ド
に
て
先
行
施
工
を
行
い
、
現
場
作
業
を

縮
小
す
る
こ
と
で
何
と
か
夏
季
作
業
抑
制

期
間
ま
で
に
対
面
通
行
を
解
除
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

床
版
取
替
工
完
了
後
に
支
承
取
替
・
耐

震
補
強
工
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。支
承

取
替
工
に
つ
い
て
は
、
新
設
工
事
と
は
異

な
り
施
工
の
対
象
と
な
る
構
造
物
が
供
用

中
の
た
め
、
第
三
者
へ
の
影
響
お
よ
び
安

全
性
に
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。ま
た
、既
設
の
構
造
物
が
補
修
工
事
に

よ
っ
て
健
全
性
を
失
わ
ず
補
修
工
事
後
に

正
し
く
機
能
す
る
よ
う
、
施
工
中
の

ジ
ャ
ッ
キ
の
扛
上
量
お
よ
び
扛
下
量
の
管

件 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期

構 造 形 式

橋 長

有 効 幅 員

施 工 方 法

烏帽子第一橋他 1橋床版取替工事
（えぼしだいいちはしほかいっきょうしょうばんとりかえこうじ）

西日本高速道路㈱
極東興和㈱
広島県広島市安佐北区安佐町地内
平成30年6月～令和2年10月
烏帽子第一橋：3径間連続非合成鈑桁橋×2連
烏帽子第二橋：3径間連続非合成鈑桁橋
烏帽子第一橋：246.2ｍ
烏帽子第二橋：112.0m
9.5ｍ
クレーンを用いたプレキャストPC床版による
床版取替

理
を
徹
底
し
て
行
い
、
品
質
確
保
に
も
注

意
し
な
が
ら
施
工
し
ま
し
た
。

　

令
和
2
年
初
頭
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
、
本
工
事
で
も
現

場
で
の
マ
ス
ク
の
着
用
、手
洗
い
・
う
が
い
、

検
温
等
、
日
々
の
対
策
を
徹
底
し
て
作
業

に
臨
ん
だ
結
果
、
職
員
・
作
業
員
共
に
感

染
者
を
出
す
こ
と
な
く
、
無
事
故
無
災
害

で
工
事
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
大
規
模
更
新
工
事
に
よ
り
、
全

国
の
高
速
道
路
で
同
様
の
工
事
が
実
施
さ

れ
る
見
込
み
で
す
。利
用
者
の
皆
さ
ま
が

長
期
に
わ
た
り
安
全
で
快
適
に
通
行
で
き

る
よ
う
、
引
き
続
き
工
事
施
工
を
通
じ
て

貢
献
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

  　﹇
極
東
興
和
㈱　

寄
井 

治
﹈

▲ 支承取替完了

▲ PC床版架設完了

▲ ジャッキ扛下量測定

▲ 新設床版架設

烏帽子第一橋
烏帽子第二橋
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ハ
ノ
イ
市
環
状
３
号
線
は
、
ノ
イ
バ
イ

空
港
及
び
多
数
の
工
業
団
地
が
立
地
す
る

ハ
ノ
イ
市
北
部
と
、
ハ
ノ
イ
市
中
心
部
及

び
ハ
イ
フ
ォ
ン
市
ま
で
続
く
国
道
５
号
線

を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
部
を
構
成
す

る
環
状
道
路
で
、
ニ
ャ
ッ
タ
ン
橋
と
並
ぶ

日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
協
力
関
係
を
象
徴
す

る
円
借
款
事
業
の
ひ
と
つ
で
す
。当
工
事

は
、
そ
の
延
長
区
間
で
あ
る
マ
イ
ジ
ッ
ク

か
ら
南
タ
ン
ロ
ン
区
間（
約
５
・
５
㎞
）の

う
ち
、南
側
の
２
・
７
㎞（
橋
長
２
・
２
㎞

お
よ
び
ア
プ
ロ
ー
チ
道
路
０
・
５
㎞
）で
す
。

　

当
工
事
の
特
徴
は
、
そ
の
全
長
の
ほ
と
ん

ど
を
占
め
る
３
〜
５
径
間
連
続
ス
ー
パ
ー

Ｔ
桁
橋
で
す
。ス
ー
パ
ー
Ｔ
桁
橋
と
は
、
ベ
ト

ナ
ム
で
は
既
に
標
準
化
さ
れ
て
い
る
P
C
合

成
桁
の
こ
と
で
す
。

　
ス
ー
パ
ー
T
桁
と
呼
ば
れ
る
プ
レ
テ
ン

シ
ョ
ン
桁
は
、
外
観
こ
そ
T
桁
で
す
が
実
際

は
細
幅
の
U
桁
断
面
で
す
。こ
れ
を
隙
間
な

く
敷
き
並
べ
て
橋
脚
上
の
各
々
の
ゴ
ム
沓
の

上
に
架
設
し
た
後
、開
口
部
を
R
C
板
で
塞

ぎ
、そ
の
上
に
現
場
打
ち
で
上
床
版
を
構
築

す
る
こ
と
で
P
C
桁
と
R
C
床
版
を
合
成

す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
長
さ
34
ｍ
か
ら
38
ｍ
の
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
桁
を
、現
場
か
ら
約
20
㎞
離
れ
た
桁
製

作
ヤ
ー
ド
（
約
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
で
製
作
し
、

専
用
の
ト
レ
ー
ラ
ー
で
運
搬
し
て
、
２
台
の

ト
ラ
ッ
ク
ク
レ
ー
ン
（
２
０
０
t
と
１
１
０

t
）の
相
吊
り
で
桁
全
数
５
４
３
本（
52
径

間
）
を
架
設
し
ま
し
た
。既
存
の
幹
線
道
路

の
中
央
に
作
業
帯
を
設
け
、制
約
の
あ
る
中

で
、無
事
故
で
桁
架
設
を
完
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

当
初
着
工
時
の
課
題
は
、
ハノ
イ
市
発
注

の
幹
線
道
路
拡
幅
工
事
と
同
じ
施
工
場
所

で
高
架
橋
を
建
設
す
る
に
あ
た
り
、ほ
と
ん

ど
の
住
宅
の
立
退
き
が
な
さ
れ
ず
、
用
地
収

用
が
遅
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。そ
の
た
め
、
平

成
30
年
１
月
に
起
工
式
を
行
っ
た
の
ち
、
５

月
の
着
工
ま
で
工
事
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。当
工
区
の
用
地
収
用
が

完
了
し
た
の
は
、
起
工
式
か
ら
約
１
年
後
で

し
た
。用
地
収
用
が
遅
れ
た
範
囲
で
は
、
工

程
促
進
の
た
め
に
、各
施
工
の
設
備
及
び
施

工
班
数
を
追
加
し
ま
し
た
。最
大
で
、
場
所

打
ち
杭
６
チ
ー
ム
、
下
部
工
６
チ
ー
ム
、
橋

脚
頭
部
の
型
枠
支
保
工
８
セ
ッ
ト
と
し
て
、

Linking the city to the city by the Japanese technique, Hanoi City Ring Road NO.3 
日本の技術で都市を繋ぐ～ハノイ市環状3号線～

Mai Dich Viaduct
マイジック高架橋19.

工
程
促
進
を
図
り
ま
し
た
。

　
施
工
中
は
、用
地
収
用
問
題
の
ほ
か
、度
重

な
る
設
計
変
更
、Ｊ
Ｖ
パー
ト
ナ
ー
で
あ
る
地

元
業
者
と
の
協
議
、
労
務
問
題
に
起
因
す
る

進
捗
の
遅
れ
、さ
ら
に
、工
事
終
盤
で
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
・
課
題
が
あ
り
ま
し

た
が
、令
和
元
年
10
月
に
、無
事
に
開
通
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。開
通
式
に
は
、チ
ュ
・
オ
ン
・

ホ
ア
・
ビ
ン
副
首
相
や
グ
エン
・
バン
・
テ
ィ
ー

交
通
運
輸
相
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
に
出
席

い
た
だ
き
ま
し
た
。マ
イ
ジ
ッ
ク
〜
南
タ
ン
ロ
ン

区
間
の
開
通
に
よ
り
、ハノ
イ
市
内
の
慢
性
的

な
交
通
渋
滞
の
解
消
と
、ノ
イ
バイ
国
際
空
港

か
ら
ハノ
イ
市
中
心
部
への
移
動
時
間
の
短
縮

に
貢
献
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

         ﹇
三
井
住
友
建
設
㈱　

北
山 

民
彦
﹈
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ハ
ノ
イ
市
環
状
３
号
線
は
、
ノ
イ
バ
イ

空
港
及
び
多
数
の
工
業
団
地
が
立
地
す
る

ハ
ノ
イ
市
北
部
と
、
ハ
ノ
イ
市
中
心
部
及

び
ハ
イ
フ
ォ
ン
市
ま
で
続
く
国
道
５
号
線

を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
部
を
構
成
す

る
環
状
道
路
で
、
ニ
ャ
ッ
タ
ン
橋
と
並
ぶ

日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
協
力
関
係
を
象
徴
す

る
円
借
款
事
業
の
ひ
と
つ
で
す
。当
工
事

は
、
そ
の
延
長
区
間
で
あ
る
マ
イ
ジ
ッ
ク

か
ら
南
タ
ン
ロ
ン
区
間（
約
５
・
５
㎞
）の

う
ち
、南
側
の
２
・
７
㎞（
橋
長
２
・
２
㎞

お
よ
び
ア
プ
ロ
ー
チ
道
路
０
・
５
㎞
）で
す
。

　

当
工
事
の
特
徴
は
、
そ
の
全
長
の
ほ
と
ん

ど
を
占
め
る
３
〜
５
径
間
連
続
ス
ー
パ
ー

Ｔ
桁
橋
で
す
。ス
ー
パ
ー
Ｔ
桁
橋
と
は
、
ベ
ト

ナ
ム
で
は
既
に
標
準
化
さ
れ
て
い
る
P
C
合

成
桁
の
こ
と
で
す
。

　
ス
ー
パ
ー
T
桁
と
呼
ば
れ
る
プ
レ
テ
ン

シ
ョ
ン
桁
は
、
外
観
こ
そ
T
桁
で
す
が
実
際

は
細
幅
の
U
桁
断
面
で
す
。こ
れ
を
隙
間
な

く
敷
き
並
べ
て
橋
脚
上
の
各
々
の
ゴ
ム
沓
の

上
に
架
設
し
た
後
、開
口
部
を
R
C
板
で
塞

ぎ
、そ
の
上
に
現
場
打
ち
で
上
床
版
を
構
築

す
る
こ
と
で
P
C
桁
と
R
C
床
版
を
合
成

す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
長
さ
34
ｍ
か
ら
38
ｍ
の
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
桁
を
、現
場
か
ら
約
20
㎞
離
れ
た
桁
製

作
ヤ
ー
ド
（
約
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
で
製
作
し
、

専
用
の
ト
レ
ー
ラ
ー
で
運
搬
し
て
、
２
台
の

ト
ラ
ッ
ク
ク
レ
ー
ン
（
２
０
０
t
と
１
１
０

t
）の
相
吊
り
で
桁
全
数
５
４
３
本（
52
径

間
）
を
架
設
し
ま
し
た
。既
存
の
幹
線
道
路

の
中
央
に
作
業
帯
を
設
け
、制
約
の
あ
る
中

で
、無
事
故
で
桁
架
設
を
完
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

当
初
着
工
時
の
課
題
は
、
ハノ
イ
市
発
注

の
幹
線
道
路
拡
幅
工
事
と
同
じ
施
工
場
所

で
高
架
橋
を
建
設
す
る
に
あ
た
り
、ほ
と
ん

ど
の
住
宅
の
立
退
き
が
な
さ
れ
ず
、
用
地
収

用
が
遅
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。そ
の
た
め
、
平

成
30
年
１
月
に
起
工
式
を
行
っ
た
の
ち
、
５

月
の
着
工
ま
で
工
事
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。当
工
区
の
用
地
収
用
が

完
了
し
た
の
は
、
起
工
式
か
ら
約
１
年
後
で

し
た
。用
地
収
用
が
遅
れ
た
範
囲
で
は
、
工

程
促
進
の
た
め
に
、各
施
工
の
設
備
及
び
施

工
班
数
を
追
加
し
ま
し
た
。最
大
で
、
場
所

打
ち
杭
６
チ
ー
ム
、
下
部
工
６
チ
ー
ム
、
橋

脚
頭
部
の
型
枠
支
保
工
８
セ
ッ
ト
と
し
て
、

橋 名

発 注 者 名

施工会社名
施 工 場 所
工 期

構 造 形 式

橋 長
最大支間長
架 設 方 法

マイジック高架橋（まいじっくこうかきょう）

ベトナム社会主義共和国運輸省 
タンロン工事管理局
三井住友・CIENCO４JV
ベトナム社会主義共和国 ハノイ市
平成30年5月～令和2年9月
3～ 5径間連続スーパー T桁橋、
3径間連続ラーメン合成床版橋

2,243.7m（施工区間：2041.5m、 202.7m）
40.0m、78.0m
トラッククレーン架設

工
程
促
進
を
図
り
ま
し
た
。

　
施
工
中
は
、用
地
収
用
問
題
の
ほ
か
、度
重

な
る
設
計
変
更
、Ｊ
Ｖ
パー
ト
ナ
ー
で
あ
る
地

元
業
者
と
の
協
議
、
労
務
問
題
に
起
因
す
る

進
捗
の
遅
れ
、さ
ら
に
、工
事
終
盤
で
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
・
課
題
が
あ
り
ま
し

た
が
、令
和
元
年
10
月
に
、無
事
に
開
通
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。開
通
式
に
は
、チ
ュ
・
オ
ン
・

ホ
ア
・
ビ
ン
副
首
相
や
グ
エン
・
バン
・
テ
ィ
ー

交
通
運
輸
相
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
に
出
席

い
た
だ
き
ま
し
た
。マ
イ
ジ
ッ
ク
〜
南
タ
ン
ロ
ン

区
間
の
開
通
に
よ
り
、ハノ
イ
市
内
の
慢
性
的

な
交
通
渋
滞
の
解
消
と
、ノ
イ
バイ
国
際
空
港

か
ら
ハノ
イ
市
中
心
部
への
移
動
時
間
の
短
縮

に
貢
献
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

         ﹇
三
井
住
友
建
設
㈱　

北
山 

民
彦
﹈

▲ 幹線道路に作業帯を設けての架設

▲ ヤードにてT桁製作

▲ トラッククレーン架設

▲ 上空より望む工事完了状況

ハノイ市
中心部

国
       道

　　　　　　5　　
　　　　      号　
　　　　　　　 線

タンロン
工業団地
ソンホン川

西湖

ホーチミン廟

ノイバイ
国際空港

マイジック高架橋
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重要文化財に
第一大戸川橋梁が
指定される

▲ 建設直後の状況（SLが通過中、写真提供：極東鋼弦コンクリート振興㈱）

　

第
一
大
戸
川
橋
梁
は
1
9
5
4
年
に
国
鉄

信
楽
線
（
現
在
は
信
楽
高
原
鐵
道
）
雲
井

|
信
楽
間
に
造
ら
れ
た
最
初
の
本
格
的
な

P
C
鉄
道
橋
で
あ
る
。場
所
は
滋
賀
県
甲
賀

市
信
楽
町
勅
旨
に
あ
る
。

　

我
国
の
鉄
道
橋
梁
の
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ

ン
ク
リ
ー
ト
（
P
C
）
技
術
へ
の
取
り
組
み

は
、国
鉄
構
造
物
設
計
事
務
所
の
前
身
で
あ

る
鉄
道
省
鉄
道
技
術
研
究
所
第
2
部
に
お

い
て
、1
9
4
3
年
ご
ろ
か
ら
、プ
レ
テ
ン

シ
ョ
ン
桁
の
実
験
を
始
め
た
こ
ろ
に
始
ま
る
。

1
9
3
8
年
に
仁
杉
巌
博
士
は
国
鉄
に
入

社
し
、こ
の
技
術
研
究
所
第
2
部
に
配
属
さ

れ
て
い
る
。す
ぐ
に
軍
に
召
集
さ
れ

1
9
4
3
年
に
研
究
所
に
戻
っ
て
い
る
。こ

の
こ
ろ
、吉
田
徳
次
郎
博
士
が
研
究
所
の
顧

問
を
さ
れ
、そ
の
指
導
の
下
に
仁
杉
博
士
が

プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
桁
の
試
験
を
担
当
し
て
い
る
。

そ
の
後
を
猪
俣
俊
司
博
士
が
研
究
を
引
き

継
い
で
い
る
。P
C
桁
の
研
究
の
目
的
は
、当

時
高
価
だ
っ
た
鋼
材
を
減
ら
す
た
め
、鋼
材

の
少
な
い
構
造
を
開
発
す
る
こ
と
で
あ
っ
た

と
の
こ
と
を
仁
杉
博
士
か
ら
直
接
う
か
が
っ

た
こ
と
も
あ
る
。

　

プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
は
枕
木
に
実
用
化

さ
れ
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
鉄
道
橋
の
長
大
化
は

ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
に
よ
っ
て
実
現
し
て

い
っ
た
。

　

仁
杉
博
士
が
大
阪
工
事
事
務
所
の
次
長

の
時
代
に
、信
楽
線
の
大
戸
川
に
か
か
っ
て

い
た
ス
パ
ン
10
m
の
鋼
桁
3
連
が
大
雨
に
よ

る
増
水
で
流
さ
れ
た
。そ
の
復
旧
に
P
C
桁

を
採
用
す
る
こ
と
を
決
め
た
の
が
仁
杉
博

士
で
あ
る
。基
本
設
計
は
、フ
ラ
ン
ス
人
技

師
コ
バ
ニ
コ
氏
（
極
東
鋼
弦
コ
ン
ク
リ
ー
ト

振
興
㈱
（
F
K
K
）
）
が
行
い
、国
鉄
の

特
殊
設
計
室
長
、友
永
和
夫
博
士
を
中
心

に
、吉
田
博
士
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、大

阪
工
事
事
務
所
に
て
、最
終
設
計
が
行
わ
れ

た
。フ
レ
シ
ネ
ー
工
法
は
1
9
5
2
年
に
、

国
鉄
入
社
が
仁
杉
博
士
よ
り
3
年
先
輩
の

藤
田
亀
太
郎
氏
が
日
本
に
導
入
し
、

F
K
K
を
設
立
し
て
い
る
。こ
の
第
一
大
戸

川
橋
梁
に
は
フ
レ
シ
ネ
ー
工
法
が
使
わ
れ
た
。

そ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
マ
グ
ネ
ル
方
式
の

定
着
工
法
に
比
べ
て
一
度
に
12
本
の
P
C
鋼

線
が
緊
張
、定
着
で
き
る
の
で
作
業
能
率
の

向
上
に
貢
献
し
た
。

　

第
一
大
戸
川
橋
梁
は
、
そ
れ
ま
で
東
京
駅

構
内
の
ス
パ
ン
10
m
の
ホ
ー
ム
桁
や
大
阪
駅

構
内
に
用
い
ら
れ
て
い
た
ス
パ
ン
4
・
8
m

の
軌
道
桁
の
ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
で
の

実
績
か
ら
一
気
に
ス
パ
ン
30
m
の
本
格
的
な

橋
梁
と
し
て
設
計
さ
れ
た
。コ
ン
ク
リ
ー
ト

強
度
は
4
5
0
㎏f
／
㎠
で
、
桁
高
／
ス
パ
ン

は
1
／
23
と
い
う
今
で
も
高
い
技
術
が
必

要
な
計
画
と
な
っ
て
い
る
。支
承
構
造
は
フ

ラ
ン
ス
で
用
い
ら
れ
て
い
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ロ
ッ
カ
ー
シ
ュ
ー
が
用
い
ら
れ
た
。コ
ン
ク

リ
ー
ト
は
、水
セ
メ
ン
ト
比
36
％
、ス
ラ
ン
プ

３
㎝
、
C
＝
4
5
0
㎏
／
㎥
が
用
い
ら
れ
た
。

グ
ラ
ウ
ト
は
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
混
入
W
／

（
C
＋
F
）＝
48
％
が
用
い
ら
れ
た
。

　

菅
原
操
博
士
は
、
第
一
大
戸
川
建
設
当
時

は
鉄
道
技
術
研
究
所
に
所
属
し
て
い
た
が
、

施
工
現
場
に
出
向
し
、
現
場
で
の
施
工
指
導

に
当
た
っ
て
い
る
。コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
施
工
や
、

緊
張
管
理
、グ
ラ
ウ
ト
の
配
合
、ク
リ
ー
プ
の

計
測
な
ど
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。現
地

に
は
、
乾
燥
収
縮
な
ど
の
計
測
用
の
供
試
体

が
建
設
当
時
か
ら
今
に
至
る
ま
で
お
い
て
あ

る
。桁
の
た
わ
み
や
、供
試
体
の
収
縮
な
ど
建

設
後
数
年
間
継
続
さ
れ
P
C
技
術
の
発
展

に
貢
献
し
た
。30
年
経
過
（
1
9
8
4
年
）

し
た
と
き
に
、
私
も
菅
原
博
士
と
一
緒
に
現

地
に
行
っ
て
計
測
を
行
っ
た
。そ
の
結
果
は

P
C
技
術
協
会
誌
（
V
o
l
・
29
、
N
o
・

4
、
1
9
8
7
）に
報
告
し
て
い
る
が
、
非
常

に
健
全
な
状
況
で
あ
っ
た
。

　

50
年
経
過
し
た
と
き
に
土
木
学
会
の
委
員

会
で
の
調
査
も
行
わ
れ
て
い
る
。そ
の
結
果
で

も
健
全
で
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中
性
化
も
ほ
と

ん
ど
進
ん
で
い
な
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

1
9
6
4
年
に
完
成
し
た
東
海
道
新
幹

線
に
は
約
4
0
0
連
の
P
C
桁
が
採
用
さ

れ
る
な
ど
、そ
の
後
の
新
幹
線
、高
速
道
路

な
ど
に
多
く
の
P
C
橋
梁
採
用
の
先
駆
け

に
本
橋
梁
が
な
っ
て
い
る
。

　

第
一
大
戸
川
橋
梁
が
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
は
、P
C
技
術
が
評
価
さ
れ

た
も
の
で
、こ
れ
を
契
機
に
よ
り
一
層
の

P
C
技
術
の
発
展
を
期
待
す
る
。
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梁
は
1
9
5
4
年
に
国
鉄

信
楽
線
（
現
在
は
信
楽
高
原
鐵
道
）
雲
井
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ト
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P
C
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技
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の
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み
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鉄
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造
物
設
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所
の
前
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で
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鉄
道
省
鉄
道
技
術
研
究
所
第
2
部
に
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、1
9
4
3
年
ご
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ら
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の
実
験
を
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め
た
こ
ろ
に
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る
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9
3
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杉
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博
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国
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に
入
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技
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所
第
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部
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召
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れ
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9
4
3
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に
研
究
所
に
戻
っ
て
い
る
。こ

の
こ
ろ
、吉
田
徳
次
郎
博
士
が
研
究
所
の
顧

問
を
さ
れ
、そ
の
指
導
の
下
に
仁
杉
博
士
が

プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
桁
の
試
験
を
担
当
し
て
い
る
。

そ
の
後
を
猪
俣
俊
司
博
士
が
研
究
を
引
き

継
い
で
い
る
。P
C
桁
の
研
究
の
目
的
は
、当

時
高
価
だ
っ
た
鋼
材
を
減
ら
す
た
め
、鋼
材

の
少
な
い
構
造
を
開
発
す
る
こ
と
で
あ
っ
た

と
の
こ
と
を
仁
杉
博
士
か
ら
直
接
う
か
が
っ
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こ
と
も
あ
る
。

　

プ
レ
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シ
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ン
方
式
は
枕
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に
実
用
化
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れ
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ク
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ト
鉄
道
橋
の
長
大
化
は

ポ
ス
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テ
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シ
ョ
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方
式
に
よ
っ
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実
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し
て

い
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杉
博
士
が
大
阪
工
事
事
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所
の
次
長

の
時
代
に
、信
楽
線
の
大
戸
川
に
か
か
っ
て

い
た
ス
パ
ン
10
m
の
鋼
桁
3
連
が
大
雨
に
よ

る
増
水
で
流
さ
れ
た
。そ
の
復
旧
に
P
C
桁

を
採
用
す
る
こ
と
を
決
め
た
の
が
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杉
博

士
で
あ
る
。基
本
設
計
は
、フ
ラ
ン
ス
人
技

師
コ
バ
ニ
コ
氏
（
極
東
鋼
弦
コ
ン
ク
リ
ー
ト

振
興
㈱
（
F
K
K
）
）
が
行
い
、国
鉄
の

特
殊
設
計
室
長
、友
永
和
夫
博
士
を
中
心

に
、吉
田
博
士
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、大

阪
工
事
事
務
所
に
て
、最
終
設
計
が
行
わ
れ

た
。フ
レ
シ
ネ
ー
工
法
は
1
9
5
2
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に
、

国
鉄
入
社
が
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杉
博
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よ
り
3
年
先
輩
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藤
田
亀
太
郎
氏
が
日
本
に
導
入
し
、

F
K
K
を
設
立
し
て
い
る
。こ
の
第
一
大
戸

川
橋
梁
に
は
フ
レ
シ
ネ
ー
工
法
が
使
わ
れ
た
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そ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
マ
グ
ネ
ル
方
式
の

定
着
工
法
に
比
べ
て
一
度
に
12
本
の
P
C
鋼

線
が
緊
張
、定
着
で
き
る
の
で
作
業
能
率
の

向
上
に
貢
献
し
た
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第
一
大
戸
川
橋
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は
、
そ
れ
ま
で
東
京
駅

構
内
の
ス
パ
ン
10
m
の
ホ
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ム
桁
や
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駅

構
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に
用
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ら
れ
て
い
た
ス
パ
ン
4
・
8
m

の
軌
道
桁
の
ポ
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ト
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ョ
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方
式
で
の

実
績
か
ら
一
気
に
ス
パ
ン
30
m
の
本
格
的
な

橋
梁
と
し
て
設
計
さ
れ
た
。コ
ン
ク
リ
ー
ト

強
度
は
4
5
0
㎏f
／
㎠
で
、
桁
高
／
ス
パ
ン

は
1
／
23
と
い
う
今
で
も
高
い
技
術
が
必

要
な
計
画
と
な
っ
て
い
る
。支
承
構
造
は
フ

ラ
ン
ス
で
用
い
ら
れ
て
い
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ロ
ッ
カ
ー
シ
ュ
ー
が
用
い
ら
れ
た
。コ
ン
ク

リ
ー
ト
は
、水
セ
メ
ン
ト
比
36
％
、ス
ラ
ン
プ

３
㎝
、
C
＝
4
5
0
㎏
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が
用
い
ら
れ
た
。

グ
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ウ
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フ
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イ
ア
ッ
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ュ
混
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W
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（
C
＋
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％
が
用
い
ら
れ
た
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菅
原
操
博
士
は
、
第
一
大
戸
川
建
設
当
時

は
鉄
道
技
術
研
究
所
に
所
属
し
て
い
た
が
、

施
工
現
場
に
出
向
し
、
現
場
で
の
施
工
指
導

に
当
た
っ
て
い
る
。コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
施
工
や
、

緊
張
管
理
、グ
ラ
ウ
ト
の
配
合
、ク
リ
ー
プ
の

計
測
な
ど
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。現
地

に
は
、
乾
燥
収
縮
な
ど
の
計
測
用
の
供
試
体

が
建
設
当
時
か
ら
今
に
至
る
ま
で
お
い
て
あ

る
。桁
の
た
わ
み
や
、供
試
体
の
収
縮
な
ど
建

設
後
数
年
間
継
続
さ
れ
P
C
技
術
の
発
展

に
貢
献
し
た
。30
年
経
過
（
1
9
8
4
年
）

し
た
と
き
に
、
私
も
菅
原
博
士
と
一
緒
に
現

地
に
行
っ
て
計
測
を
行
っ
た
。そ
の
結
果
は

P
C
技
術
協
会
誌
（
V
o
l
・
29
、
N
o
・

4
、
1
9
8
7
）に
報
告
し
て
い
る
が
、
非
常

に
健
全
な
状
況
で
あ
っ
た
。

　

50
年
経
過
し
た
と
き
に
土
木
学
会
の
委
員

会
で
の
調
査
も
行
わ
れ
て
い
る
。そ
の
結
果
で

も
健
全
で
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中
性
化
も
ほ
と

ん
ど
進
ん
で
い
な
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

1
9
6
4
年
に
完
成
し
た
東
海
道
新
幹

線
に
は
約
4
0
0
連
の
P
C
桁
が
採
用
さ

れ
る
な
ど
、そ
の
後
の
新
幹
線
、高
速
道
路

な
ど
に
多
く
の
P
C
橋
梁
採
用
の
先
駆
け

に
本
橋
梁
が
な
っ
て
い
る
。

　

第
一
大
戸
川
橋
梁
が
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
は
、P
C
技
術
が
評
価
さ
れ

た
も
の
で
、こ
れ
を
契
機
に
よ
り
一
層
の

P
C
技
術
の
発
展
を
期
待
す
る
。

▲ コンクリートロッカーシュー（可動） ▲ コンクリートロッカーシュー（固定）

▲ 現在の状況（写真提供：甲賀市） ▲ 主桁と支承

▲ 橋梁近くの供試体
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は
じ
め
に

　

私
が
最
初
に
橋
造
り
に
触
れ
た
の
は
、学

校
の
授
業
で
橋
の
模
型
造
り
を
行
っ
た
と

き
の
こ
と
で
し
た
。そ
の
授
業
は
選
択
制
で
、

特
に
橋
に
興
味
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

他
の
も
の
よ
り
楽
し
そ
う
と
い
う
だ
け
で

選
ん
だ
も
の
で
し
た
。し
か
し
私
は
、そ
こ
か

ら
徐
々
に
橋
造
り
の
魅
力
に
取
り
つ
か
れ
て

い
き
ま
し
た
。そ
の
頃
地
元（
鹿
児
島
県
）で

の
就
職
先
に
悩
ん
で
い
た
私
は
、
模
型
造
り

の
担
当
を
し
て
い
た
先
生
か
ら
、
県
内
の
企

業
で
橋
の
施
工
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
こ
と
を
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。そ
こ

で
模
型
で
は
な
く
本
物
の
橋
の
製
作
に
携

わ
り
た
い
と
思
い
は
じ
め
て
い
た
私
は
、
そ

の
企
業
、
コ
ー
ア
ツ
工
業
に
入
社
す
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。私
は
、
入
社
し
て
か
ら
こ

れ
ま
で
に
14
箇
所
の
現
場
で
P
C
橋
の
施

工
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。今
回
は
、そ
の
中

か
ら
初
め
て
の
片
持
架
設
工
法
の
P
C
4

径
間
連
続
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
の
現
場
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

初
め
て
の
片
持
架
設
工
法
の
現
場

　
紹
介
す
る
現
場
は
、鹿
児
島
県
霧
島
市
隼

人
町
に
位
置
す
る
新
設
の
P
C
橋
の
工
事
で

す
。工
事
の
目
的
は
、現
道
の
線
形
不
良
や
急

勾
配
区
間
の
改
善
を
行
い
、
道
路
交
通
の
安

全
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
鹿
児
島
空
港
へ

の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
の
工
事
の
ひ
と
つ

に
な
り
ま
す
。橋
長
は
3
5
2
m
、工
期
は
約

2
年
半
で
、
私
が
経
験
し
た
中
で
は
最
大
規

模
の
現
場
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
に
経

験
し
て
き
た
現
場
は
、
橋
桁
を
1
径
間
毎
に

ク
レ
ー
ン
等
を
使
っ
て
架
設
を
行
う
工
法
ば

か
り
で
し
た
が
、こ
の
現
場
は
橋
脚
の
左
右
か

ら
移
動
作
業
車
を
使
っ
て
、1
ブ
ロ
ッ
ク （
3

ｍ
〜
4
ｍ
）
毎
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
↓

P
C
鋼
材
緊
張
を
繰
り
返
し
、
バ
ラ
ン
ス
を

と
り
な
が
ら
張
出
し
て
施
工
す
る
工
法
で
す
。

徐
々
に
橋
桁
が
伸
び
完
成
に
近
づ
く
様
子
は

と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
工
事
で
は
現
場
研
修
会
や

夏
休
み
の
親
子
見
学
会
等
が
多
数
実
施
さ

れ
、
多
く
の
人
に
日
頃
な
か
な
か
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
橋
梁
の
現
場
や
重
機
等
に

触
れ
合
う
機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
、

私
に
と
っ
て
も
有
意
義
な
現
場
と
な
り
ま

し
た
。現
在
は
ま
だ
他
工
事
が
行
わ
れ
て

お
り
、
開
通
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

休
日
の
過
ご
し
方

　

休
日
は
、
現
場
近
く
の
温
泉
や
サ
ウ
ナ

コーアツ工業株式会社
工事部 工事一課

大迫 正和

PC橋との出会いと
現場の魅力

を
探
し
て
よ
く
行
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に

最
近
は
、
世
間
的
に
も
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
趣
味
に
し
よ
う
と

キ
ャ
ン
プ
用
品
店
に
よ
く
行
っ
た
り
も
し

て
い
ま
す
。ま
た
、こ
れ
ま
で
長
期
休
暇
に

は
、旅
行
に
よ
く
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、現

在
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
旅
行

に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
家
で

お
と
な
し
く
映
画
鑑
賞
を
し
た
り
、
近
く

で
食
事
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

最
後
に

　

入
社
し
て
8
年
が
経
ち
、
こ
れ
ま
で
に

は
半
年
程
の
工
期
の
小
さ
な
現
場
で
所
長

を
務
め
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。な
か
な

か
ス
ム
ー
ズ
に
現
場
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
ず
、悩
む
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。し

か
し
、
そ
れ
で
も
な
ん
と
か
無
事
に
工
事

を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
時
は
、
悩

ん
だ
数
だ
け
達
成
感
が
あ
り
、
少
な
か
ら

ず
成
長
で
き
て
い
る
と
実
感
し
、
こ
の
仕

事
に
就
い
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
私
は
、
鹿
児
島
県
発
注
の
工
事
で

現
場
代
理
人
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

工
期
は
2
年
程
で
、
現
場
代
理
人
と
し
て

勤
務
す
る
も
の
と
し
て
は
一
番
規
模
の
大

き
な
現
場
に
な
り
ま
す
。こ
の
現
場
が
終

わ
る
こ
ろ
に
は
今
よ
り
さ
ら
に
成
長
で
き

る
よ
う
に
日
々
勉
強
し
、
現
場
を
無
事
故

で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
に
努
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

▲ 初めての片持架設工法の現場▲ 親子現場見学会 ▲ 所長として初めて担当した現場
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悪
戦
苦
闘
の
毎
日

　

多
く
の
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る

土
木
の
魅
力
に
惹
か
れ
、
こ
の
仕
事
に
携

わ
る
よ
う
に
な
っ
て
約
20
数
年
経
過
し
ま

し
た
。
私
は
現
在
、
劣
化
し
た
Ｒ
Ｃ
床
版

を
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
床
版
へ
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
す
る
工
事
の
設
計
に
携
わ
っ
て
お
り
、
慣

れ
な
い
鋼
桁
の
図
面
と
向
き
合
い
な
が
ら

悪
戦
苦
闘
す
る
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

橋
の
町
医
者
的
な
難
し
さ
と

現
場
完
工
の
充
実
感
を
経
験
し
て

　
入
社
後
、
数
年
間
は
新
設
橋
の
設
計
や
既

設
橋
の
補
修
・
補
強
設
計
業
務
に
携
わ
り
ま

し
た
。も
の
づ
く
り
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
感
じ
ら

れ
る
楽
し
さ
の一方
で
、補
修
・
補
強
設
計
業

務
で
は
診
断
や
対
応
策
の
提
案
と
い
う
内
容

に
、
経
験
間
も
な
い
自
分
が
『
橋
の
町
医
者
』

的
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
、よ
く
悩
ん
だ
も

の
で
す
。

　

入
社
６
年
目
に
所
長
と
し
て
現
場
を
担

当
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
固
定
式
支
保
工

架
設
の
現
場
を
経
験
し
ま
し
た
。念
願
の
現

場
勤
務
に
胸
を
弾
ま
せ
赴
任
し
た
も
の
の
、

材
料
の
手
配
ミ
ス
で
職
長
さ
ん
か
ら
怒
鳴

ら
れ
落
胆
し
、
ト
イ
レ
を
皆
で
共
有
す
る
環

境
に
馴
染
め
ず
、
こ
っ
そ
り
近
く
の
公
園
の

ト
イ
レ
を
利
用
す
る
日
々
に
女
性
で
あ
る
こ

と
を
悲
観
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。何
か

ら
始
め
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
状
態
で
し
た

が
、先
輩
等
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、無

事
に
橋
を
架
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

竣
工
後
、
地
元
の
方
に
感
謝
さ
れ
た
こ

と
や
、
祖
母
と
母
を
現
場
へ
案
内
し
た
際

に
、「
よ
く
頑
張
っ
た
」と
労
っ
て
も
ら
っ

た
こ
と
は
、
今
で
も
私
の
働
く
励
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。当
時
は
、現
場
に
従
事
す

る
女
性
技
術
職
は
非
常
に
少
な
く
、
女
性

で
も「
橋
を
造
る
仕
事
」に
携
わ
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
と
自
信
に
な
り
ま
し
た
。

「
女
性
活
躍
」
と
い
う
言
葉
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
な
か
で

　
初
め
て
の
現
場
勤
務
か
ら
10
年
後
、
再
び

現
場
へ
赴
任
す
る
機
会
が
訪
れ
ま
し
た
。
数

年
ほ
ど
橋
梁
を
施
工
す
る
仕
事
か
ら
離
れ
た

ブ
ラ
ン
ク
に
不
安
を
抱
き
、
更
に
は
、
建
設

業
界
で
謳
わ
れ
始
め
た
「
女
性
活
躍
」
と
い

う
言
葉
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
な
が
ら
の
現

場
勤
務
で
し
た
。
桁
高
２
・
７
ｍ
あ
る
セ
グ

メ
ン
ト
桁
の
す
ぐ
そ
ば
で
出
来
形
計
測
な
ど

を
行
う
作
業
で
は
、
誰
に
で
も
で
き
な
い
仕

事
に
携
わ
れ
て
い
る
誇
り
を
感
じ
な
が
ら
も
、

そ
の
圧
倒
的
な
存
在
感
に
恐
怖
を
覚
え
る
こ

と
も
あ
り
、
ま
た
、
酷
暑
の
な
か
で
の
熱
中

♯003 仕事場拝見

オリエンタル白石株式会社
福岡支店技術部 技術チーム

下川　愛

人と人とを
つなぐ仕事

症
や
日
焼
け
対
策
に
苦
戦
し
た
り
、
ス
ズ
メ

バチ
と
遭
遇
し
た
り
と
、
内
勤
で
は
で
き
な
い

経
験
を
し
な
が
ら
無
事
に
橋
を
架
け
る
目
標

に
向
か
っ
て
現
場
勤
務
に
奮
闘
し
ま
し
た
。

　
こ
の
現
場
で
は
、
発
注
者
と
協
働
で
多
く

の
現
場
見
学
者
や
研
修
生
を
受
入
れ
、
訪
れ

た
参
加
者
に
土
木
で
働
く
女
性
を
直
接
「
見

て
、
聞
い
て
、
話
し
て
」
も
ら
い
、
土
木
の
楽

し
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
と
い
う
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、（一
社
）

日
本
建
設
業
連
合
会
が
取
組
ん
で
い
る
『
第

１
回
け
ん
せ
つ
小
町
活
躍
推
進
表
彰
』
で
優

秀
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当

時
の
国
土
交
通
大
臣
に
も
お
会
い
す
る
こ
と

が
で
き
、
大
変
貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

誰
も
が
で
き
な
い
仕
事
に

誇
り
と
感
謝
を
忘
れ
ず

　

社
会
で
は
、
状
況
や
環
境
な
ど
自
分
で

は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、
理
解
し
あ
え
る
仲
間
や
職
場
環
境

が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
人
で
も
活
躍
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
モ
ノ
を
造
る
仕
事
を
離
れ
よ
う

と
悩
ん
だ
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
理
解

と
支
援
を
し
て
下
さ
っ
た
方
々
の
お
か
げ
で
、

土
木
の
世
界
で
仕
事
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
土
木
の
魅
力
は
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル
感
の
大

き
さ
と
、
人
々
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る
生
活

環
境
の
整
備
で
す
。
誰
も
が
で
き
な
い
仕
事

に
携
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
誇
り
と
感
謝
を
忘

れ
ず
、
人
と
人
を
繋
ぐ
構
造
物
を
造
り
、
人

と
人
を
繋
げ
る
橋
渡
し
が
で
き
る
よ
う
に
。

▲ けんせつ小町活躍推進表彰優秀賞の記念盾 ▲ 10 年ぶりの現場 ▲ 所長として初めて担当した現場
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入
社
か
ら
現
場
研
修

　

私
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
、も
の
づ
く
り
に

興
味
が
あ
り
漠
然
と
建
設
業
や
土
木
関
係

に
就
職
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。大

学
在
学
中
に
何
十
年
も
社
会
に
形
が
残
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
を
作
っ
て
い
る
当
社
に

興
味
を
惹
か
れ
、入
社
に
至
り
ま
し
た
。 

　

入
社
後
に
一
番
初
め
に
苦
労
し
た
こ
と

が
橋
梁
の
用
語
を
覚
え
る
こ
と
で
し
た
。

建
築
学
科
出
身
の
私
は
上
部
工
・
支
承
・

ウ
ェ
ブ
な
ど
、ど
れ
も
聞
き
覚
え
の
な
い

言
葉
ば
か
り
で
し
た
。

　

け
れ
ど
も
現
場
研
修
で
用
語
や
図
面
の

見
方
、測
量
器
具
の
据
え
方
や
操
作
方
法
、

鉄
筋
の
配
筋
写
真
と
撮
影
方
法
等
の
多
く

を
一
か
ら
学
び
ま
し
た
。

今
で
も
忘
れ
な
い
初
め
て
の
橋

　

研
修
を
経
て
入
社
後
２
年
目
の
私
は
プ

レ
テ
ン
シ
ョ
ン
桁
の
現
場
架
設
の
担
当
と

し
て
従
事
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
施
工
の
段
取
り
も
分
か
ら
ず
不

安
な
気
持
ち
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。し
か

し
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
、「
分
か
ら
な
い
か

ら
教
え
て
く
だ
さ
い
！
」と
い
う
気
持
ち
で

上
司
や
職
人
さ
ん
と
話
を
し
て
い
く
と
現

場
で
次
に
必
要
な
こ
と
や
現
場
自
体
の
流

れ
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ

れ
か
ら
は
自
分
で
考
え
た
こ
と
を
発
信
し

て
相
談
や
打
ち
合
わ
せ
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、自
分
の
手
で
現
場
が
進
捗
し
て
い
る

と
い
う
実
感
と
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。そ
の

現
場
で
中
央
分
離
帯
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

打
設
し
た
翌
日
、自
分
の
測
量
で
橋
の
形
が

で
き
た
こ
と
に
感
動
と
嬉
し
さ
を
感
じ
ま

し
た
。ま
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
表
面
に
触
れ

た
時
に「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
温
度
っ
て
こ
ん
な

に
熱
く
な
る
ん
だ
!
」と
思
っ
た
こ
と
を
今

で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

現
在
の
現
場
は
名
馬
の
産
地

　

現
在
私
は
北
海
道
日
高
地
方
の
新
冠
町

で
Ｐ
Ｃ
連
続
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
の
現
場
に

従
事
し
て
い
ま
す
。

　

業
務
内
容
は
主
に
工
程
管
理
や
施
工
資

料
の
作
成
、資
機
材
の
手
配
等
で
す
。現
場

は
太
平
洋
の
す
ぐ
近
く
で
、海
風
が
強
い

日
も
あ
り
ま
す
が
晴
れ
た
日
に
は
水
平
線

に
夕
日
が
沈
ん
で
い
く
景
色
を
橋
の
上
か

ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

新
冠
町
は「
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
の
ま
ち
」と

も
言
わ
れ
て
お
り
、あ
ま
り
詳
し
く
は
な

い
私
で
も
知
っ
て
い
る
ハ
イ
セ
イ
コ
ー
や

日本高圧コンクリート株式会社
PC事業部札幌支社 工事部

鈴木 篤朗

橋は社会に残る

ナ
リ
タ
ブ
ラ
イ
ア
ン
、昨
年
の
無
敗
の
三

冠
馬
コ
ン
ト
レ
イ
ル
な
ど
日
本
を
代
表
す

る
名
馬
の
産
地
と
し
て
有
名
で
す
。国
道

２
３
５
号
線
か
ら
折
れ
て
山
間
部
に
向
か

う
道
道
沿
い
は
、通
称
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
銀

座
と
呼
ば
れ
、多
く
の
牧
場
や
競
走
馬
関

連
の
施
設
が
あ
り
ま
す
。か
つ
て
の
名
馬

が
遊
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
よ
く
見
か
け
る

の
で
、現
場
と
宿
舎
の
車
の
往
復
も
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

い
と
し
の
家
族

　

休
日
は
、妻
と
１
歳
に
な
る
子
ど
も
と

よ
く
買
い
物
に
出
か
け
、オ
ム
ツ
や
ミ
ル

ク
な
ど
を
い
っ
ぱ
い
抱
え
て
妻
と
ふ
た
り

で
せ
っ
せ
と
家
に
運
ん
で
い
ま
す
。

　

最
近
、子
ど
も
は
小
走
り
を
し
た
り
、少

し
ず
つ
言
葉
を
話
し
ま
す
。少
し
前
ま
で

ハ
イ
ハ
イ
も
で
き
な
か
っ
た
の
に
！ 

と
成

長
に
驚
き
と
喜
び
を
感
じ
つ
つ
も
、机
の

上
の
物
を
落
と
す
な
ど
ヤ
ン
チ
ャ
な
と
こ

ろ
も
目
立
っ
て
き
ま
し
た
…
。

　

私
が
出
張
中
も
保
育
園
で
熱
を
出
し
た

子
ど
も
の
お
迎
え
に
走
っ
て
く
れ
た
り
、

夜
中
に
夜
泣
き
す
る
子
ど
も
を
あ
や
し
て

く
れ
て
い
る
妻
を
尊
敬
し
て
い
ま
す
し
、

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
、妻
と
子
ど
も
と
一
緒
に
出
掛
け

て
私
が
施
工
し
た
橋
梁
を
渡
り「
こ
の
橋

は
お
父
さ
ん
が
作
っ
た
橋
な
ん
だ
ぞ
！
」

と
自
慢
す
る
こ
と
が
夢
で
す
。

▲ 現在の現場▲ サラブレッド銀座駐車公園にて ▲ 初めての現場

に
い
か
っ
ぷ
ち
ょ
う
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　前回ご紹介したように、プレストレストコンク
リートとは、コンクリートにあらかじめ（プレ）圧
縮力（ストレス）を与えることで強度を高めたコ
ンクリートのことです。
　プレストレスは、PC鋼材を引っ張って（この作
業を「緊張」といいます）、コンクリートと固定し
て、緊張により伸びたPC鋼材が縮もうとする力
を利用してコンクリートに圧縮力を与えます。
　プレストレスの導入方法には、ポストテンショ
ン方式とプレテンション方式があります。

● ポストテンション方式
　ポストテンション（post-tensioning）方式と

は、コンクリート打設前にPC鋼材を挿入する
シース（円筒形の管）を配置し、コンクリート打
設後、PC鋼材を挿入し緊張します。PC鋼材の復
元力によりコンクリートにプレストレスを導入し
ます。

● プレテンション方式
　プレテンション（pre-tensioning）方式とは、
鉄筋、型枠を組み立てる前に、PC鋼材を２つの
反力台（PC鋼材を止める台)の間に設置して、コ
ンクリート打設前に緊張しておき、コンクリート
打設後緊張力を徐々に弱めることでコンクリー
トにプレストレスを導入します。

よくわかる！
PC基礎講座

②

♯004

ポストテンションと
プレテンション

ポストテンション方式 プレテンション方式

※コンクリート打設後にPC鋼材を緊張 ※コンクリート打設前にPC鋼材を緊張

プレテンション方式の場合、
プレストレスの保持は
コンクリートと鋼材の
付着力によるんだ

ポストテンション方式の場合、
プレストレスは定着具で

保持するんだ

定着具

プレストレス
P

プレストレス
P

ジャッキで緊張コンクリート本体が
反力台となる

緊張後、シース内にグラウトを
注入して PC鋼材を固定

緊張力の
開放

コンクリートが固まってから
緊張力を開放、PC鋼材を切断

コンクリート本体が
反力台となり圧縮力が入る

P PPP

コンクリート硬化後、定着具・ジャッキをセットし緊張
緊張後、PC鋼材を定着具で止めできあがり

コンクリート硬化後、緊張力を開放した後に
PC鋼材を切断してできあがり

鉄筋 シース 可動定着板
反力台

ジャッキで緊張

緊張された PC鋼材
プレストレス
P

反力台
鉄筋

鉄筋を組立て、シースを取り付け PC鋼材を緊張し、鉄筋を組立

PC鋼材

プレストレス

P

型枠を設置してコンクリートを打設、PC鋼材を挿入 PC鋼材を緊張したまま型枠を設置し、コンクリートを打設
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（
東
北
支
部
）

令
和
３
年
度
Ｅ
Ｅ
東
北
’21
に
出
展

　

建
設
事
業
の
新
材
料
や
新
工
法
な
ど

の
展
示
会「
Ｅ
Ｅ
東
北
’21
」が
令
和
３
年
６

月
２
日
〜
３
日
の
２
日
間
、
仙
台
市
の
夢

メ
ッ
セ
み
や
ぎ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。30

回
目
を
迎
え
た
本
年
は
９
９
０
０
人
の
来

場
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
利
用
し
た
バ
ー
チ
ャ
ル
展

示
に
６
６
０
０
人
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
ま

し
た
。

　

本
年
も
Ｐ
Ｃ
建
協
東
北
支
部
は
ブ
ー
ス

出
展
し
、「
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
Ｕ
コ

ン
ポ
橋
」と
題
し
て
、模
型
や
パ
ネ
ル
な
ど

を
展
示
し
ま
し
た
。

（
四
国
支
部
）

香
川
高
等
専
門
学
校
へ

Ｐ
Ｃ
板
と
ゴ
ム
支
承
を
寄
贈

　

令
和
３
年
５
月
21
日
に
Ｐ
Ｃ
建
協
四
国

支
部
は
Ｐ
Ｃ
教
育
の
学
校
支
援
の
一
環
と

し
て
、
香
川
県
高
松
市
の
香
川
高
等
専
門

学
校
に
Ｐ
Ｃ
板
５
枚
、
お
よ
び
東
京
フ
ァ

ブ
リ
ッ
ク
工
業
㈱
に
ご
提
供
い
た
だ
い
た

橋
梁
用
ゴ
ム
支
承
５
セ
ッ
ト
を
寄
贈
し
ま

し
た
。こ
れ
は
同
校
か
ら
の
Ｐ
Ｃ
教
材
の

提
供
依
頼
に
応
え
た
も
の
で
す
。同
校
で

の
Ｐ
Ｃ
教
育
の
進
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

・
技
能
労
働
者
の
処
遇
改
善

③
生
産
性
向
上
の
推
進

・
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
の
推
進

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進

④
Ｐ
Ｃ
橋
の
長
期
保
全
の
推
進

・
Ｐ
Ｃ
橋
補
修
工
事
に
お
け
る
技
術
提

案
・
交
渉
方
式
の
更
な
る
発
注
要
請

・
地
方
自
治
体
支
援
要
請

⑤
Ｐ
Ｃ
建
築（
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
造
の
建
築
）の

　

推
進

・
庁
舎
計
画
に
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
造
を
推
進

・
防
災
施
設（
人
工
地
盤
、避
難
タ
ワ
ー

等
）に
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
造
を
推
進

褒
章
・
受
賞

● 

令
和
３
年
春
の
褒
章

　

黄
綬
褒
章　

藤
田 

公
康 

理
事

　

Ｐ
Ｃ
建
協
理
事
、
保
全
補
修
委
員
会
副

委
員
長
で
あ
る
、
藤
田
公
康
極
東
興
和
㈱

代
表
取
締
役
社
長
、
㈱
ビ
ー
ア
ー
ル
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締
役
社
長
が
、
令

和
３
年
春
の
褒
章
に
お
い
て
、
社
業
の
発

展
な
ら
び
に
業
界
団
体
の
発
展
に
寄
与
し

た
功
績
に
対
し
、
黄
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

♯005Ｐ
Ｃ
建
協
第
９
回
定
時
総
会
を
開
催

　

令
和
３
年
５
月
20
日
に
東
京
都
千
代
田

区
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
で

第
９
回
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。定

時
総
会
後
の
記
者
発
表
で
は
、「
令
和
２
年

度
の
受
注
状
況
と
今
後
の
見
通
し
」、「
発

注
機
関
と
の
意
見
交
換
会（
令
和
３
年
度
）

の
取
組
み
」、「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
推
進
へ
の
取
組
み
」、「
安
全
へ
の

取
組
み
」、「
建
築
へ
の
取
組
み
」に
つ
い
て

の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

第
26
回
参
議
院
選
挙
に

足
立
敏
之
参
議
院
議
員
を
推
薦

　
Ｐ
Ｃ
建
協
は
、
第
26
回
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
に
お
け
る
建
設
業
界
の
職
域
代
表

候
補
と
し
て
足
立
敏
之
議
員
を
推
薦
す
る

こ
と
を
決
定
し
、
第
９
回
定
時
総
会
後
に

開
催
し
た
手
交
式
に
て
、
大
野
達
也
会
長

が
足
立
議
員
に
推
薦
状
を
手
交
し
ま
し
た
。

発
注
者
と
の
意
見
交
換
会
が
始
ま
る

　

令
和
３
年
７
月
20
日
開
催
の
沖
縄
総

合
事
務
局
と
の
意
見
交
換
会
を
皮
切
り
に
、

全
国
の
発
注
者（
国
土
交
通
省
道
路
局
、
各

地
方
整
備
局
、北
海
道
開
発
局
、高
速
道
路

㈱
、（
独
）鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援

機
構
）
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
す
。沖

縄
総
合
事
務
局
と
の
意
見
交
換
会
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
Ｗ
Ｅ
Ｂ
形
式
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

《
Ｐ
Ｃ
建
協
か
ら
の
提
案
》

①
年
度
工
事
量
の
安
定
的
な
確
保

・
年
度
工
事
量
の
安
定
的
・
持
続
的
な

確
保

・
中
長
期
的
な
事
業
計
画
の
公
表

②
働
き
方
改
革
の
推
進

・
総
労
働
時
間
の
削
減

▲ PC建協定時総会の様子

▲ 手交式の様子

● 

令
和
２
年
度
土
木
学
会

　

吉
田
賞　

二
羽 

淳
一
郎 

理
事

　

Ｐ
Ｃ
建
協
理
事
、
技
術
委
員
会
副
委
員

長
で
あ
る
、
二
羽
淳
一
郎
東
京
工
業
大
学

名
誉
教
授
が
、
土
木
学
会
吉
田
賞
の
研
究

業
績
部
門
「
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の

せ
ん
断
耐
荷
機
構
の
解
明
と
性
能
向
上
に

関
す
る
研
究
」、
お
よ
び
論
文
部
門「
圧
縮

フ
ラ
ン
ジ
の
抵
抗
力
を
考
慮
し
た
Ｔ
形
Ｒ

Ｃ
は
り
の
せ
ん
断
耐
力
の
評
価
方
法
」
に

お
い
て
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

第
28
回
Ｐ
Ｃ
建
築
技
術
講
習
会
を
開
催

　

昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
「
第
28
回
Ｐ
Ｃ
建

築
技
術
講
習
会
」が
、令
和
３
年
６
月
11
日

に
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
習
会
参
加
登
録
者
数
は
、
９
１
３
人
で

し
た
。各
講
習
の
演
題
（
建
築
物
）
と
講
師

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
宮
古
島
市
未
来
創
造
セ
ン
タ
ー

㈲
ア
ト
リ
エ
・
門
口　

砂
川
佳
久

②
川
口
市
新
庁
舎
Ⅰ
期
棟

㈱
山
下
設
計　

加
藤
光
、曽
根
拓
也

③
北
区
立
田
端
中
学
校

シ
ー
ラ
カ
ン
ス
Ｋ
＆
Ｈ
㈱　

渡
邉
祐
宏
、

㈱
Ｋ
Ａ
Ｐ　

萩
生
田
秀
之

④
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場

㈱
梓
設
計　

松
浦
厚
、土
生
達
哉

第
11
回
Ｐ
Ｃ
建
協
業
務
報
告
会
を

開
催

　

令
和
３
年
７
月
15
日
に
「
令
和
３
年
度

第
11
回
Ｐ
Ｃ
建
協
業
務
報
告
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。前
回
に
続
い
て
Ｐ
Ｃ
建
協
会

議
室
か
ら
の
ラ
イ
ブ
動
画
配
信
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
と
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
発
表
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①「
や
さ
し
い
Ｐ
Ｃ
橋
の
設
計
」の
改
訂
〜

平
成
29
年
道
路
橋
示
方
書
へ
の
対
応
〜

②
撤
去
橋
梁
を
用
い
た
既
設
Ｐ
Ｃ
橋
の
補

修
補
強
技
術
の
高
度
化
に
関
す
る
共
同

研
究
の
成
果
報
告

③
新
設
Ｐ
Ｃ
橋
の
品
質
・
信
頼
性
向
上
方

法
の
構
築
に
関
す
る
共
同
研
究
の
中
間

報
告

④
一
般
公
開
用
橋
梁
Ｄ
Ｂ
に
つ
い
て

⑤
緊
張
防
護
板
の
検
討
実
験
の
結
果
に
つ

い
て

⑥
建
築
物
へ
の
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
造
の
活
用
事

例
〜
構
造
デ
ザ
イ
ン
を
重
視
し
た
Ｐ
Ｃ

ａ
Ｐ
Ｃ
造
の
適
用
例
〜

　

そ
の
後
、松
田
和
香
氏（（
一
財
）日
本
み

ち
研
究
所
研
究
理
事
）に
よ
り「『
女
性
』が

特
別
に
な
ら
な
い
業
界
へ
」
と
題
し
た
特

別
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｐ
Ｃ
建
協
書
籍
の
紹
介

　

Ｐ
Ｃ
建
協
は
、
特
に
学
生
や
若
い
技
術

者
を
対
象
と
し
た
書
籍
「
や
さ
し
い
Ｐ
Ｃ

橋
の
設
計
〜
プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
Ｐ

Ｃ
単
純
ス
ラ
ブ
橋
〜
」を
、こ
の
ほ
ど
発
刊

し
ま
し
た
。「
や
さ
し
い
Ｐ
Ｃ
橋
の
設
計

シ
リ
ー
ズ
」の
第
２
弾
で
、「
Ｈ
29
道
路
橋

示
方
書
・
同
解
説 

Ⅲ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
材
編
」
を
中
心
と
す
る

Ｐ
Ｃ
橋
設
計
の
基
本
事
項
、
お
よ
び
一
通

り
の
設
計
手
順
に
対
す
る
理
解
が
進
む
よ

う
に
、
プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
Ｐ
Ｃ
単
純

ス
ラ
ブ
橋
の
設
計
例
の
解
説
を
中
心
に
実

習
形
式
で
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

書
籍
の
詳
細
や
購
入
方
法
に
つ
い
て
は
、

Ｐ
Ｃ
建
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.pcken.or.jp/activit

ies/publicinfo/

▲ 沖縄総合事務局との意見交換会の様子

▲ 藤田公康 極東興和㈱代表
    取締役社長、㈱ビーアール
   ホールディングス代表取締
    役社長
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（
東
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支
部
）

令
和
３
年
度
Ｅ
Ｅ
東
北
’21
に
出
展

　

建
設
事
業
の
新
材
料
や
新
工
法
な
ど

の
展
示
会「
Ｅ
Ｅ
東
北
’21
」が
令
和
３
年
６

月
２
日
〜
３
日
の
２
日
間
、
仙
台
市
の
夢

メ
ッ
セ
み
や
ぎ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。30

回
目
を
迎
え
た
本
年
は
９
９
０
０
人
の
来

場
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
利
用
し
た
バ
ー
チ
ャ
ル
展

示
に
６
６
０
０
人
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
ま

し
た
。

　

本
年
も
Ｐ
Ｃ
建
協
東
北
支
部
は
ブ
ー
ス

出
展
し
、「
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
Ｕ
コ

ン
ポ
橋
」と
題
し
て
、模
型
や
パ
ネ
ル
な
ど

を
展
示
し
ま
し
た
。

（
四
国
支
部
）

香
川
高
等
専
門
学
校
へ

Ｐ
Ｃ
板
と
ゴ
ム
支
承
を
寄
贈

　

令
和
３
年
５
月
21
日
に
Ｐ
Ｃ
建
協
四
国

支
部
は
Ｐ
Ｃ
教
育
の
学
校
支
援
の
一
環
と

し
て
、
香
川
県
高
松
市
の
香
川
高
等
専
門

学
校
に
Ｐ
Ｃ
板
５
枚
、
お
よ
び
東
京
フ
ァ

ブ
リ
ッ
ク
工
業
㈱
に
ご
提
供
い
た
だ
い
た

橋
梁
用
ゴ
ム
支
承
５
セ
ッ
ト
を
寄
贈
し
ま

し
た
。こ
れ
は
同
校
か
ら
の
Ｐ
Ｃ
教
材
の

提
供
依
頼
に
応
え
た
も
の
で
す
。同
校
で

の
Ｐ
Ｃ
教
育
の
進
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

・
技
能
労
働
者
の
処
遇
改
善

③
生
産
性
向
上
の
推
進

・
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
の
推
進

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進

④
Ｐ
Ｃ
橋
の
長
期
保
全
の
推
進

・
Ｐ
Ｃ
橋
補
修
工
事
に
お
け
る
技
術
提

案
・
交
渉
方
式
の
更
な
る
発
注
要
請

・
地
方
自
治
体
支
援
要
請

⑤
Ｐ
Ｃ
建
築（
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
造
の
建
築
）の

　

推
進

・
庁
舎
計
画
に
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
造
を
推
進

・
防
災
施
設（
人
工
地
盤
、避
難
タ
ワ
ー

等
）に
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
造
を
推
進

褒
章
・
受
賞

● 

令
和
３
年
春
の
褒
章

　

黄
綬
褒
章　

藤
田 

公
康 

理
事

　

Ｐ
Ｃ
建
協
理
事
、
保
全
補
修
委
員
会
副

委
員
長
で
あ
る
、
藤
田
公
康
極
東
興
和
㈱

代
表
取
締
役
社
長
、
㈱
ビ
ー
ア
ー
ル
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締
役
社
長
が
、
令

和
３
年
春
の
褒
章
に
お
い
て
、
社
業
の
発

展
な
ら
び
に
業
界
団
体
の
発
展
に
寄
与
し

た
功
績
に
対
し
、
黄
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

Ｐ
Ｃ
建
協
第
９
回
定
時
総
会
を
開
催

　

令
和
３
年
５
月
20
日
に
東
京
都
千
代
田

区
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
で

第
９
回
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。定

時
総
会
後
の
記
者
発
表
で
は
、「
令
和
２
年

度
の
受
注
状
況
と
今
後
の
見
通
し
」、「
発

注
機
関
と
の
意
見
交
換
会（
令
和
３
年
度
）

の
取
組
み
」、「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
推
進
へ
の
取
組
み
」、「
安
全
へ
の

取
組
み
」、「
建
築
へ
の
取
組
み
」に
つ
い
て

の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

第
26
回
参
議
院
選
挙
に

足
立
敏
之
参
議
院
議
員
を
推
薦

　
Ｐ
Ｃ
建
協
は
、
第
26
回
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
に
お
け
る
建
設
業
界
の
職
域
代
表

候
補
と
し
て
足
立
敏
之
議
員
を
推
薦
す
る

こ
と
を
決
定
し
、
第
９
回
定
時
総
会
後
に

開
催
し
た
手
交
式
に
て
、
大
野
達
也
会
長

が
足
立
議
員
に
推
薦
状
を
手
交
し
ま
し
た
。

発
注
者
と
の
意
見
交
換
会
が
始
ま
る

　

令
和
３
年
７
月
20
日
開
催
の
沖
縄
総

合
事
務
局
と
の
意
見
交
換
会
を
皮
切
り
に
、

全
国
の
発
注
者（
国
土
交
通
省
道
路
局
、
各

地
方
整
備
局
、北
海
道
開
発
局
、高
速
道
路

㈱
、（
独
）鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援

機
構
）
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
す
。沖

縄
総
合
事
務
局
と
の
意
見
交
換
会
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
Ｗ
Ｅ
Ｂ
形
式
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

《
Ｐ
Ｃ
建
協
か
ら
の
提
案
》

①
年
度
工
事
量
の
安
定
的
な
確
保

・
年
度
工
事
量
の
安
定
的
・
持
続
的
な

確
保

・
中
長
期
的
な
事
業
計
画
の
公
表

②
働
き
方
改
革
の
推
進

・
総
労
働
時
間
の
削
減

● 
令
和
２
年
度
土
木
学
会

　

吉
田
賞　

二
羽 

淳
一
郎 

理
事

　

Ｐ
Ｃ
建
協
理
事
、
技
術
委
員
会
副
委
員

長
で
あ
る
、
二
羽
淳
一
郎
東
京
工
業
大
学

名
誉
教
授
が
、
土
木
学
会
吉
田
賞
の
研
究

業
績
部
門
「
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の

せ
ん
断
耐
荷
機
構
の
解
明
と
性
能
向
上
に

関
す
る
研
究
」、
お
よ
び
論
文
部
門「
圧
縮

フ
ラ
ン
ジ
の
抵
抗
力
を
考
慮
し
た
Ｔ
形
Ｒ

Ｃ
は
り
の
せ
ん
断
耐
力
の
評
価
方
法
」
に

お
い
て
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

第
28
回
Ｐ
Ｃ
建
築
技
術
講
習
会
を
開
催

　

昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
「
第
28
回
Ｐ
Ｃ
建

築
技
術
講
習
会
」が
、令
和
３
年
６
月
11
日

に
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
習
会
参
加
登
録
者
数
は
、
９
１
３
人
で

し
た
。各
講
習
の
演
題
（
建
築
物
）
と
講
師

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
宮
古
島
市
未
来
創
造
セ
ン
タ
ー

㈲
ア
ト
リ
エ
・
門
口　

砂
川
佳
久

②
川
口
市
新
庁
舎
Ⅰ
期
棟

㈱
山
下
設
計　

加
藤
光
、曽
根
拓
也

③
北
区
立
田
端
中
学
校

シ
ー
ラ
カ
ン
ス
Ｋ
＆
Ｈ
㈱　

渡
邉
祐
宏
、

㈱
Ｋ
Ａ
Ｐ　

萩
生
田
秀
之

④
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場

㈱
梓
設
計　

松
浦
厚
、土
生
達
哉

第
11
回
Ｐ
Ｃ
建
協
業
務
報
告
会
を

開
催

　

令
和
３
年
７
月
15
日
に
「
令
和
３
年
度

第
11
回
Ｐ
Ｃ
建
協
業
務
報
告
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。前
回
に
続
い
て
Ｐ
Ｃ
建
協
会

議
室
か
ら
の
ラ
イ
ブ
動
画
配
信
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
と
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
発
表
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①「
や
さ
し
い
Ｐ
Ｃ
橋
の
設
計
」の
改
訂
〜

平
成
29
年
道
路
橋
示
方
書
へ
の
対
応
〜

②
撤
去
橋
梁
を
用
い
た
既
設
Ｐ
Ｃ
橋
の
補

修
補
強
技
術
の
高
度
化
に
関
す
る
共
同

研
究
の
成
果
報
告

③
新
設
Ｐ
Ｃ
橋
の
品
質
・
信
頼
性
向
上
方

法
の
構
築
に
関
す
る
共
同
研
究
の
中
間

報
告

④
一
般
公
開
用
橋
梁
Ｄ
Ｂ
に
つ
い
て

⑤
緊
張
防
護
板
の
検
討
実
験
の
結
果
に
つ

い
て

⑥
建
築
物
へ
の
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
造
の
活
用
事

例
〜
構
造
デ
ザ
イ
ン
を
重
視
し
た
Ｐ
Ｃ

ａ
Ｐ
Ｃ
造
の
適
用
例
〜

　

そ
の
後
、松
田
和
香
氏（（
一
財
）日
本
み

ち
研
究
所
研
究
理
事
）に
よ
り「『
女
性
』が

特
別
に
な
ら
な
い
業
界
へ
」
と
題
し
た
特

別
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｐ
Ｃ
建
協
書
籍
の
紹
介

　

Ｐ
Ｃ
建
協
は
、
特
に
学
生
や
若
い
技
術

者
を
対
象
と
し
た
書
籍
「
や
さ
し
い
Ｐ
Ｃ

橋
の
設
計
〜
プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
Ｐ

Ｃ
単
純
ス
ラ
ブ
橋
〜
」を
、こ
の
ほ
ど
発
刊

し
ま
し
た
。「
や
さ
し
い
Ｐ
Ｃ
橋
の
設
計

シ
リ
ー
ズ
」の
第
２
弾
で
、「
Ｈ
29
道
路
橋

示
方
書
・
同
解
説 

Ⅲ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
材
編
」
を
中
心
と
す
る

Ｐ
Ｃ
橋
設
計
の
基
本
事
項
、
お
よ
び
一
通

り
の
設
計
手
順
に
対
す
る
理
解
が
進
む
よ

う
に
、
プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
Ｐ
Ｃ
単
純

ス
ラ
ブ
橋
の
設
計
例
の
解
説
を
中
心
に
実

習
形
式
で
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

書
籍
の
詳
細
や
購
入
方
法
に
つ
い
て
は
、

Ｐ
Ｃ
建
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.pcken.or.jp/activit

ies/publicinfo/

▲ 二羽淳一郎 東京工業大学
    名誉教授

▲ やさしいPC橋の設計～プレテンション
　 方式PC単純スラブ橋～
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各
地
で
Ｐ
Ｃ
技
術
講
習
会
を
開
催

　

Ｐ
Ｃ
技
術
に
関
す
る
講
習
会
が
各
地
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
北
陸
支
部
）

　

令
和
３
年
５
月
27
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
形

式
で
行
わ
れ
た
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
金
沢

支
社
の
社
内
技
術
講
習
会
で
、
グ
ル
ー
プ

企
業
の
職
員
20
人
を
対
象
に
Ｐ
Ｃ
橋
の
保

全
補
修
に
関
す
る
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
Ｐ
Ｃ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
P
C
構
造

物
の
計
画
・
設
計
・
施
工
・
維
持
管
理
お

よ
び
積
算
を
網
羅
し
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
）

の
紹
介
、Ｐ
Ｃ
の
概
要
と
既
設
Ｐ
Ｃ
橋
の

調
査
補
修
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
し
た
。

そ
の
他

・
青
森
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー　

青
森

県
橋
梁
技
術
研
修
会　

県
市
町
村
土

木
技
術
職
員
35
人　

・
新
潟
県
新
潟
市
役
所　

令
和
３
年
度

新
潟
市
職
員
研
修
（
橋
梁
ワ
ー
キ
ン

グ
）　

市
職
員
21
人

Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
を
派
遣

　

Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
多
く
の
学
生
に
Ｐ
Ｃ
構

造
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
派
遣
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

（
北
海
道
支
部
）

　

令
和
３
年
７
月
14
日
と
28
日
の
２
回
に

わ
た
り
、
北
見
工
業
大
学
工
学
部
地
域
未

来
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
お
よ
び
地
球
環
境
工

学
科
の
３
年
生
１
０
５
人
を
対
象
に
「
Ｐ

Ｃ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開

催
し
ま
し
た
。例
年「
北
海
道
土
木
技
術
会

コ
ン
ク
リ
ー
ト
研
究
委
員
会
」
と
の
共
催

で
、
道
内
５
大
学
・
２
高
専
を
対
象
に
実

施
し
て
い
ま
す
。今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
も
そ

の
一
環
で
、Ｐ
Ｃ
の
概
要
や
Ｐ
Ｃ
技
術
を

用
い
た
構
造
物
の
紹
介
、
道
内
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
橋
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。

（
関
東
支
部
）

　

令
和
３
年
６
月
25
日
、
東
京
電
機
大
学

理
工
学
部
建
築
・
都
市
環
境
学
系
の
３
年

生
63
人
を
対
象
に「
Ｐ
Ｃ
講
座
」と
題
し
た

講
義
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
、Ｐ
Ｃ
橋
の
種
類
や
架
設
・

施
工
方
法
の
紹
介
、Ｐ
Ｃ
技
術
を
用
い
た

構
造
物
、
補
修
・
補
強
の
技
術
紹
介
の
説

明
を
行
い
ま
し
た
。

（
関
西
支
部
）

　

令
和
３
年
６
月
14
日
、
明
石
工
業
高
等

専
門
学
校
の
４
年
生
39
人
に
社
会
基
盤
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
講
習
の
一
コ
マ
と
し
て
「
Ｐ

Ｃ
特
別
講
義
」を
実
施
し
ま
し
た
。講
義
で

は
、Ｐ
Ｃ
建
協
と
Ｐ
Ｃ
業
界
、Ｐ
Ｃ
企
業
の

業
務
内
容
の
紹
介
や
Ｐ
Ｃ
の
基
本
的
な
説

▲ 明石工業高等専門学校での講義の様子

明
を
行
い
ま
し
た
。

（
中
国
支
部
）

　

令
和
３
年
７
月
15
日
、
岡
山
大
学
工
学

部
環
境
・
都
市
基
盤
系
都
市
環
境
創
成

コ
ー
ス
の
３
年
生
40
人
を
対
象
に
「
Ｐ
Ｃ

概
論
講
座
」を
実
施
し
ま
し
た
。講
義
で
は

Ｐ
Ｃ
部
材
の
曲
げ
応
力
度
の
計
算
、
組
立

式
模
型
を
使
っ
て
Ｐ
Ｃ
橋
の
施
工
の
模
擬

体
験
、Ｐ
Ｃ
板
の
上
を
飛
び
跳
ね
て
プ
レ

ス
ト
レ
ス
力
に
よ
る
復
元
力
を
体
験
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

（
九
州
支
部
）

　

令
和
３
年
６
月
16
日
と
23
日
の
２
回
に

わ
た
り
、九
州
大
学
工
学
研
究
院
の
１
、２

年
生
35
人
を
対
象
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

で
Ｐ
Ｃ
技
術
の
講
義
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
Ｐ
Ｃ
の
基
礎
や
設
計
、
施
工
、

維
持
管
理
の
説
明
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
令
和
３
年
３
月
以
降
に
実
施

さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
の
派
遣
講
義
は

次
の
と
お
り
で
す
。

開催日 支部名 学校名
５月18・21日、7月12・27日
５月27日
６月８日
６月16日
６月17日
７月２日
７月６日
７月７日
７月16日
７月19日
７月19日
７月19・26日

関東
関西
関東
北陸
関東
北陸
北陸
関東
九州
九州
九州
九州

日本大学生産工学部
神戸大学工学部
足利大学工学部
福井工業大学工学部
東京都市大学建築都市デザイン学部
富山大学
長岡技術科学大学環境社会基盤工学課程
東洋大学理工学部
宮崎大学工学部
九州工業大学工学研究院建設社会工学研究系
琉球大学工学部
佐賀大学理工学部
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PRESTRESSED CONCRETE CONTRACTORS ASSOCIATION

全
国
か
ら
開
通
情
報

（
中
部
支
部
）

名
古
屋
第
二
環
状
自
動
車
道
（
名
古
屋
西

Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
飛
鳥
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）　
開
通

▲ 福岡県道高田山川線バイパス　今福陸橋

▲ 名古屋第二環状自動車道 飛鳥村木場区間

　

令
和
３
年
５
月
１
日
に
名
古
屋
第
二
環

状
自
動
車
道（
名
二
環
）の
名
古
屋
西
Ｊ
Ｃ

Ｔ
〜
飛
鳥
Ｊ
Ｃ
Ｔ（
延
長
12
・
２
㎞
）が
開

通
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
名
二
環（
総
延

長
54
・
３
㎞
）は
全
線
開
通
と
な
り
、物
流

効
率
化
や
防
災
力
向
上
な
ど
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

（
九
州
支
部
）

福
岡
県
道
高
田
山
川
線
バ
イ
パ
ス　
開
通

　

令
和
３
年
３
月
30
日
に
福
岡
県
み
や
ま

市
の
福
岡
県
道
高
田
山
川
線
バ
イ
パ
ス

（
延
長
７
３
０
ｍ
）が
開
通
し
ま
し
た
。

　

今
福
陸
橋
で
の
開
通
式
に
は
自
治
体
関

係
者
な
ど
が
参
加
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や

渡
り
初
め
な
ど
で
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

そ
の
他

・
三
陸
沿
岸
道
路 

田
野
畑
道
路
（
田
野

畑
南
〜
尾
肝
要
）

•
東
北
中
央
自
動
車
道
（
霊
山
Ｉ
Ｃ
〜

伊
達
桑
折
Ｉ
Ｃ
）

•
常
磐
自
動
車
道
（
い
わ
き
中
央
Ｉ
Ｃ

〜
広
野
Ｉ
Ｃ
）４
車
線
化

•
国
道
４
１
５
号
富
山
東
バ
イ
パ
ス

（
富
山
市
森
〜
下
飯
野
地
内
）

•
福
岡
高
速
６
号
線
・
臨
港
道
路
ア
イ

ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
３
号
線
（
香
椎
浜
Ｊ

Ｃ
Ｔ
〜
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
）

第
30
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
発
展
に
関
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
開
催
の
お
知
ら
せ
（
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
形
式
）

　
（
公
社
）プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー

ト
工
学
会
は
令
和
３
年
10
月
21
日
と
22
日

の
２
日
間
に
わ
た
り
、「
第
30
回
プ
レ
ス
ト

レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
発
展
に
関
す
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で

開
催
し
ま
す
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
学
術
・
技
術
に
関

す
る
価
値
あ
る
情
報
を
講
演
者
と
参
加
者

が
共
有
し
、Ｐ
Ｃ
技
術
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
は
北
海
道
函
館
市
の
函
館
ア
リ
ー

ナ
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、技
術
展
示
、技
術
紹
介
、閉

会
式
、懇
親
会
、現
地
見
学
会
は
本
年
も
中

止
と
な
り
ま
す
。　

　

詳
細
は（
公
社
）プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン

ク
リ
ー
ト
工
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.jpci.or.jp/
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　前回の「PCのニューフェイスたち」のご紹介から１年が経ちました。残念ながらコロナ禍は続いており、未だルポは断念せざるを得ない状況にあります
が、明るいニュースとして、日本における本格的なポストテンション方式PC橋梁の先駆けであります信楽高原鐵道(しがらきこうげんてつどう)の第一大戸川
橋梁が令和３年8月に国の重要文化財に指定されました。これを受け、東日本旅客鉄道㈱ 構造技術センター顧問の石橋様に特別寄稿を頂きました。第一
大戸川橋梁から続くPC技術発展の成果というべき令和２年度に誕生した「PCのニューフェイスたち」を厳選し今回も19作品を紹介しております。本号を通
してPC技術やPC構造物の素晴らしさと歴史を感じて頂けますと、私たち編集関係者も嬉しく思います。
　最後に、PCプレス vol.003とvol.006の記事“PC今昔”に、特別寄稿文中で紹介されています仁杉 巌様と菅原 操様に直接伺ったお話を掲載しておりま
すので、PC建協ホームページのバックナンバーをご覧になり併せてお楽しみ願います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岡本）
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〒732-0824 広島市南区的場町1-2-19（アーバス広島6階）  極東興和（株）　　広島支店内

（リアライズ万代橋ビル）

TEL.082（262）0474　FAX.082（264）3728
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